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2022 年 2月25日

私たちは厨房環境提案企業から、厨房の未来創造企業へ。

一歩先を行く、現場のニーズをしっかりつかむ創造力で

厨房に関わる人たちの未来を変えていきます。

厨房の未来は
NITCHOの提案力が
担います
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020522-01_ 月刊厨房 2022 年 2月号 - 広告アサヒ装設 _タチバ ナ製作所 - 広告

今月の
ゲスト

厨房業界と現在の会社に入った
きっかけについてお教えください。

仁井　大学のキャリアセンターでの求人紹介が、入社
のきっかけです。もともと社名は幼い時からTVCMで
見ていたので知っておりましたが、当時は何の会社か
は知りませんでした。今の部署は大学の専攻にまったく
関連がなく、数値の単位や専門用語・業界用語等を覚
えることにとても苦労しました。未だに問い合わせをい
ただく内容はその都度異なるので、日々精進です。もと
もとデパート等の販売職がしたかったので、お客さまと
対面する営業は、とても楽しいです。また散歩や建物
が好きなので、さまざまな地域の工事現場を訪問でき
るのも、営業の楽しみの一つでもあります。

お仕事の内容は？　やりがいは？

仁井　担当のお客さまは設計会社・工事会社設計部、
役所等と、商流の川上部分の方々になります。
　業務内容は、お客さまへの営業訪問・見積もり・図面
等資料作成の他、弊社製品を指定していただく提案営
業が主です。お客さまは年齢層が幅広く、また設計・積
算等さまざまなポジションの方がいらっしゃるので、そ
の方々の視点に合わせてどのように自社製品を説明・

売り込みすれば分かりやすいか考えます。以前、一職
種のお客さまの視点からだけで物事を捉えていたた
め、別の職種のお客さまからお叱りを受けたことがあり
ます。製品を設計して購入・設置までにさまざまな工程
と担当される職種の方々がおられるので、広い視野を
持つための知識と経験が必要だと実感しています。

今後のあなたの夢を教えてください。

仁井　仕事に関しての目標は、お客さまから名指しで支
持をいただくことです。目先の製品知識だけでなく、お
客さまの立場に寄り添った営業を目指します。また、過
去に県外の遠方のお客さまへ電話営業で図面作成さ
せていただいた成功例があり、この件を参考に、他営
業所へのアシスト方法を確立したいです。プライベート
では、趣味の習字の上達が目標です。子どもが生まれ
てから練習の時間があまり取れていないので、時間を
作る所から始めます。また、子どもにも教えられるよう
に、広い視野と教えるための知識を得たいです。私もま
だまだ勉強中ですが、上手い下手の判別だけではな
く、経験値や本人の努力を踏まえてステップアップでき
る指導力を身に着けたいですね。

厨房 　　が行く！
vol.84
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仁井 佐笑さん広島支店　建築設備機器部　営業係

さ  えみ

　仁井さんを一言で言うと、スーパーガールですね
(笑)。真剣かつ積極的に仕事に取り組む姿勢は全体
の士気を上げ成果にもつながっており、非常に助けて
もらっています。お客さまからの評判も非常に良く、
彼女が1年間ほど産休で不在の時は、「元気でやって
るか」「いつ戻ってくるか」等の声を多くいただいてお
りました。また探求心も強く、製品をどのように説明す
れば分かりやすいか、どう攻め込めばご採用いただけ
るか等を、常に考え行動しています。その結果お客さ
まからの信頼は厚く、良い関係性を築けていると感じ
ます。仕事と子育ての両立で大変だと思いますが、引
き続き一緒に仕事をしていきたいです。

（建築設備機器部営業課課長　正田和弘）

　仁井さんを一言で言うと、スーパーガール

職場の方からエール
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名古屋出張所

〒535ー0031

〒815ー0033

〒950ー0916

〒450ー0002

大阪市旭区高殿 2ー 7ー 1 9

T E L  0 6 ( 6 9 2 2 ) 5 5 8 1 　 F A X  0 6 ( 6 9 2 1 ) 2 0 4 0

福岡市南区大橋 3ー 2 5ー 1  貞方ビルＤ号室  

T E L  0 9 2 ( 4 0 3 ) 0 2 5 5 　 F A X  0 9 2 ( 4 0 3 ) 0 2 5 7

新潟市中央区米山 1ー 5ー 5

T E L  0 2 5 ( 2 4 6 ) 0 1 6 6 　 F A X  0 2 5 ( 2 4 1 ) 3 8 3 3

名古屋市中村区名駅 5ー 2 2ー 2 3

T E L  0 5 2 ( 5 5 1 ) 1 0 2 1 　 F A X  0 5 2 ( 5 5 1 ) 1 0 2 2
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最終回銀河食堂紀行

【旅の終わりの「自宅食堂」】
　遠く離れた星 を々旅すると、誰しもが、味わったことのない食材や、見たことのない調理法に出会うことだろ

う。その星の気候や風習、ちょっとした偶然やおふざけによって積み重ねられてきた食文化に触れること。それは

銀河旅行の中でも最大の醍醐味だと言えるかもしれない。

　旅が終わって自宅に帰ってからは、故郷の味がひときわおいしく感じるだろう。新しくはなくても使い慣れた

キッチン、毎朝使っているなんでもない食器、そして作り慣れた自分の

料理は、旅でふわふわと浮かれたお腹を優しく満たしてくれる。しかし

しばらくすればきっと、旅先で出会った味に再会したくなるはずだ。

　そんな時はぜひ、「自宅食堂」の開店をお勧めする。旅のお土産や

写真を飾り、仲の良い友人を招き、旅先での料理を再現して振る舞

う、一晩限りの食堂だ。上手に再現できなくても構わない。これまで

もそうやって旅人たちは、食文化を自由に交流させてきたのだから。つ

いでに「本場の味を知りたい」と思った友人が、新たな旅人になってく

れたら満点である。

　そして料理人としての腕が上がった時、どこかの星の旅人が、あな

たの料理を食べに来てくれるかもしれない。こうして食を巡る旅は、色

とりどりの星が輝くこの銀河で、きっといつまでも続いていくのだ。

坂月さかな

■著者プロフィール
坂月さかな。漫画家・イラストレーター。ここではな

い宇宙を描く。

あとがき

2年間『銀河食堂紀行』を読んでくださりありがとうご

ざいました。

いつの日も、皆さんがおいしいものを楽しめますように。

またお会いできる日を楽しみにしています。

登場人物紹介
■ムギ
おいしいお店を探してさま
ざまな惑星を旅する少年。
食べることと旅が大好き。
■パン
食いしん坊な宇宙ねこ。
ムギの友だち。
食べることと旅とお昼寝が
大好き。

10　厨  房　2022.3
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■ ■ ■ ■ ■ ■巻 頭 に よ せ て

　決して忘れることのできないあの日、あの時間……東日本大震災。
　あれからまもなく11年を迎えようとしています。今、振り返るとあの瞬間、そしてその直
後、何をしたでしょうか？　何ができたでしょうか？　「天災は忘れた頃にやって来る」と言
われますが、地震に限らず台風、雷雨、豪雨による洪水が毎年発生しております。特に水
害においては、「戦後最大級の台風」という報道が出る場合もあり、地球温暖化による影
響なのか、年々勢力を増大して各地で発生しており、尊い命が失われております。
　このような自然災害から身を守るためには、災害に対するある程度の知識が必要となり
ます。あくまでも自発的な防災ボランティア活動ではありますが、2003年に災害の教訓の
伝承と市民による新しい防災への取り組みを推進し、防災と危機管理に寄与することを
目的に、日本防災士という機構が創設されました。
　防災士は「自助・共助・協働」を理念に、地域防災力向上の原動力となっております。

＊自助（自分の命は自分で守る）
　防災の基本は、自分の安全は自分で守ります。まず、自分の身を守るために日頃から身
の回りの備えを行い、自らの防災意識の向上や災害が発生した場合の通信手段や情報
収集手段の確保など、自分の手で自分や家族、財産を守るための備えと行動をとることで
す。自身が無事でなければ、共助も成り立ちません。

＊共助（地域・職場で助け合い、被害拡大を防ぐ）
　災害の規模が大きければ大きいほど、消防、警察などの公的な救援活動が十分に機能
するまでには一定の時間がかかります。そこで発災直後における初期消火、避難誘導、避
難所開設など、隣近所の方たちと共に助け合って地域の安全を守ります。共助は地域で
の普段からの交流が大きな力を発揮し、地域防災力の向上につながります。

＊協働（市民、企業、自治体、防災機関等が協力して活動する）
　国や都道府県、市町村などの行政機関やライフラインを管理する公共機関が実施する
救助活動や支援活動となります。

　自助、共助、協働のうち、自身にできるのは自助と共助です。自分の身は自分で守る、自
分たちの地域は自分たちで守るという考えを持ち、日頃から災害に備えておくことが大切
です。
　今後、マグニチュード9クラスの超巨大地震が予想されております南海トラフ地震は、
30年以内に約70～80％の確率で発生すると言われています。また、1,000年に一度の
大震災といわれた東日本大震災が発生したにもかかわらず、宮城県沖地震も30年以内に
約80％の確率で発生すると言われています。
　迫り来るさまざまな災害に対して、防災・減災を常に意識して事前対策をされることを
切に願います。

防災士の使命
北沢産業㈱　三浦哲郎

   

2022.3　厨  房　11



　工業会は、今年も全国で一斉に、厨房設備士資格認
定試験を実施する。
　この試験は、業務用厨房機器の生産や厨房設備の設
計施工に関する高等な専門的技術とその応用能力を備
え、企画・研究・設計・評価・施工を行う他、前述の関連
分野にて作業管理および監督などの業務を行う厨房設
備士を認定するために行われ、2022年は4月に工業会
のホームページで申し込み受け付け、6月にオンライン講
習会と7月に認定試験、8月に合格発表というスケジュー
ルを予定している。
　試験の詳細は、当工業会ホームページおよび
Twitterでお知らせする予定である。
　なお、講習会は2023年度以降は廃止予定である。

HP：http://www.jfea.or.jp
Twitter：@JFEA_PR

2022年度厨房設備士資格認定試験
受験申し込み受け付けのお知らせ

東京受験会場（2021年度）

　令和3年度技能検定（厨房設備施工）の実技試験が、
令和3年12月3日から令和4年2月13日にかけて実施さ
れた。
　この検定は、厚生労働省認定の国家資格「技能士
（厨房設備施工）」の試験について、指定機関である中
央職業能力開発協会および各都道府県の職業能力開

発協会が主体となり例年実施されているもので、当工業
会では、検定試験問題の作成、検定委員や検定補佐員
を推薦するなどの協力を行っている。実技試験では、与
えられた問題を基に図面を描き、機器の設置や接続、燃
焼試験などを行った。
　なお、合格発表は3月11日に行われ、通知される。

令和3年度 技能検定（厨房設備施工）
工業会協力の下、全国で資格試験が実施

工業会関係

　2021年度厨房設備フォローアップ研修会が開催され
た。フォローアップ研修会は、（一社）日本厨房工業会が
教育サービスの一環として2005年度より開催している
もので、関係法令や厨房設計に関する最新知識を普及
する場として実施している。
　2021年度は、（一社）日本HACCPトレーニングセン
ター・杉浦嘉彦専務理事を講師に迎え、「小規模な一般
飲食店の衛生管理計画　～明日からはじめる法令遵守
～」をテーマに、HACCP制度化の本格施行後というこ

ともあり、小規模な一般飲食店の衛生管理計画に焦点
を絞って具体的にご講義いただいた。最終的に49社73
人からアカウントの申込があったが、今年度は１アカウン
トで視聴できる人数に制限を設けなかったため、実際は
アカウント申込以上の人数が視聴されたと思われる。
　フォローアップ研修会は年度ごとに法令、火災予防、
設計ノウハウ等、バラエティに富んだテーマに基づいて
開催している。今後も順次開催される予定なので、興味
を持たれた方は、是非ご参加いただきたい。

2021年度フォローアップ研修会報告
49社73人にアカウントを発行し、オンラインで開催

12　厨  房　2022.3



　工業会は、今年も全国で一斉に、厨房設備士資格認
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発協会が主体となり例年実施されているもので、当工業
会では、検定試験問題の作成、検定委員や検定補佐員
を推薦するなどの協力を行っている。実技試験では、与
えられた問題を基に図面を描き、機器の設置や接続、燃
焼試験などを行った。
　なお、合格発表は3月11日に行われ、通知される。

令和3年度 技能検定（厨房設備施工）
工業会協力の下、全国で資格試験が実施

工業会関係

　2021年度厨房設備フォローアップ研修会が開催され
た。フォローアップ研修会は、（一社）日本厨房工業会が
教育サービスの一環として2005年度より開催している
もので、関係法令や厨房設計に関する最新知識を普及
する場として実施している。
　2021年度は、（一社）日本HACCPトレーニングセン
ター・杉浦嘉彦専務理事を講師に迎え、「小規模な一般
飲食店の衛生管理計画　～明日からはじめる法令遵守
～」をテーマに、HACCP制度化の本格施行後というこ

ともあり、小規模な一般飲食店の衛生管理計画に焦点
を絞って具体的にご講義いただいた。最終的に49社73
人からアカウントの申込があったが、今年度は１アカウン
トで視聴できる人数に制限を設けなかったため、実際は
アカウント申込以上の人数が視聴されたと思われる。
　フォローアップ研修会は年度ごとに法令、火災予防、
設計ノウハウ等、バラエティに富んだテーマに基づいて
開催している。今後も順次開催される予定なので、興味
を持たれた方は、是非ご参加いただきたい。

2021年度フォローアップ研修会報告
49社73人にアカウントを発行し、オンラインで開催

工業会関係

一般社団法人日本厨房工業会

団体賠償責任保険制度をご検討ください！

「販売した製品の欠陥が原因で火災が発生、店舗に損害を与えてしまった…」
「製品を店舗に搬入中、入り口付近にいたお客様にぶつかりケガを負わせてしまった…」
　十分注意していても、事故が発生してしまうことがあります。

　「生産物賠償責任（PL）保険」（制度１）に加入していても、施工中に発生した事故については補償されません。
施工中の事故に備える場合「請負業者賠償責任保険」（制度２）へのご加入が必要となります。また、「請負業者
賠償責任保険」（制度２）のみ加入していても、引渡し後に発生した事故については補償されません。業務内容に
よって必要となる保険が異なりますので、過不足ない補償であるか、今一度ご確認くださいますようお願いします。
　このチラシは概要を説明したものです。ご契約にあたっては別途配布の「団体賠償責任保険制度のご案内」および「重
要事項のご説明・契約概要のご説明・注意喚起情報のご説明」をあわせてご覧ください。また、詳しくは普通保険約款・
特別約款・特約集をご用意していますので、取扱代理店または引受保険会社までご請求ください。
　ご不明な点につきましては、取扱代理店または引受保険会社にお問合わせください。

＜ご相談・お問合わせ先＞【団 体 窓 口】　一般社団法人日本厨房工業会　担当：水野
【取扱代理店】　商工サービス株式会社　担当：根岸
　　　　　　　　Tel03-3538-6180　Fax03-3538-6188
【引受保険会社】　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

国内での製造・販売・
仕事の結果に起因する
法律上の損害賠償責任

海外へ輸出した製品に
起因する法律上の損害
賠償責任

国内での設置作業中
修理作業中・メンテ作業中の
過失に起因する法律上の損害
賠償責任

事務所や店舗等の施設
の所有・使用・管理に
起因する法律上の損害
賠償責任

生産物賠償責任
（PL）保険（制度1）

請負業者賠償責任保険
（制度2）

施設所有（管理）者賠
償責任保険（制度4）

海外PL保険
（制度3）

（2019 年４月承認 B19-100007）

　一般社団法人日本厨房工業会では、1995年より団体賠償責任保険制度をご案内させていただき、既に多くの会
員様にご活用いただいております。
　本制度は団体契約であるため、多くの会員様にご活用いただくことで個別に契約いただくよりも割安な保険料
が適用され、また加入会員様の無事故に向けた日頃の企業努力により団体内の損害状況を勘案した保険料にてご
加入いただくことができます。
　より多くの会員様にご加入いただくことが、本制度の維持と、相互の助け合いに繋がりますので、是非ご加入
をご検討ください。

保険期間
・制度1、2、4
・制度3

２０２２年７月１０日 午後４時から１年間
２０２２年７月１０日 午前０時０１分から１年間

……
…………
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1.31
【経済産業省からの周知依頼につきまして(「新型コロナウイルス感染症の感染急拡大が確認された場合の対応につい
て」（令和４年１月５日（令和４年１月28日一部改正）））】
　経済産業省製造産業局総務課でございます。
　日頃より、新型コロナウイルスの感染防止対策の推進に御協力くださいまして誠にありがとうございます。
　新型コロナウイルス感染症対策に関して、１月28日、厚生労働省より、下記のとおり事務連絡「新型コロナウイルス感染
症の感染急拡大が確認された場合の対応について」（令和４年１月５日（令和４年１月28日一部改正）が発出されました。
　上記事務連絡では、
①オミクロン株患者の濃厚接触者の待機期間については、現時点までに得られた科学的知見に基づき、最終曝露日
（陽性者との接触等）から７日間とし、８日目に待機を解除とすること。
②①の濃厚接触者のうち、社会機能の維持のために必要な事業に従事する者について、各自治体の判断により、待機
期間の７日を待たずに、４日目及び５日目の抗原定性検査キットを用いた検査で陰性確認できた場合でも、５日目に待機
を解除する取扱を実施できること等が示されております。

 つきましては、発出された事務連絡に基づき新型コロナウイルス感染症対策を着実に実施していただくよう会員企業
への周知をお願いいたします。

参考資料
【事務連絡】「新型コロナウイルス感染症の感染急拡大が確認された場合の対応について」（令和４年１月５日（令和４
年１月28日一部改正））
https://www.mhlw.go.jp/content/000889667.pdf

 以上、どうぞよろしくお願いいたします。

　キッチンカーについては、営業内容が確定次第、別途お知らせいたします。

３．その他
　本お知らせは、出展企業様だけでなく、全会員企業様にお送りしています。

1.18
【農林水産省からの周知依頼につきまして（新型コロナウイルス感染症の感染急拡大が確認された場合の対応について）】
　新型コロナウイルス感染症対策に関して、1月14日に厚生労働省より、添付のとおり事務連絡「新型コロナウイルス感染
症の感染急拡大が確認された場合の対応について」（令和４年１月５日（令和４年１月14日一部改正）が発出されました。

　本事務連絡では、厚生労働省から各都道府県等に対し、
・オミクロン株の濃厚接触者の待機日数がこれまでの14日間から10日間に短縮
・エッセンシャルワーカーに限り、10日を待たずに検査で陰性が確認されれば待機が解除
・事業者がエッセンシャルワーカーに該当するかについては、基本的対処方針の「事業の継続が求められる事業者」に
掲げる事業を参考に自治体が判断

等について通知されております。

https://www.mhlw.go.jp/content/000881571.pdf

工業会回覧板

工業会だより 1月21日～2月10日

1.27
インターネットオブキッチンプラットフォーム運営ＷＧ。
由利事務局局長。（Web開催）

2.3
2021年度第２回技術･機器安全合同委員会。福島副会
長、和中委員長、嵐田、茨木、岡野、小嶋、近藤、中根、橋
本、上岡、丸山各委員、由利事務局局長、吉野課長。（厨
房機器会館6階会議室･Web併催）

2.7
2021年度第5回グリス除去装置評定委員会。倉渕委員
長、末光委員、冨永各委員、髙田代理（石塚委員）、佐藤
オブザーバー、大畑専務理事、由利事務局局長、吉野課
長、石川職員。（Web開催）

●会社代表者の変更
㈱厨林堂（東海北陸支部） 
【新】寺部 諒　代表取締役

※新型コロナウイルス対応のため、理事会･委員会等は
最低限の開催とし、事務局は在宅勤務を進めています。
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2022 年 1月24日初校

020522-01_ 月刊厨房 2022 年 2月号 _設備士広告

業務用厨房設備機器のご用命は、

厨房設備士のいる会社へ！
厨房設備士とは？

厨房設備士は、厨房作りの
プロフェッショナルです。

厨房設備士とは、一般社団法人日本厨房工業会で
行う厨房設備士資格認定試験の合格者で、設備士
の登録をした者に与えられる称号です。業務用厨
房機器の生産と厨房設備設計施工に関する高等の
専門的応用能力を必要とする事項について企画、
研究、設計、評価、施工またはこれらに関する管
理及び監督などの業務を行う者をいいます。厨房
設備士は１級と２級に区分され、当初はすべて２
級からとなります。

厨房設備士の資格認定は、
一般社団法人日本厨房工業会
が 行 っ て お り ま す。

厨　房　設　備　士　証　は、
知　識　の　証。

1.31
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て」（令和４年１月５日（令和４年１月28日一部改正）））】
　経済産業省製造産業局総務課でございます。
　日頃より、新型コロナウイルスの感染防止対策の推進に御協力くださいまして誠にありがとうございます。
　新型コロナウイルス感染症対策に関して、１月28日、厚生労働省より、下記のとおり事務連絡「新型コロナウイルス感染
症の感染急拡大が確認された場合の対応について」（令和４年１月５日（令和４年１月28日一部改正）が発出されました。
　上記事務連絡では、
①オミクロン株患者の濃厚接触者の待機期間については、現時点までに得られた科学的知見に基づき、最終曝露日
（陽性者との接触等）から７日間とし、８日目に待機を解除とすること。
②①の濃厚接触者のうち、社会機能の維持のために必要な事業に従事する者について、各自治体の判断により、待機
期間の７日を待たずに、４日目及び５日目の抗原定性検査キットを用いた検査で陰性確認できた場合でも、５日目に待機
を解除する取扱を実施できること等が示されております。

 つきましては、発出された事務連絡に基づき新型コロナウイルス感染症対策を着実に実施していただくよう会員企業
への周知をお願いいたします。

参考資料
【事務連絡】「新型コロナウイルス感染症の感染急拡大が確認された場合の対応について」（令和４年１月５日（令和４
年１月28日一部改正））
https://www.mhlw.go.jp/content/000889667.pdf

 以上、どうぞよろしくお願いいたします。

　キッチンカーについては、営業内容が確定次第、別途お知らせいたします。

３．その他
　本お知らせは、出展企業様だけでなく、全会員企業様にお送りしています。

1.18
【農林水産省からの周知依頼につきまして（新型コロナウイルス感染症の感染急拡大が確認された場合の対応について）】
　新型コロナウイルス感染症対策に関して、1月14日に厚生労働省より、添付のとおり事務連絡「新型コロナウイルス感染
症の感染急拡大が確認された場合の対応について」（令和４年１月５日（令和４年１月14日一部改正）が発出されました。

　本事務連絡では、厚生労働省から各都道府県等に対し、
・オミクロン株の濃厚接触者の待機日数がこれまでの14日間から10日間に短縮
・エッセンシャルワーカーに限り、10日を待たずに検査で陰性が確認されれば待機が解除
・事業者がエッセンシャルワーカーに該当するかについては、基本的対処方針の「事業の継続が求められる事業者」に
掲げる事業を参考に自治体が判断

等について通知されております。

https://www.mhlw.go.jp/content/000881571.pdf

工業会回覧板

工業会だより 1月21日～2月10日

1.27
インターネットオブキッチンプラットフォーム運営ＷＧ。
由利事務局局長。（Web開催）

2.3
2021年度第２回技術･機器安全合同委員会。福島副会
長、和中委員長、嵐田、茨木、岡野、小嶋、近藤、中根、橋
本、上岡、丸山各委員、由利事務局局長、吉野課長。（厨
房機器会館6階会議室･Web併催）

2.7
2021年度第5回グリス除去装置評定委員会。倉渕委員
長、末光委員、冨永各委員、髙田代理（石塚委員）、佐藤
オブザーバー、大畑専務理事、由利事務局局長、吉野課
長、石川職員。（Web開催）

●会社代表者の変更
㈱厨林堂（東海北陸支部） 
【新】寺部 諒　代表取締役

※新型コロナウイルス対応のため、理事会･委員会等は
最低限の開催とし、事務局は在宅勤務を進めています。
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■ 1.総論
　前回まで個人情報の定義や、個人情報保護法
（以下、単に「法」と言う）を遵守すべき個人情報
取扱事業者とは何かについて解説してきたが、今
回以降、個人情報取扱事業者の義務にはどのよう
なものがあるか詳しく確認していきたい。

■ 2.遵守事項
個人情報取扱事業者が遵守すべき事項は、大き

く以下の五つのカテゴリーに分類することができる。

①個人情報を取得・利用する際に遵守すべき事項
②個人情報の保管に関して遵守すべき事項
③個人情報を本人以外の第三者に提供する際に
遵守すべき事項
④個人情報を外国にいる第三者に提供する際に
遵守すべき事項
⑤本人から個人情報の開示を求められた際に遵守
すべき事項

■ 3.個人情報を取得・利用する際に
　　 遵守すべき事項について
　まず、①個人情報を取得・利用する際に遵守す
べき事項について解説する。
　個人情報取扱事業者は、個人情報を取り扱うに

あたって、その利用目的をできる限り特定しなけれ
ばならない（法15条1項）。
　商品の購入に際し顧客カードを記載して事業者
に提出したことや、アンケートに回答する際に、氏
名、年齢、住所等を記入したことが少なからず経験
としてあるのではないだろうか。その際に、よく内容
を読むと、例えば「このアンケートにより取得した個
人情報は〇〇に利用させていただきます」などと
いった文言が記載されている。これは、個人情報を
取得する際に利用目的を特定するためである。
　個人情報取扱事業者は、利用目的を単に抽象
的、一般的に特定するのではなく、「個人情報が個
人情報取扱事業者において最終的にどのような事
業の用に供され、どのような目的で利用されるの
か」が、個人情報を提供する本人にとって想定でき
る程度に具体的に特定しなければならない。
　そのため、例えば、「事業活動に用いるため」や
「マーケティング活動に用いるため」、「お客さまの
サービス向上のため」などのように、一般的・抽象
的な内容では、利用目的をできる限り具体的に特
定したとは言えないとされている。
　具体的に利用目的を特定している事例としては、
事業者が商品の販売に伴い、個人から氏名・住所・
メールアドレス等を取得するに当たり、「〇〇事業
における商品の発送、関連するアフターサービス、
新商品・サービスに関する情報のお知らせのため
に利用致します」等と、具体的に利用目的を明示し
ている場合が挙げられる。

■ 4.目的外の利用
　そして、個人情報取扱事業者は、あらかじめ本人
の同意を得ないで、特定された利用目的の達成に
必要な範囲を超えて、個人情報を取り扱ってはなら
ない（法第16条1項）1)。
　よって、例えば、利用目的を「顧客から取得した
意見や指摘への回答を行うため」と特定した場合
には、新商品の案内に関するお知らせを発信する
ために氏名や住所を利用することは、利用目的外
の取り扱いになるためできない。特定の利用目的
以外に利用したいと考える場合、あらかじめ「本人
の同意」を得なければならない。

■ 5.利用目的の変更
　変更前の利用目的と関連性を有すると合理
的に認められる範囲を超えなければ、変更する
こともできる（法第15条2項）。
　利用目的の変更が認められるか否かは、個別
具体的な事案ごとの判断が必要となるが、例え

ば、「当社が提供する新商品・サービスに関する
情報のお知らせ」という利用目的について、「既
存の関連商品・サービスに関する情報のお知ら
せ」を追加する場合等は、利用目的の変更とし
て認められるとされている。一方、当初の利用目
的を「会員カード等の盗難・不正利用発覚時の
連絡のため」としてメールアドレス等の連絡先
を取得していた場合に、「新商品・サービスに関
する情報のお知らせ」を行うことは変更として
認められないとされている。これは、緊急時の連
絡先として提供した個人情報を、商品紹介のた
めのお知らせに利用されることが想定されない
ためである。なお、利用目的を変更する場合に
は、本人に通知または公表しなければならない。

■ 6.結語
　次回も引き続き、①個人情報を取得・利用す
る際に遵守すべき事項について解説していく。

坂本廣身法律事務所
弁護士：松岡正高
　同　：安本　樹

事例で学ぶ！　仕事に役立つ法律相談所

坂本廣身法律事務所

「個人情報保護に関する
問題（3）」

「個人情報保護に関する
問題（3）」
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■ 1.総論
　前回まで個人情報の定義や、個人情報保護法
（以下、単に「法」と言う）を遵守すべき個人情報
取扱事業者とは何かについて解説してきたが、今
回以降、個人情報取扱事業者の義務にはどのよう
なものがあるか詳しく確認していきたい。

■ 2.遵守事項
個人情報取扱事業者が遵守すべき事項は、大き

く以下の五つのカテゴリーに分類することができる。

①個人情報を取得・利用する際に遵守すべき事項
②個人情報の保管に関して遵守すべき事項
③個人情報を本人以外の第三者に提供する際に
遵守すべき事項
④個人情報を外国にいる第三者に提供する際に
遵守すべき事項
⑤本人から個人情報の開示を求められた際に遵守
すべき事項

■ 3.個人情報を取得・利用する際に
　　 遵守すべき事項について
　まず、①個人情報を取得・利用する際に遵守す
べき事項について解説する。
　個人情報取扱事業者は、個人情報を取り扱うに

あたって、その利用目的をできる限り特定しなけれ
ばならない（法15条1項）。
　商品の購入に際し顧客カードを記載して事業者
に提出したことや、アンケートに回答する際に、氏
名、年齢、住所等を記入したことが少なからず経験
としてあるのではないだろうか。その際に、よく内容
を読むと、例えば「このアンケートにより取得した個
人情報は〇〇に利用させていただきます」などと
いった文言が記載されている。これは、個人情報を
取得する際に利用目的を特定するためである。
　個人情報取扱事業者は、利用目的を単に抽象
的、一般的に特定するのではなく、「個人情報が個
人情報取扱事業者において最終的にどのような事
業の用に供され、どのような目的で利用されるの
か」が、個人情報を提供する本人にとって想定でき
る程度に具体的に特定しなければならない。
　そのため、例えば、「事業活動に用いるため」や
「マーケティング活動に用いるため」、「お客さまの
サービス向上のため」などのように、一般的・抽象
的な内容では、利用目的をできる限り具体的に特
定したとは言えないとされている。
　具体的に利用目的を特定している事例としては、
事業者が商品の販売に伴い、個人から氏名・住所・
メールアドレス等を取得するに当たり、「〇〇事業
における商品の発送、関連するアフターサービス、
新商品・サービスに関する情報のお知らせのため
に利用致します」等と、具体的に利用目的を明示し
ている場合が挙げられる。

■ 4.目的外の利用
　そして、個人情報取扱事業者は、あらかじめ本人
の同意を得ないで、特定された利用目的の達成に
必要な範囲を超えて、個人情報を取り扱ってはなら
ない（法第16条1項）1)。
　よって、例えば、利用目的を「顧客から取得した
意見や指摘への回答を行うため」と特定した場合
には、新商品の案内に関するお知らせを発信する
ために氏名や住所を利用することは、利用目的外
の取り扱いになるためできない。特定の利用目的
以外に利用したいと考える場合、あらかじめ「本人
の同意」を得なければならない。

■ 5.利用目的の変更
　変更前の利用目的と関連性を有すると合理
的に認められる範囲を超えなければ、変更する
こともできる（法第15条2項）。
　利用目的の変更が認められるか否かは、個別
具体的な事案ごとの判断が必要となるが、例え

ば、「当社が提供する新商品・サービスに関する
情報のお知らせ」という利用目的について、「既
存の関連商品・サービスに関する情報のお知ら
せ」を追加する場合等は、利用目的の変更とし
て認められるとされている。一方、当初の利用目
的を「会員カード等の盗難・不正利用発覚時の
連絡のため」としてメールアドレス等の連絡先
を取得していた場合に、「新商品・サービスに関
する情報のお知らせ」を行うことは変更として
認められないとされている。これは、緊急時の連
絡先として提供した個人情報を、商品紹介のた
めのお知らせに利用されることが想定されない
ためである。なお、利用目的を変更する場合に
は、本人に通知または公表しなければならない。

■ 6.結語
　次回も引き続き、①個人情報を取得・利用す
る際に遵守すべき事項について解説していく。

坂本廣身法律事務所
弁護士：松岡正高
　同　：安本　樹

事例で学ぶ！　仕事に役立つ法律相談所

「個人情報保護に関する
問題（3）」

「個人情報保護に関する
問題（3）」
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■ 1.総論
　前回まで個人情報の定義や、個人情報保護法
（以下、単に「法」と言う）を遵守すべき個人情報
取扱事業者とは何かについて解説してきたが、今
回以降、個人情報取扱事業者の義務にはどのよう
なものがあるか詳しく確認していきたい。

■ 2.遵守事項
個人情報取扱事業者が遵守すべき事項は、大き

く以下の五つのカテゴリーに分類することができる。

①個人情報を取得・利用する際に遵守すべき事項
②個人情報の保管に関して遵守すべき事項
③個人情報を本人以外の第三者に提供する際に
遵守すべき事項
④個人情報を外国にいる第三者に提供する際に
遵守すべき事項
⑤本人から個人情報の開示を求められた際に遵守
すべき事項

■ 3.個人情報を取得・利用する際に
　　 遵守すべき事項について
　まず、①個人情報を取得・利用する際に遵守す
べき事項について解説する。
　個人情報取扱事業者は、個人情報を取り扱うに

あたって、その利用目的をできる限り特定しなけれ
ばならない（法15条1項）。
　商品の購入に際し顧客カードを記載して事業者
に提出したことや、アンケートに回答する際に、氏
名、年齢、住所等を記入したことが少なからず経験
としてあるのではないだろうか。その際に、よく内容
を読むと、例えば「このアンケートにより取得した個
人情報は〇〇に利用させていただきます」などと
いった文言が記載されている。これは、個人情報を
取得する際に利用目的を特定するためである。
　個人情報取扱事業者は、利用目的を単に抽象
的、一般的に特定するのではなく、「個人情報が個
人情報取扱事業者において最終的にどのような事
業の用に供され、どのような目的で利用されるの
か」が、個人情報を提供する本人にとって想定でき
る程度に具体的に特定しなければならない。
　そのため、例えば、「事業活動に用いるため」や
「マーケティング活動に用いるため」、「お客さまの
サービス向上のため」などのように、一般的・抽象
的な内容では、利用目的をできる限り具体的に特
定したとは言えないとされている。
　具体的に利用目的を特定している事例としては、
事業者が商品の販売に伴い、個人から氏名・住所・
メールアドレス等を取得するに当たり、「〇〇事業
における商品の発送、関連するアフターサービス、
新商品・サービスに関する情報のお知らせのため
に利用致します」等と、具体的に利用目的を明示し
ている場合が挙げられる。

■ 4.目的外の利用
　そして、個人情報取扱事業者は、あらかじめ本人
の同意を得ないで、特定された利用目的の達成に
必要な範囲を超えて、個人情報を取り扱ってはなら
ない（法第16条1項）1)。
　よって、例えば、利用目的を「顧客から取得した
意見や指摘への回答を行うため」と特定した場合
には、新商品の案内に関するお知らせを発信する
ために氏名や住所を利用することは、利用目的外
の取り扱いになるためできない。特定の利用目的
以外に利用したいと考える場合、あらかじめ「本人
の同意」を得なければならない。

■ 5.利用目的の変更
　変更前の利用目的と関連性を有すると合理
的に認められる範囲を超えなければ、変更する
こともできる（法第15条2項）。
　利用目的の変更が認められるか否かは、個別
具体的な事案ごとの判断が必要となるが、例え

ば、「当社が提供する新商品・サービスに関する
情報のお知らせ」という利用目的について、「既
存の関連商品・サービスに関する情報のお知ら
せ」を追加する場合等は、利用目的の変更とし
て認められるとされている。一方、当初の利用目
的を「会員カード等の盗難・不正利用発覚時の
連絡のため」としてメールアドレス等の連絡先
を取得していた場合に、「新商品・サービスに関
する情報のお知らせ」を行うことは変更として
認められないとされている。これは、緊急時の連
絡先として提供した個人情報を、商品紹介のた
めのお知らせに利用されることが想定されない
ためである。なお、利用目的を変更する場合に
は、本人に通知または公表しなければならない。

■ 6.結語
　次回も引き続き、①個人情報を取得・利用す
る際に遵守すべき事項について解説していく。

【顧問契約先】
坂本廣身法律事務所
〒104-0061  東京都中央区銀座6丁目13番4号  長山ビル5階
電話番号：03-3542-3661（代表）FAX番号：03-3546-0443
 ホームページ：http://www.sakamotohiromi.com

【相談内容例】

従業員の個人的な相談等、法的な知識を必要とする相談であればどのような
相談も可能です。
ただし、渉外事務所ではないので、外国法にかかわる案件については回答で
きない場合があります。

【相談方法】
Eメール、電話、訪問による面対相談等、制限はありません。

【費用】

　その都度、弁護士事務所で契約書を作成いたします。

【法律相談の手順】
手順①（一社）日本厨房工業会 事務局担当者に相談依頼の連絡を入れる。

※各ご相談案件の初回のみ事務局へご連絡願います。（会員確認及び法律事務所への紹介のため）
※事務局担当者　水野　電話番号：03-3585-7251　E-Mail：mizuno@jfea.or.jp

手順② 手順①の後、直接、法律事務所にご相談いただきます。
※手順②以降は、工業会は一切係わることはありません。

弁護士  松岡 正高

弁護士  安本 樹

1)　個人情報の保護に関する法律についてのガイドライン（通則編）26頁
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Essay

映画史・
食文化研究家

斉田育秀

映画の見どころ・台所
第93回 『罪の声』

（2020年：東宝）

K

2 校 2022 年 2月25日

020710-01_ 月刊厨房 2022 年 3月号 _映画のみど ころ 020710-01_ 月刊厨房 2022 年 3月号 _映画のみど ころ

　今最も“旬なスター”よるサスペンス映画である。その
名もずばり“小栗 旬

しゅん
”と“ 星

スター
野源”のコンビが織りなす

力作である。観客は冒頭から物語に引き込まれ、次々と
起こる場面展開に目が離せない。ある事件を二人の主
人公が異なる方向からアプローチしていくのだが、事件
を追っていく様は、レイモンド・チャンドラーの“フィリップ・
マーロウ”や、ダシル・ハメットの“サム・スペード”が想起
されるほどだ。　
　本作は1984（昭和59）年～1985（昭和60）年にか
け、日本中を震撼させた「グリコ・森永事件」に題材をと
った、“塩田武士”の小説『罪の声』の映画化である。こ
との起こりは、1984年3月18日に江崎グリコの社長が
自宅で入浴中に誘拐され、身代金を要求されたことに端
を発する。要求は、現金10億円と金塊100㎏であった。
社長は自力で脱出し、三日後に保護された。その後脅迫
状が何度か届いたりグリコ本社で放火が発生したりした
が、6月26日に終息宣言が届いた。その後丸大食品・森
永製菓・ハウス食品・不二家・駿河屋などに、同一犯人
グループからと思

おぼ
しき電話や手紙による脅迫があった。

　また、実際に青酸ソーダ入りの菓子が店頭に置かれた
り、犯人の一人として“キツネ目の男”が目撃され話題と
なり、店頭からグリコ・森永の製品が消え大混乱となっ
た。1985年2月24日にマスコミ宛てに森永製菓への脅
迫は終了する旨の連絡があり、同年8月12日にすべての

終息宣言が送り付けられ、以後犯人側の動きは一切止
まった。ちなみに犯人グループは「かい人21面相」と名
乗り、事件は評論家の赤塚行雄により「劇場型犯罪」と
命名された。その後時効が成立し、「警察庁広域重要
指定事件」としては初めての未解決事件となった。
　この事件では子どもの声で身代金授受に関する指示
があり、原作者はこの子どもたちの“その後の人生”に
興味を持ったようで、この着眼が上質のミステリーを創り
出したわけだ。
　映画の方は、実際に起きた「グリコ・森永事件」をほぼ
トレースする形で進行していく。京都でテーラーを営む
曽根俊也（星野源）は、ある日亡き父親名の箱から手帳
とカセットテープを発見する。手帳には英字がぎっしり書
き込まれ、それは「GINGA」と「MANDO」に関する
資料のようであり、テープを聴くと、何かを指示する幼子
の声であった。彼は「GINGA、MANDO」をキーワー
ドにネット検索をして驚く。表示されたのはギンガ製菓の
社長誘拐事件に端を発し、製菓会社や食品会社が脅迫
された「ギンガ・萬堂（ギン萬）事件」で、脅迫に使われ
た女の子と二人の男児の声が波形ともども公開されて
いた。
　ホープ食品の恐喝に自分の声が使われたことを確信
した俊也は、「なぜ自分が絡んだのか？」の真相を求め
て動き始める。同じ頃、大日新聞・大阪本社・文化部の
記者である阿久津英士（小栗旬）は、社が企画した「ギ
ン萬事件」の特集企画に駆り出され、事件の真相を求
めて渡英する。事件当時オランダのビール会社、「ベッ

クマン」（実際はハイネケン）の社長誘拐事件を調べ回
っていた中国人を探し出すのが目的だったが、空振りに
終わった。
　さて俊也の方は、父の古くからの仕事仲間・河村（火
野正平）から、手帳は父の兄・達雄のものだと言われる。
また父の柔道仲間から、祖父がギンガに勤めていたこ
と、過激派の内ゲバの巻き添えで撲殺されたこと、その
際のギンガの対応が不誠実で伯父の達雄が激怒したこ
とを聞かされる。さらに達雄の連絡が堺の「し乃」という
割烹で途絶えたことを知り、その店を訪ねる。一方、英
士は当時の担当記者の水島（松重豊）から、事件の膨大
な資料を提供され、「全警察と全記者のプライドがかか
っている」と、事件究明のハッパをかけられる。
　そこで彼は「事件は身代金ではなく株価操作では？」
という当時の話に基づき、株関係者を洗い始める。ま
た、犯人たちの会話を無線で聞いた山根という男の話か
ら、森本という人物を知り、彼と親しかった女性の経営す
る「し乃」にたどり着く。俊也と英士は、「し乃」でようやく
クロスする。映画は丁度ハーフタイム。後の展開は、観
てのお楽しみである。
　ではここで、厨房から映画を観てみよう。厨房は割烹

「し乃」の調理場として度々登場する。
　店は2階が宴会場で、1階の長いカウンターの内部が
厨房である。カウンター席とは別に座敷席もあり、厨房
内部も比較的ゆったりしている。タイルの壁に沿い、順に
シンク、その上部に給湯器、一口コンロの上に大きな土
鍋、さらに大型のガスコンロが2台並んでいる。棚には食
器・土瓶・急須・洋酒などがあり、手入れのよく行き届い
た小ぎれいな場所である。
　ここで板長・佐伯（橋本じゅん）が、事件当時に2階で
犯人たちの集会があり揉めたこと、そこに（柔道のため）
耳の潰

つぶ
れた生島（元警察官：阿部亮平）がいたことなど

を証言。割烹の厨房は、主人公二人に貴重な情報を与
える場所として、大きな役割を果たしていた。
　さてこの映画！　原作の面白さを膨らませながら、サ
スペンス豊かに描き切った野木亜紀子（『逃げ恥』）の
脚本が見事である。この手の作品は途中でダレやすい
が、本作では緊張感が途切れなかった。事件は経済ヤク
ザ・収賄警察官・元過激派・仕手筋などの面々が絡み、
株価操作を巡る仲間割れという筋書きである。だがこの
異分野集団の設定は、現実味が乏しく話を複雑にした
だけで、難点として残った。また、事件のネタは最高だが
主人公の二人は少々弱く映る。もっと骨太に描けたら、
黒澤明の『天国と地獄』（1963年）に少しは近づけたか

お菓子会社脅迫犯の関係者が集った
割烹の厨房で明らかになる新事実とは
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起こる場面展開に目が離せない。ある事件を二人の主
人公が異なる方向からアプローチしていくのだが、事件
を追っていく様は、レイモンド・チャンドラーの“フィリップ・
マーロウ”や、ダシル・ハメットの“サム・スペード”が想起
されるほどだ。　
　本作は1984（昭和59）年～1985（昭和60）年にか
け、日本中を震撼させた「グリコ・森永事件」に題材をと
った、“塩田武士”の小説『罪の声』の映画化である。こ
との起こりは、1984年3月18日に江崎グリコの社長が
自宅で入浴中に誘拐され、身代金を要求されたことに端
を発する。要求は、現金10億円と金塊100㎏であった。
社長は自力で脱出し、三日後に保護された。その後脅迫
状が何度か届いたりグリコ本社で放火が発生したりした
が、6月26日に終息宣言が届いた。その後丸大食品・森
永製菓・ハウス食品・不二家・駿河屋などに、同一犯人
グループからと思

おぼ
しき電話や手紙による脅迫があった。

　また、実際に青酸ソーダ入りの菓子が店頭に置かれた
り、犯人の一人として“キツネ目の男”が目撃され話題と
なり、店頭からグリコ・森永の製品が消え大混乱となっ
た。1985年2月24日にマスコミ宛てに森永製菓への脅
迫は終了する旨の連絡があり、同年8月12日にすべての
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まった。ちなみに犯人グループは「かい人21面相」と名
乗り、事件は評論家の赤塚行雄により「劇場型犯罪」と
命名された。その後時効が成立し、「警察庁広域重要
指定事件」としては初めての未解決事件となった。
　この事件では子どもの声で身代金授受に関する指示
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興味を持ったようで、この着眼が上質のミステリーを創り
出したわけだ。
　映画の方は、実際に起きた「グリコ・森永事件」をほぼ
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曽根俊也（星野源）は、ある日亡き父親名の箱から手帳
とカセットテープを発見する。手帳には英字がぎっしり書
き込まれ、それは「GINGA」と「MANDO」に関する
資料のようであり、テープを聴くと、何かを指示する幼子
の声であった。彼は「GINGA、MANDO」をキーワー
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た女の子と二人の男児の声が波形ともども公開されて
いた。
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した俊也は、「なぜ自分が絡んだのか？」の真相を求め
て動き始める。同じ頃、大日新聞・大阪本社・文化部の
記者である阿久津英士（小栗旬）は、社が企画した「ギ
ン萬事件」の特集企画に駆り出され、事件の真相を求
めて渡英する。事件当時オランダのビール会社、「ベッ

クマン」（実際はハイネケン）の社長誘拐事件を調べ回
っていた中国人を探し出すのが目的だったが、空振りに
終わった。
　さて俊也の方は、父の古くからの仕事仲間・河村（火
野正平）から、手帳は父の兄・達雄のものだと言われる。
また父の柔道仲間から、祖父がギンガに勤めていたこ
と、過激派の内ゲバの巻き添えで撲殺されたこと、その
際のギンガの対応が不誠実で伯父の達雄が激怒したこ
とを聞かされる。さらに達雄の連絡が堺の「し乃」という
割烹で途絶えたことを知り、その店を訪ねる。一方、英
士は当時の担当記者の水島（松重豊）から、事件の膨大
な資料を提供され、「全警察と全記者のプライドがかか
っている」と、事件究明のハッパをかけられる。
　そこで彼は「事件は身代金ではなく株価操作では？」
という当時の話に基づき、株関係者を洗い始める。ま
た、犯人たちの会話を無線で聞いた山根という男の話か
ら、森本という人物を知り、彼と親しかった女性の経営す
る「し乃」にたどり着く。俊也と英士は、「し乃」でようやく
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犯人たちの集会があり揉めたこと、そこに（柔道のため）
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れた生島（元警察官：阿部亮平）がいたことなど

を証言。割烹の厨房は、主人公二人に貴重な情報を与
える場所として、大きな役割を果たしていた。
　さてこの映画！　原作の面白さを膨らませながら、サ
スペンス豊かに描き切った野木亜紀子（『逃げ恥』）の
脚本が見事である。この手の作品は途中でダレやすい
が、本作では緊張感が途切れなかった。事件は経済ヤク
ザ・収賄警察官・元過激派・仕手筋などの面々が絡み、
株価操作を巡る仲間割れという筋書きである。だがこの
異分野集団の設定は、現実味が乏しく話を複雑にした
だけで、難点として残った。また、事件のネタは最高だが
主人公の二人は少々弱く映る。もっと骨太に描けたら、
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終息宣言が送り付けられ、以後犯人側の動きは一切止
まった。ちなみに犯人グループは「かい人21面相」と名
乗り、事件は評論家の赤塚行雄により「劇場型犯罪」と
命名された。その後時効が成立し、「警察庁広域重要
指定事件」としては初めての未解決事件となった。
　この事件では子どもの声で身代金授受に関する指示
があり、原作者はこの子どもたちの“その後の人生”に
興味を持ったようで、この着眼が上質のミステリーを創り
出したわけだ。
　映画の方は、実際に起きた「グリコ・森永事件」をほぼ
トレースする形で進行していく。京都でテーラーを営む
曽根俊也（星野源）は、ある日亡き父親名の箱から手帳
とカセットテープを発見する。手帳には英字がぎっしり書
き込まれ、それは「GINGA」と「MANDO」に関する
資料のようであり、テープを聴くと、何かを指示する幼子
の声であった。彼は「GINGA、MANDO」をキーワー
ドにネット検索をして驚く。表示されたのはギンガ製菓の
社長誘拐事件に端を発し、製菓会社や食品会社が脅迫
された「ギンガ・萬堂（ギン萬）事件」で、脅迫に使われ
た女の子と二人の男児の声が波形ともども公開されて
いた。
　ホープ食品の恐喝に自分の声が使われたことを確信
した俊也は、「なぜ自分が絡んだのか？」の真相を求め
て動き始める。同じ頃、大日新聞・大阪本社・文化部の
記者である阿久津英士（小栗旬）は、社が企画した「ギ
ン萬事件」の特集企画に駆り出され、事件の真相を求
めて渡英する。事件当時オランダのビール会社、「ベッ

クマン」（実際はハイネケン）の社長誘拐事件を調べ回
っていた中国人を探し出すのが目的だったが、空振りに
終わった。
　さて俊也の方は、父の古くからの仕事仲間・河村（火
野正平）から、手帳は父の兄・達雄のものだと言われる。
また父の柔道仲間から、祖父がギンガに勤めていたこ
と、過激派の内ゲバの巻き添えで撲殺されたこと、その
際のギンガの対応が不誠実で伯父の達雄が激怒したこ
とを聞かされる。さらに達雄の連絡が堺の「し乃」という
割烹で途絶えたことを知り、その店を訪ねる。一方、英
士は当時の担当記者の水島（松重豊）から、事件の膨大
な資料を提供され、「全警察と全記者のプライドがかか
っている」と、事件究明のハッパをかけられる。
　そこで彼は「事件は身代金ではなく株価操作では？」
という当時の話に基づき、株関係者を洗い始める。ま
た、犯人たちの会話を無線で聞いた山根という男の話か
ら、森本という人物を知り、彼と親しかった女性の経営す
る「し乃」にたどり着く。俊也と英士は、「し乃」でようやく
クロスする。映画は丁度ハーフタイム。後の展開は、観
てのお楽しみである。
　ではここで、厨房から映画を観てみよう。厨房は割烹

「し乃」の調理場として度々登場する。
　店は2階が宴会場で、1階の長いカウンターの内部が
厨房である。カウンター席とは別に座敷席もあり、厨房
内部も比較的ゆったりしている。タイルの壁に沿い、順に
シンク、その上部に給湯器、一口コンロの上に大きな土
鍋、さらに大型のガスコンロが2台並んでいる。棚には食
器・土瓶・急須・洋酒などがあり、手入れのよく行き届い
た小ぎれいな場所である。
　ここで板長・佐伯（橋本じゅん）が、事件当時に2階で
犯人たちの集会があり揉めたこと、そこに（柔道のため）
耳の潰

つぶ
れた生島（元警察官：阿部亮平）がいたことなど

を証言。割烹の厨房は、主人公二人に貴重な情報を与
える場所として、大きな役割を果たしていた。
　さてこの映画！　原作の面白さを膨らませながら、サ
スペンス豊かに描き切った野木亜紀子（『逃げ恥』）の
脚本が見事である。この手の作品は途中でダレやすい
が、本作では緊張感が途切れなかった。事件は経済ヤク
ザ・収賄警察官・元過激派・仕手筋などの面々が絡み、
株価操作を巡る仲間割れという筋書きである。だがこの
異分野集団の設定は、現実味が乏しく話を複雑にした
だけで、難点として残った。また、事件のネタは最高だが
主人公の二人は少々弱く映る。もっと骨太に描けたら、
黒澤明の『天国と地獄』（1963年）に少しは近づけたか

もしれない。
　一方利用された子どもたちだが、それぞれに“天と地
の差”が出る人生を歩むことになる。特に一攫千金をつ
かみ損なった元警察官の娘と息子の運命は、涙なくして
は観られない。観客は姉弟が体験する悲惨な人生に感
情移入し、絶望のどん底から這い上がった弟・聰一郎

（宇野祥平）に拍手を送り、ラストで深い感動に包まれ涙
を流すことになる。
　本作は助演者の選定が見事で、松重豊・古館寛治・
市川実日子・篠原ゆき子・桜木健一・浅茅陽子・佐川満
男・火野正平・正司照枝など、TVでおなじみの面々や、
梶芽衣子・佐藤蛾次郎・宮下順子・宇崎竜童など、映画
の個性派俳優の好演に、ファンはただ唸るのみである。
　川がモチーフになっている映画で、ベテラン山本英夫

（『HANA-BI』『バッチギ！』）のカメラは事件を活写し
つつ、京都やイギリスの川を淡々と映し続ける。テーラー
の前が小さな川になっており、人生を象徴する川を挟ん
で、“天国と地獄”が暗示されているように見える。
　難を言えば、イギリスでの達雄（宇崎竜童）を巡る場
面が類型的過ぎて、いまいち盛り上がりに欠けた。イギリ
スの彼女と絡みがあったり、彼が自殺・暗殺されたりする
など、思わぬ展開を期待したが何もなく少々残念であっ
た。加えて、珍しく大きな編集ミスがあった。弟・聡一郎
の声が使われたのは、ネット画面では「又市食品」だが、
新聞社の会議室では「萬堂製菓」になっている。信じら
れないポカミスだ！　テープレコーダー絡みで強いて言
えば、ある時は「オトイレ（音入れ）」で、ある時は「こえだ
め（声溜）」と言っているようなものだ。ん？　ちょっと品
がなくて苦しかったかな？

 『罪の声』
監督：土井裕泰
原作：塩田武士
脚本：野木亜紀子
撮影：山本英夫
音楽：佐藤直紀
出演：小栗旬、星野源、松重

豊、古館寛治、宇野祥
平、篠原ゆき子、阿部
亮平、桜木健一、浅茅
陽子、佐藤蛾次郎、佐
川満男、市川実日子、
宮下順子、火野正平、
宇崎竜童、梶芽衣子

発売元：TBS
販売元：TCエンタテインメント
価格：BD 5,280～ 7,700 円、DVD 4,180～ 6,600 円（すべて
税込み）
©2020 映画「罪の声」製作委員会　©塩田武士／講談社
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㈱トータルフード代表
食の総合コンサルタント

小倉朋子

　3月のひな祭りには道明寺（桜餅）とちらしずしを食べ

て、ハマグリと菜の花のおすましを飲む。これがかつて

の、母が作るわが家の毎年の定番でした。私も錦糸卵を

薄く焼いたり、ご飯をうちわで煽ったりして、手伝いまし

た。懐かしい思い出です。

　私が子どもの頃は、ちらし寿司を作らないまでも、周囲

のどの家庭でも桜餅を食べていました。

　しかし近年は、ひな祭りに限らず行事食を食べる家庭

は減っています。大学の学生たちに尋ねると、桜餅と柏

餅をどちらも一度も食べたことがない学生が、120名中

2割近くいました。どちらかを食べた経験がない学生はさ

らに多く、「食べたことがある」と答えた学生も、和菓子

屋さんで購入はしたことがない学生がほとんどで、コン

ビニやスーパーのものでした。桜餅の桜の葉がセロハン

だったりするので、桜の葉の香りも、程良い塩味もないん

ですよね。

　お正月に雑煮や年越しそばも食べない人が少なくな

いので、和菓子を食べないのは当然かもしれません。行

事食を食べるかどうかは「習慣」なので、親が食べなけ

れば子どもも食べる機会はありません。でも、ただ食べる

ことを勧めても、わざわざお金を出してなじみのない和

菓子を買う人は少ないので、何か「仕掛け」が必要なの

でしょう。

　都内に、行列の絶えないおはぎ専門店があります。芸

術作品のような「映える」おはぎなのです。周りを小豆

の餡にせずに「練り切り」にして、中にもち米を入れるこ

とによって上生菓子のような造形にしています。いわば、

「発想の転換」ですよね。人間は不思議なもので、発想

をつなぎ合わせて価値を生み出すことがなかなかでき

ずにいることも多く、それができると「ヒット」するビジネ

スにつながっていきます。

練り切りの手法は昔からの日本の伝統的な和菓子

の手法であるにもかかわらず、これまでそれを身近な

「おはぎ」に応用させよう、という発想にならなかった

わけですね。

　20年前は関西地域限定の食文化であった節分の

「恵方巻」も、セブンイレブンが取り上げてから一気に

ブームとなり、全国で周知されるものになりました。この

恵方巻も、いわば昔からなじんでいる大阪ずしの一つの

「太巻き」なわけです。「太巻きを流行りの食品にする」

発想は生まれにくかったのですが、ベクトルを変えて、

「縁起かつぎ」や「開運」といったストーリーが伴うこと

で、太巻きは恵方巻という「ありがたいもの」に変身した

のです。

そして、やはり「映え」ですとか、メディアの力、若者が

足を運びやすいコンビニのような店舗の力などの諸条

件が重なることにより、「伝統的な和」の食品がブーム

になることもあるわけです。最初はブームからだとして

も、行事食が引き継がれれば幸いです。

　日本の食にはすべて「感謝」や「願い」といった神さま

への想いが含まれており、すべての食事は神のもとにあ

るという考えが根底にあります。桜餅の桜の葉は、殺菌

効果があって厄除けの意味もありますし、道明寺のもち

米はコメの神さまへの想いが含まれています。柏餅の柏

も殺菌効果が高く、常緑樹で丈夫なので、健康や強さを

願って子どもに託したのです。

　このように食べ物そのものに神さまへの願いを込め

るのは、世界でも日本だけではないでしょうか。味や好み

の判断だけではなく、そうした「心」を伝えることが日本

の食べ方であり、食べ物との接し方なのだということを、

次世代にもつなぎたいと切に思います。

小倉朋子の小倉朋子の

EssayEssay
Part.2食・心・美 ㈱トータルフード代表

食の総合コンサルタント

小倉朋子

　3月のひな祭りには道明寺（桜餅）とちらしずしを食べ

て、ハマグリと菜の花のおすましを飲む。これがかつて

練り切りの手法は昔からの日本の伝統的な和菓子

の手法であるにもかかわらず、これまでそれを身近な

小倉朋子小倉朋子小倉朋子
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最終回  フクシマガリレイ㈱の
　　　　　　　　SDGsへの取り組み

　フクシマガリレイ㈱では、温度コントロール技術で長
年に渡り、フードビジネスの発展に寄与して参りました。
昨年12月で70周年を迎え、フードビジネスへさらなる貢
献をすべく、「食といのちの未来を拓く挑戦者」として、
ガリレイグループ一丸で取り組んでおります。その中で
も、SDGsの取り組みは最重要経営課題として捉えてお
ります。
　2018年7月に福島社長より、グループ全社でSDGs
について勉強会を実施するように指示があり、役員、幹
部管理職を中心に、外部講師による勉強会を定期的に
開催し、翌2019年9月にグループ横断でのSDGs検討
委員会が発足しました。SDGs検討委員会にて17の
ゴール（目標）と169のターゲット（達成するために必要
な具体目標）の中から、当グループが貢献できる開発目
標をピックアップし、その中から優先して取り組む課題
をSDGs宣言として取りまとめ、2019年の統合報告書
にてステータスホルダーへ広く開示しております。

    ガリレイグループSDGs宣言

　ガリレイグループは「持続可能な2030年までの開発
目標（SDGs）」の趣旨に賛同し、企業の経済的価値の
追求と社会的課題の解決を両立させることにより、生活
者の幸せ、お客さまの幸せ、社員の幸せ、株主・お取り
引き先の幸せの実現を目指します。

・宣言１　生活者の食生活品質の向上を
目標①　食の安全・安心の追求
Act1　急速冷却・解凍技術で菌の繁殖を抑える
Act2　HACCP支援システム
Act3　MILABを起点としたイノベーション
Act4　トータル提案・設計・施工できるエンジニアリ
　　　 ング事業

目標②　フードロスの低減
Act1　コールドチェーンでの食品の鮮度維持
Act2　トンネルフリーザーで消費期限をより長く

・宣言２　地球環境にもっとやさしく
目標①　気候変動への適応と緩和
Act1　低GWP冷媒、自然冷媒への転換
Act2　冷媒漏れ検知システム、冷媒漏れ10年保証
　　　 を目指す

目標②　持続可能な地域環境への貢献
Act1　ITを駆使したサービタイゼーション
Act2　LCAを意識した製品開発
Act3　省エネルギーの追求

    SDGsガイドライン策定

2015年にパリ協定が採択され、今世紀後半には世
界の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする長期目
標が掲げられたことで、世界で「脱炭素化」の取り組み
が加速しています。日本でも2020年10月に「2050年
にカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すこ
と」を宣言し、中期目標として2030年度の温室効果ガ
スの排出量を2013年度の水準から46%削減する目標
が定められ、新たに策定された「地球温暖化対策計画」
のもとで具体的な取り組みが進められています。
　さらに2021年8月、国連の気候変動に関する政府
間パネル（IPCC）が9日公表した報告書によると「人間
の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたこと
には疑う余地がない」と断言しており、「2050年ごろに
二酸化炭素（CO2）と他の温暖化ガス排出量を大幅に
削減してネットゼロにしない
限り、21世紀中に1.5度と2
度の両方を超える」と明記
されたことにより、より一歩
踏み込んだ気候変動対策
を国だけでなく、業界や企
業に対してもその取り組み
を求める機運が高まってい
ます。
　その中で、当社グループ
もSDGs開発目標の中で、
特に「SDGs13 気候変動
に具体的な対策を」を最重
要開発目標と定め、地球環
境保全に取り組む意思を表
明し、その具体的なアクショ
ンを全社グループで実施す
るための、SDGsガイドライ
ン策定プロジェクトを2021
年2月に発足し、ガイドライ

ンの策定を行いました。

    サスティナブルビジョン
　 「Dramatic Future 2050」

70周年を迎えるのを機に、当社が100周年になる
2051年までに脱炭素社会の実現を目指すためのサス
ティナブルビジョンを、2021年6月に策定しました。
　「Dramatic Future 2050」の中で、“誰もがワクワ
クする未来を拓く”というメッセージを発信しています。
これはガリレイグループのあるべき姿として、「食といの

ちの未来を拓く挑戦者」であり続
けるという思いが基になっていま
す。“いのち”には、「生命」、「細
胞」、「地球」が含まれ、ガリレイが
地球環境を守るメッセージを込め
ています。
　持続可能な地球環境を次世代
に引き渡すことを目的に、2050年
までの「カーボンニュートラル・脱
炭素社会の実現」に向け、「環境
ビジョン2050」を掲げました。

    環境アクション2030

SDGsのゴールである2030年
を中間目標とし、四つの具体的な
アクションを「環境アクション
2030」として定めました。

1．グリーン冷媒への転換
　2025年の新規製品・新規設備
へ使用する冷媒はグリーン冷媒
（低GWP冷媒、ノンフロン冷媒）
への転換を通じ、温室効果ガス低
減に取り組み、地球温暖化防止に
貢献します。

2．冷媒ガス漏洩防止
　2025年度製品・施工物件より冷媒漏洩によ
る地球温暖化ゼロを目指します。
　また、プレメンテナンスの拡充により、冷媒漏
れ10年保証を目指します。

3．環境性能の高い製品を開発・提供
　製品のライフサイクルにおいて環境性能の高
い製品を提供しCO2削減に取り組み、より環境
負荷の少ない製品へ移行します。

4．CO2排出削減
　・グループ全体で2030年までにCO2排出量50％削
減（2013年度比）を目指します。

　・お客さまとの協働により、エネマネ事業、ZEB化の
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　再エネ100％利用を促進する「再エ
ネ100宣言 RE Action」の趣旨に賛
同し、その取り組みに参加しています。
　この四つのアクションをグループ全
社活動として各部門の業務に落とし
込むために、ISO14001のEMS活動
を活用し、ガリレイグループ全社の環
境マネジメントを横串で統括するSDGs推進委員会を
立ち上げ、脱炭素化に向けての方針を定め、脱炭素へ
の取り組みを全社で実施しています。

    おわりに

　2019年12月に社名を「フクシマガリレイ」に変更し、
お客さまやステークホルダーの皆さまより、「ガリレイ」
になってこれからどんなことをしてくれるのか、と当社グ

ループへ大きな期待をいただいております。その中で今
回策定したサスティナブルビジョンは、より明確にガリレ
イグループのあるべき姿を社内外に発信できたのでは
ないかと考えております。しかしながら、この取り組みは
まだスタートしたばかりですので、グループ一丸となっ
て、次の100周年を見据えて、お客さまやステークホル
ダーの皆さまにますます必要とされるフクシマガリレイと
して「Dramatic Future 2050」実現に向け、着実に
歩みを進めて参ります。
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最終回  フクシマガリレイ㈱の
　　　　　　　　SDGsへの取り組み

　フクシマガリレイ㈱では、温度コントロール技術で長
年に渡り、フードビジネスの発展に寄与して参りました。
昨年12月で70周年を迎え、フードビジネスへさらなる貢
献をすべく、「食といのちの未来を拓く挑戦者」として、
ガリレイグループ一丸で取り組んでおります。その中で
も、SDGsの取り組みは最重要経営課題として捉えてお
ります。
　2018年7月に福島社長より、グループ全社でSDGs
について勉強会を実施するように指示があり、役員、幹
部管理職を中心に、外部講師による勉強会を定期的に
開催し、翌2019年9月にグループ横断でのSDGs検討
委員会が発足しました。SDGs検討委員会にて17の
ゴール（目標）と169のターゲット（達成するために必要
な具体目標）の中から、当グループが貢献できる開発目
標をピックアップし、その中から優先して取り組む課題
をSDGs宣言として取りまとめ、2019年の統合報告書
にてステータスホルダーへ広く開示しております。

    ガリレイグループSDGs宣言

　ガリレイグループは「持続可能な2030年までの開発
目標（SDGs）」の趣旨に賛同し、企業の経済的価値の
追求と社会的課題の解決を両立させることにより、生活
者の幸せ、お客さまの幸せ、社員の幸せ、株主・お取り
引き先の幸せの実現を目指します。

・宣言１　生活者の食生活品質の向上を
目標①　食の安全・安心の追求
Act1　急速冷却・解凍技術で菌の繁殖を抑える
Act2　HACCP支援システム
Act3　MILABを起点としたイノベーション
Act4　トータル提案・設計・施工できるエンジニアリ
　　　 ング事業

目標②　フードロスの低減
Act1　コールドチェーンでの食品の鮮度維持
Act2　トンネルフリーザーで消費期限をより長く

・宣言２　地球環境にもっとやさしく
目標①　気候変動への適応と緩和
Act1　低GWP冷媒、自然冷媒への転換
Act2　冷媒漏れ検知システム、冷媒漏れ10年保証
　　　 を目指す

目標②　持続可能な地域環境への貢献
Act1　ITを駆使したサービタイゼーション
Act2　LCAを意識した製品開発
Act3　省エネルギーの追求

    SDGsガイドライン策定

2015年にパリ協定が採択され、今世紀後半には世
界の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする長期目
標が掲げられたことで、世界で「脱炭素化」の取り組み
が加速しています。日本でも2020年10月に「2050年
にカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すこ
と」を宣言し、中期目標として2030年度の温室効果ガ
スの排出量を2013年度の水準から46%削減する目標
が定められ、新たに策定された「地球温暖化対策計画」
のもとで具体的な取り組みが進められています。
　さらに2021年8月、国連の気候変動に関する政府
間パネル（IPCC）が9日公表した報告書によると「人間
の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたこと
には疑う余地がない」と断言しており、「2050年ごろに
二酸化炭素（CO2）と他の温暖化ガス排出量を大幅に
削減してネットゼロにしない
限り、21世紀中に1.5度と2
度の両方を超える」と明記
されたことにより、より一歩
踏み込んだ気候変動対策
を国だけでなく、業界や企
業に対してもその取り組み
を求める機運が高まってい
ます。
　その中で、当社グループ
もSDGs開発目標の中で、
特に「SDGs13 気候変動
に具体的な対策を」を最重
要開発目標と定め、地球環
境保全に取り組む意思を表
明し、その具体的なアクショ
ンを全社グループで実施す
るための、SDGsガイドライ
ン策定プロジェクトを2021
年2月に発足し、ガイドライ

ンの策定を行いました。

    サスティナブルビジョン
　 「Dramatic Future 2050」
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クする未来を拓く”というメッセージを発信しています。
これはガリレイグループのあるべき姿として、「食といの

ちの未来を拓く挑戦者」であり続
けるという思いが基になっていま
す。“いのち”には、「生命」、「細
胞」、「地球」が含まれ、ガリレイが
地球環境を守るメッセージを込め
ています。
　持続可能な地球環境を次世代
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グループ全体で温室効果ガスからの脱却を
再生可能なエネルギーの導入や主要拠点・工場のクリーンエネルギー
化により、グループ全体の温室効果ガス排出量を実質ゼロにします。

冷媒をはじめ、クールな技術で
地球温暖化をゼロに
環境負荷の低いグリーン冷媒の使用や、冷媒漏れをなくし、
クールな技術で地球温暖化への影響をゼロにします。

環境と真剣に向き合うお客さまから
選ばれる存在に
環境負荷の低い製品・サービスを提供し、地域課題と向き合うことで、
ご利用いただくお客様とともに脱炭素社会を実現します。

1.グリーン冷媒への
　転換
低GWP冷媒、自然冷媒への
転換を通じ、温室効果ガス
低減に取り組み、地球温暖
化防止に貢献します。

2.冷媒ガス漏洩防止
ITを想定したサービタイゼ
ーションによるプレメンテ
ナンスの拡充により、冷媒
漏れ10年保証を目指します
。

3.環境性能の高い
　製品を開発・提供
製品のライフサイクルにお
いてより環境負荷の少ない
製品へ移行します。

4.CO2排出量削減
最新の省エネ技術の積極投
入や再生可能エネルギーの
活用などを通じ、バリュー
チェーン全体でCO2削減に
貢献します。
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昨年12月で70周年を迎え、フードビジネスへさらなる貢
献をすべく、「食といのちの未来を拓く挑戦者」として、
ガリレイグループ一丸で取り組んでおります。その中で
も、SDGsの取り組みは最重要経営課題として捉えてお
ります。
　2018年7月に福島社長より、グループ全社でSDGs
について勉強会を実施するように指示があり、役員、幹
部管理職を中心に、外部講師による勉強会を定期的に
開催し、翌2019年9月にグループ横断でのSDGs検討
委員会が発足しました。SDGs検討委員会にて17の
ゴール（目標）と169のターゲット（達成するために必要
な具体目標）の中から、当グループが貢献できる開発目
標をピックアップし、その中から優先して取り組む課題
をSDGs宣言として取りまとめ、2019年の統合報告書
にてステータスホルダーへ広く開示しております。
　
    ガリレイグループSDGs宣言

　ガリレイグループは「持続可能な2030年までの開発
目標（SDGs）」の趣旨に賛同し、企業の経済的価値の
追求と社会的課題の解決を両立させることにより、生活
者の幸せ、お客さまの幸せ、社員の幸せ、株主・お取り
引き先の幸せの実現を目指します。

・宣言１　生活者の食生活品質の向上を
目標①　食の安全・安心の追求
Act1　急速冷却・解凍技術で菌の繁殖を抑える
Act2　HACCP支援システム
Act3　MILABを起点としたイノベーション
Act4　トータル提案・設計・施工できるエンジニアリ
　　　  ング事業

目標②　フードロスの低減
Act1　コールドチェーンでの食品の鮮度維持
Act2　トンネルフリーザーで消費期限をより長く

・宣言２　地球環境にもっとやさしく
目標①　気候変動への適応と緩和
Act1　低GWP冷媒、自然冷媒への転換
Act2　冷媒漏れ検知システム、冷媒漏れ10年保証
　　　  を目指す

目標②　持続可能な地域環境への貢献
Act1　ITを駆使したサービタイゼーション
Act2　LCAを意識した製品開発
Act3　省エネルギーの追求

    SDGsガイドライン策定

　2015年にパリ協定が採択され、今世紀後半には世
界の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする長期目
標が掲げられたことで、世界で「脱炭素化」の取り組み
が加速しています。日本でも2020年10月に「2050年
にカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すこ
と」を宣言し、中期目標として2030年度の温室効果ガ
スの排出量を2013年度の水準から46%削減する目標
が定められ、新たに策定された「地球温暖化対策計画」
のもとで具体的な取り組みが進められています。
　さらに2021年8月、国連の気候変動に関する政府
間パネル（IPCC）が9日公表した報告書によると「人間
の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたこと
には疑う余地がない」と断言しており、「2050年ごろに
二酸化炭素（CO2）と他の温暖化ガス排出量を大幅に
削減してネットゼロにしない
限り、21世紀中に1.5度と2
度の両方を超える」と明記
されたことにより、より一歩
踏み込んだ気候変動対策
を国だけでなく、業界や企
業に対してもその取り組み
を求める機運が高まってい
ます。
　その中で、当社グループ
もSDGs開発目標の中で、
特に「SDGs13 気候変動
に具体的な対策を」を最重
要開発目標と定め、地球環
境保全に取り組む意思を表
明し、その具体的なアクショ
ンを全社グループで実施す
るための、SDGsガイドライ
ン策定プロジェクトを2021
年2月に発足し、ガイドライ

ンの策定を行いました。

    サスティナブルビジョン
　 「Dramatic Future 2050」

　70周年を迎えるのを機に、当社が100周年になる
2051年までに脱炭素社会の実現を目指すためのサス
ティナブルビジョンを、2021年6月に策定しました。
　「Dramatic Future 2050」の中で、“誰もがワクワ
クする未来を拓く”というメッセージを発信しています。
これはガリレイグループのあるべき姿として、「食といの

ちの未来を拓く挑戦者」であり続
けるという思いが基になっていま
す。“いのち”には、「生命」、「細
胞」、「地球」が含まれ、ガリレイが
地球環境を守るメッセージを込め
ています。
　持続可能な地球環境を次世代
に引き渡すことを目的に、2050年
までの「カーボンニュートラル・脱
炭素社会の実現」に向け、「環境
ビジョン2050」を掲げました。

    環境アクション2030

　SDGsのゴールである2030年
を中間目標とし、四つの具体的な
アクションを「環境アクション
2030」として定めました。

1．グリーン冷媒への転換
　2025年の新規製品・新規設備
へ使用する冷媒はグリーン冷媒
（低GWP冷媒、ノンフロン冷媒）
への転換を通じ、温室効果ガス低
減に取り組み、地球温暖化防止に
貢献します。

2．冷媒ガス漏洩防止
　2025年度製品・施工物件より冷媒漏洩によ
る地球温暖化ゼロを目指します。
　また、プレメンテナンスの拡充により、冷媒漏
れ10年保証を目指します。

3．環境性能の高い製品を開発・提供
　製品のライフサイクルにおいて環境性能の高
い製品を提供しCO2削減に取り組み、より環境
負荷の少ない製品へ移行します。

4．CO2排出削減
　・グループ全体で2030年までにCO2排出量50％削
減（2013年度比）を目指します。

　・お客さまとの協働により、エネマネ事業、ZEB化の
推進を通して、バリューチェーン全体のCO2排出量削

減に取り組みます。

　再エネ100％利用を促進する「再エ
ネ100宣言 RE Action」の趣旨に賛
同し、その取り組みに参加しています。
　この四つのアクションをグループ全
社活動として各部門の業務に落とし
込むために、ISO14001のEMS活動
を活用し、ガリレイグループ全社の環
境マネジメントを横串で統括するSDGs推進委員会を
立ち上げ、脱炭素化に向けての方針を定め、脱炭素へ
の取り組みを全社で実施しています。

    おわりに

　2019年12月に社名を「フクシマガリレイ」に変更し、
お客さまやステークホルダーの皆さまより、「ガリレイ」
になってこれからどんなことをしてくれるのか、と当社グ

ループへ大きな期待をいただいております。その中で今
回策定したサスティナブルビジョンは、より明確にガリレ
イグループのあるべき姿を社内外に発信できたのでは
ないかと考えております。しかしながら、この取り組みは
まだスタートしたばかりですので、グループ一丸となっ
て、次の100周年を見据えて、お客さまやステークホル
ダーの皆さまにますます必要とされるフクシマガリレイと
して「Dramatic Future 2050」実現に向け、着実に
歩みを進めて参ります。

図6　グリーン冷媒への転換

図7　冷媒ガス漏洩防止

図8　環境性能の高い製品を開発・提供

図10　再エネ100宣言RE Action

図9　CO2排出削減

両工場へ
太陽光パネル
設置
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排出量削減に貢献
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　フクシマガリレイ㈱では、温度コントロール技術で長
年に渡り、フードビジネスの発展に寄与して参りました。
昨年12月で70周年を迎え、フードビジネスへさらなる貢
献をすべく、「食といのちの未来を拓く挑戦者」として、
ガリレイグループ一丸で取り組んでおります。その中で
も、SDGsの取り組みは最重要経営課題として捉えてお
ります。
　2018年7月に福島社長より、グループ全社でSDGs
について勉強会を実施するように指示があり、役員、幹
部管理職を中心に、外部講師による勉強会を定期的に
開催し、翌2019年9月にグループ横断でのSDGs検討
委員会が発足しました。SDGs検討委員会にて17の
ゴール（目標）と169のターゲット（達成するために必要
な具体目標）の中から、当グループが貢献できる開発目
標をピックアップし、その中から優先して取り組む課題
をSDGs宣言として取りまとめ、2019年の統合報告書
にてステータスホルダーへ広く開示しております。
　
    ガリレイグループSDGs宣言

　ガリレイグループは「持続可能な2030年までの開発
目標（SDGs）」の趣旨に賛同し、企業の経済的価値の
追求と社会的課題の解決を両立させることにより、生活
者の幸せ、お客さまの幸せ、社員の幸せ、株主・お取り
引き先の幸せの実現を目指します。

・宣言１　生活者の食生活品質の向上を
目標①　食の安全・安心の追求
Act1　急速冷却・解凍技術で菌の繁殖を抑える
Act2　HACCP支援システム
Act3　MILABを起点としたイノベーション
Act4　トータル提案・設計・施工できるエンジニアリ
　　　  ング事業

目標②　フードロスの低減
Act1　コールドチェーンでの食品の鮮度維持
Act2　トンネルフリーザーで消費期限をより長く

・宣言２　地球環境にもっとやさしく
目標①　気候変動への適応と緩和
Act1　低GWP冷媒、自然冷媒への転換
Act2　冷媒漏れ検知システム、冷媒漏れ10年保証
　　　  を目指す

目標②　持続可能な地域環境への貢献
Act1　ITを駆使したサービタイゼーション
Act2　LCAを意識した製品開発
Act3　省エネルギーの追求

    SDGsガイドライン策定

　2015年にパリ協定が採択され、今世紀後半には世
界の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする長期目
標が掲げられたことで、世界で「脱炭素化」の取り組み
が加速しています。日本でも2020年10月に「2050年
にカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すこ
と」を宣言し、中期目標として2030年度の温室効果ガ
スの排出量を2013年度の水準から46%削減する目標
が定められ、新たに策定された「地球温暖化対策計画」
のもとで具体的な取り組みが進められています。
　さらに2021年8月、国連の気候変動に関する政府
間パネル（IPCC）が9日公表した報告書によると「人間
の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたこと
には疑う余地がない」と断言しており、「2050年ごろに
二酸化炭素（CO2）と他の温暖化ガス排出量を大幅に
削減してネットゼロにしない
限り、21世紀中に1.5度と2
度の両方を超える」と明記
されたことにより、より一歩
踏み込んだ気候変動対策
を国だけでなく、業界や企
業に対してもその取り組み
を求める機運が高まってい
ます。
　その中で、当社グループ
もSDGs開発目標の中で、
特に「SDGs13 気候変動
に具体的な対策を」を最重
要開発目標と定め、地球環
境保全に取り組む意思を表
明し、その具体的なアクショ
ンを全社グループで実施す
るための、SDGsガイドライ
ン策定プロジェクトを2021
年2月に発足し、ガイドライ

ンの策定を行いました。

    サスティナブルビジョン
　 「Dramatic Future 2050」

　70周年を迎えるのを機に、当社が100周年になる
2051年までに脱炭素社会の実現を目指すためのサス
ティナブルビジョンを、2021年6月に策定しました。
　「Dramatic Future 2050」の中で、“誰もがワクワ
クする未来を拓く”というメッセージを発信しています。
これはガリレイグループのあるべき姿として、「食といの

ちの未来を拓く挑戦者」であり続
けるという思いが基になっていま
す。“いのち”には、「生命」、「細
胞」、「地球」が含まれ、ガリレイが
地球環境を守るメッセージを込め
ています。
　持続可能な地球環境を次世代
に引き渡すことを目的に、2050年
までの「カーボンニュートラル・脱
炭素社会の実現」に向け、「環境
ビジョン2050」を掲げました。

    環境アクション2030

　SDGsのゴールである2030年
を中間目標とし、四つの具体的な
アクションを「環境アクション
2030」として定めました。

1．グリーン冷媒への転換
　2025年の新規製品・新規設備
へ使用する冷媒はグリーン冷媒
（低GWP冷媒、ノンフロン冷媒）
への転換を通じ、温室効果ガス低
減に取り組み、地球温暖化防止に
貢献します。

2．冷媒ガス漏洩防止
　2025年度製品・施工物件より冷媒漏洩によ
る地球温暖化ゼロを目指します。
　また、プレメンテナンスの拡充により、冷媒漏
れ10年保証を目指します。

3．環境性能の高い製品を開発・提供
　製品のライフサイクルにおいて環境性能の高
い製品を提供しCO2削減に取り組み、より環境
負荷の少ない製品へ移行します。

4．CO2排出削減
　・グループ全体で2030年までにCO2排出量50％削
減（2013年度比）を目指します。

　・お客さまとの協働により、エネマネ事業、ZEB化の
推進を通して、バリューチェーン全体のCO2排出量削

減に取り組みます。

　再エネ100％利用を促進する「再エ
ネ100宣言 RE Action」の趣旨に賛
同し、その取り組みに参加しています。
　この四つのアクションをグループ全
社活動として各部門の業務に落とし
込むために、ISO14001のEMS活動
を活用し、ガリレイグループ全社の環
境マネジメントを横串で統括するSDGs推進委員会を
立ち上げ、脱炭素化に向けての方針を定め、脱炭素へ
の取り組みを全社で実施しています。

    おわりに

　2019年12月に社名を「フクシマガリレイ」に変更し、
お客さまやステークホルダーの皆さまより、「ガリレイ」
になってこれからどんなことをしてくれるのか、と当社グ

ループへ大きな期待をいただいております。その中で今
回策定したサスティナブルビジョンは、より明確にガリレ
イグループのあるべき姿を社内外に発信できたのでは
ないかと考えております。しかしながら、この取り組みは
まだスタートしたばかりですので、グループ一丸となっ
て、次の100周年を見据えて、お客さまやステークホル
ダーの皆さまにますます必要とされるフクシマガリレイと
して「Dramatic Future 2050」実現に向け、着実に
歩みを進めて参ります。

図6　グリーン冷媒への転換

図7　冷媒ガス漏洩防止

図8　環境性能の高い製品を開発・提供
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　フクシマガリレイ㈱では、温度コントロール技術で長
年に渡り、フードビジネスの発展に寄与して参りました。
昨年12月で70周年を迎え、フードビジネスへさらなる貢
献をすべく、「食といのちの未来を拓く挑戦者」として、
ガリレイグループ一丸で取り組んでおります。その中で
も、SDGsの取り組みは最重要経営課題として捉えてお
ります。
　2018年7月に福島社長より、グループ全社でSDGs
について勉強会を実施するように指示があり、役員、幹
部管理職を中心に、外部講師による勉強会を定期的に
開催し、翌2019年9月にグループ横断でのSDGs検討
委員会が発足しました。SDGs検討委員会にて17の
ゴール（目標）と169のターゲット（達成するために必要
な具体目標）の中から、当グループが貢献できる開発目
標をピックアップし、その中から優先して取り組む課題
をSDGs宣言として取りまとめ、2019年の統合報告書
にてステータスホルダーへ広く開示しております。

    ガリレイグループSDGs宣言

　ガリレイグループは「持続可能な2030年までの開発
目標（SDGs）」の趣旨に賛同し、企業の経済的価値の
追求と社会的課題の解決を両立させることにより、生活
者の幸せ、お客さまの幸せ、社員の幸せ、株主・お取り
引き先の幸せの実現を目指します。

・宣言１　生活者の食生活品質の向上を
目標①　食の安全・安心の追求
Act1　急速冷却・解凍技術で菌の繁殖を抑える
Act2　HACCP支援システム
Act3　MILABを起点としたイノベーション
Act4　トータル提案・設計・施工できるエンジニアリ
　　　 ング事業

目標②　フードロスの低減
Act1　コールドチェーンでの食品の鮮度維持
Act2　トンネルフリーザーで消費期限をより長く

・宣言２　地球環境にもっとやさしく
目標①　気候変動への適応と緩和
Act1　低GWP冷媒、自然冷媒への転換
Act2　冷媒漏れ検知システム、冷媒漏れ10年保証
　　　 を目指す

目標②　持続可能な地域環境への貢献
Act1　ITを駆使したサービタイゼーション
Act2　LCAを意識した製品開発
Act3　省エネルギーの追求

    SDGsガイドライン策定

2015年にパリ協定が採択され、今世紀後半には世
界の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする長期目
標が掲げられたことで、世界で「脱炭素化」の取り組み
が加速しています。日本でも2020年10月に「2050年
にカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すこ
と」を宣言し、中期目標として2030年度の温室効果ガ
スの排出量を2013年度の水準から46%削減する目標
が定められ、新たに策定された「地球温暖化対策計画」
のもとで具体的な取り組みが進められています。
　さらに2021年8月、国連の気候変動に関する政府
間パネル（IPCC）が9日公表した報告書によると「人間
の影響が大気、海洋及び陸域を温暖化させてきたこと
には疑う余地がない」と断言しており、「2050年ごろに
二酸化炭素（CO2）と他の温暖化ガス排出量を大幅に
削減してネットゼロにしない
限り、21世紀中に1.5度と2
度の両方を超える」と明記
されたことにより、より一歩
踏み込んだ気候変動対策
を国だけでなく、業界や企
業に対してもその取り組み
を求める機運が高まってい
ます。
　その中で、当社グループ
もSDGs開発目標の中で、
特に「SDGs13 気候変動
に具体的な対策を」を最重
要開発目標と定め、地球環
境保全に取り組む意思を表
明し、その具体的なアクショ
ンを全社グループで実施す
るための、SDGsガイドライ
ン策定プロジェクトを2021
年2月に発足し、ガイドライ

ンの策定を行いました。

    サスティナブルビジョン
　 「Dramatic Future 2050」

70周年を迎えるのを機に、当社が100周年になる
2051年までに脱炭素社会の実現を目指すためのサス
ティナブルビジョンを、2021年6月に策定しました。
　「Dramatic Future 2050」の中で、“誰もがワクワ
クする未来を拓く”というメッセージを発信しています。
これはガリレイグループのあるべき姿として、「食といの

ちの未来を拓く挑戦者」であり続
けるという思いが基になっていま
す。“いのち”には、「生命」、「細
胞」、「地球」が含まれ、ガリレイが
地球環境を守るメッセージを込め
ています。
　持続可能な地球環境を次世代
に引き渡すことを目的に、2050年
までの「カーボンニュートラル・脱
炭素社会の実現」に向け、「環境
ビジョン2050」を掲げました。

    環境アクション2030

SDGsのゴールである2030年
を中間目標とし、四つの具体的な
アクションを「環境アクション
2030」として定めました。

1．グリーン冷媒への転換
　2025年の新規製品・新規設備
へ使用する冷媒はグリーン冷媒
（低GWP冷媒、ノンフロン冷媒）
への転換を通じ、温室効果ガス低
減に取り組み、地球温暖化防止に
貢献します。

2．冷媒ガス漏洩防止
　2025年度製品・施工物件より冷媒漏洩によ
る地球温暖化ゼロを目指します。
　また、プレメンテナンスの拡充により、冷媒漏
れ10年保証を目指します。

3．環境性能の高い製品を開発・提供
　製品のライフサイクルにおいて環境性能の高
い製品を提供しCO2削減に取り組み、より環境
負荷の少ない製品へ移行します。

4．CO2排出削減
　・グループ全体で2030年までにCO2排出量50％削
減（2013年度比）を目指します。

　・お客さまとの協働により、エネマネ事業、ZEB化の
推進を通して、バリューチェーン全体のCO2排出量削

減に取り組みます。

　再エネ100％利用を促進する「再エ
ネ100宣言 RE Action」の趣旨に賛
同し、その取り組みに参加しています。
　この四つのアクションをグループ全
社活動として各部門の業務に落とし
込むために、ISO14001のEMS活動
を活用し、ガリレイグループ全社の環
境マネジメントを横串で統括するSDGs推進委員会を
立ち上げ、脱炭素化に向けての方針を定め、脱炭素へ
の取り組みを全社で実施しています。

    おわりに

　2019年12月に社名を「フクシマガリレイ」に変更し、
お客さまやステークホルダーの皆さまより、「ガリレイ」
になってこれからどんなことをしてくれるのか、と当社グ

ループへ大きな期待をいただいております。その中で今
回策定したサスティナブルビジョンは、より明確にガリレ
イグループのあるべき姿を社内外に発信できたのでは
ないかと考えております。しかしながら、この取り組みは
まだスタートしたばかりですので、グループ一丸となっ
て、次の100周年を見据えて、お客さまやステークホル
ダーの皆さまにますます必要とされるフクシマガリレイと
して「Dramatic Future 2050」実現に向け、着実に
歩みを進めて参ります。

図11　サステナビリティへの取り組み、今後の流れ
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    はじめに

　2020年10月の菅首相の2050年カーボンニュートラ
ル（CN）宣言に端を発し、CN実現に向けた動きは一気
に加速してきた。翌年6月には2030年GHG排出46%減
の目標が決定される等、CNに係る国の各種政策も次々
と公表されている。
　都市ガス業界は、2020年11月に業界としてのCNへ
のチャレンジをエネルギー業界団体で最も早く宣言し、
2021年6月に「カーボンニュートラルチャレンジ2050ア
クションプラン」1)を公表。業界各社も足元では天然ガス
シフト、高度利用によるCO2削減に貢献すると共に、
2050年のCN実現に向けた技術開発や実証プラント建
設など、多くの具体的な取り組みを矢継ぎ早に進めてい
る。本稿では、「カーボンニュートラルチャレンジ2050アク
ションプラン」の内容を中心に、都市ガス業界のCN化へ
の取り組みと、ユーザーへの貢献について紹介したい。

2050年カーボンニュートラルのカギとなる
「熱の脱炭素化」と「既存設備活用」

2050年CN実現に向けては、再エネや原発などの電
力供給側の取り組みに注目が集まることも多いが、実際
にCNを目指す上でカギになるのは、民生・産業部門のエ
ネルギー消費量の約6割を占め、高温の産業用加熱から
低温の民生用の給湯・空調まで多岐に渡る、「熱の脱炭
素化」2)であると考えている。
　第6次エネルギー基本計画では、CNの実現に向けて、
産業・民生・運輸部門の需要サイドにおいて徹底した省
エネを進めると共に、脱炭素化された電力による電化、水
素化、メタネーション、合成燃料等によるエネルギー転換を
進めることが重要であるとされている。また、これらの取り
組みを進める上で、国民負担を抑制するために既存設備
の最大限の活用などの必要性が指摘されている3）。メタ
ネーションによる合成メタンやバイオメタンは、まさに既存
の都市ガスインフラを活用できる大きなメリットを有した手
段となる（図1）。

　CNに向けた既存設備活用の重要性は、日本と同じくエ
ネルギー需要構成における産業向けの割合が大きい、ドイ
ツでも指摘されている。ドイツエネルギー機構（dena）は、
CN社会実現のシナリオとして、電化シナリオと複合技術シ
ナリオの両者を検討し、電化一辺倒ではなく再エネ水素や
合成メタン、バイオガスなどを活用した複合技術シナリオの
方が、インフラや需要機器などの既存設備を活用すること
によって設備投資が抑えられ、脱炭素化実現に必要な追
加コストが5,000～6,000億ユーロ小さくなるという研究成
果を発表している4）。
日本においても、2050年にエネルギー起源CO2を80%
減らすために必要な社会コストは、電化一辺倒のシナリオ
よりも、メタネーションを活用したシナリオの方が抑えられる
ことを三菱総合研究所が発表している5）。研究の中で、合
成メタンは既存設備を活用できるため、水素キャリアとして
熱の脱炭素化を安価に実現するだけでなく、大規模な熱
需要や稼働頻度の低い熱需要を電化しないことにより、希
頻度稼働の火力発電所や蓄電池の必要容量を抑え、電
力システムの合理化にもつながることが示唆されている
（図2）。
　以上の通り、2050年CNの実現に向けてカギとなる「熱
の脱炭素化」に向けた省エネ・エネルギー転換に取り組む
上で、水素や合成メタンを活用し、既存設備を最大限利用
するアプローチは、社会コストを抑えたCN実現に向けた有
力な手段である。

    カーボンニュートラルチャレンジ2050
アクションプラン

　日本ガス協会は、都市ガス業界として「2050年CN、脱
炭素社会の実現に積極的に対応していく」ことを2020年
11月に公表6）。都市ガス業界が日本のエネルギー供給の
一翼を担う産業として、安定供給、レジリエンスを大前提
に、ガスのCN化に挑戦し、2050年のCN社会の実現に積
極的に貢献していく姿を示した。
　具体的には、都市ガス業界は以下に示す通り、メタネー
ションや水素の直接利用等、脱炭素化に向けた複数の手
段を活用し、次世代の熱エネルギーを供給する産業とし
て、ガスのCN化の実現を目指すというものである（図3）。
①需要側の取り組みである「徹底した天然ガスシフト・天
然ガス高度利用」による着実なCO2削減。
②並行して、メタネーションや水素利用等、供給側のイノベ
ーションによる「ガス自体の脱炭素化」。
③併せて、優れた国内技術の海外展開等の「海外貢献」
による世界のCO2削減への貢献や「CCUSに関する技術
開発やその活用等」。

　さらに2021年6月、日本ガス協会は「カーボンニュートラ
ルチャレンジ2050アクションプラン」を公表。都市ガス業界
の脱炭素化に向けた三つのアクションと、アクションごとの
具体的な取り組みやロードマップを策定した。以下に概要
を紹介する（図4）。

【Action1：2030年NDC達成への貢献】
　脱炭素技術の実用化までのトランジション期において、
足元から天然ガスの普及拡大、高度利用、エネルギーシス
テムの分散化とデジタル化を進めることで、社会全体の
CO2排出量を削減していくことが重要である。

取り組みの具体例①：他の化石燃料から天然ガスへ
の燃料転換
　宿泊施設や飲食店等の業務用分野や産業用分野にお
ける、他の化石燃料から天然ガスへの燃料転換・高度利用
は、足元から確実に取り組むことができ、大規模なCO2削
減が見込める。第6次エネルギー基本計画3）の中でも、将
来メタネーション等の技術の確立によりガス自体の脱炭素

化の実現を見込まれる天然ガスへの燃料転換は、足元の
環境負荷低減に貢献し、かつ、需要側の円滑な脱炭素化
のために有用であると示されている。

取り組みの具体例②：分散型エネルギーシステム
　コージェネレーション・燃料電池などの分散型エネル
ギーシステムの普及拡大や、デジタル技術を活用し、大幅
な省エネとレジリエンス強化に貢献する。例えば、近年、普
及の重要性が高まっているZEBにおいて、コージェネレー
ションやガス空調を採用したZEBが増えている。ガスシス
テムの活用によりエネルギーの多重化が図れ、レジリエン
ス性を有したZEBが実現できる。また、コージェネレーショ
ンの電熱を、複数の建築物で活用し大幅な省エネを実現
した事例も増えている。過去の省エネ大賞受賞案件で、AI
を活用した遠隔自動制御である「ヘリオネットアドバンス」
（2019年）、省エネ・再エネの最大活用による街区形成を
実施した「田町駅東口北地区スマートエネルギーネット
ワーク」（2016年）などが、具体的な取り組み例として挙げ
られる（図5）。

取り組みの具体例③：カーボンニュートラルLNG
　カーボンニュートラルLNG（CNL）は、CO2クレジットを

活用し実質排出ゼロとみなせるLNG。2019年6月に、東
京ガスが国内で初めて導入決定を発表した後、北海道ガ
ス、大阪ガス、東邦ガスも導入を発表する等、ガス事業者
による導入が進展。供給件数は2021年12月末時点で少
なくとも107社7）あり、引き続き順調に伸びていることから、
熱のCN化の現実的な選択肢の一つとして取り組まれて
いることが分かる。
　トランジション期では、これらの取り組みにより、累積CO2
を削減した上で、将来的にはガス自体を脱炭素化した合成
メタンに置き換えることで、ガスのCN化を実現していく。
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【Action２：メタネーション実装への挑戦】
　メタネーションにより合成されるメタンは、都市ガス導管
等の既存設備を有効活用できるため、社会コストの抑制が
可能であり、効率的な脱炭素化手段として大きなポテン
シャルを有する。2021年6月にはメタネーション推進官民
協議会が設置され、社会実装に向けた技術的・経済的・制
度的課題や、その解決に向けたタイムラインを官民で共有
し、一体となって取り組みを進めているところである。
技術的には、小規模プラントの実証に成功したサバティ

エ反応式メタネーションのスケールアップと各ガス事業者
が主体となるパイロットプラント実証など、都市ガス導管注
入・商用化への道筋を付ける。加えて、合成メタンコストの
大半を占める水素のコストダウン技術開発や、革新技術
であるSOEC式メタネーション等の研究開発、スケール
アップを進めると共に、業界内・他業界との連携により、将
来的な合成メタンの大幅な価格低減化を図り、商用化を
実現する。

取り組みの具体例①：INPEXと大阪ガスによるメタ
ネーション実証など
　2021年10月、INPEXと大阪ガスは、CO2-メタネーショ
ンシステムの実用化を目指した技術開発に着手。INPEX
がこれまでの実証試験（8Nm3/h）で蓄積した基盤技術
と、大阪ガスがガス製造で培った触媒技術やエンジニアリ
ング力を融合し、世界最大級（約400Nm3/h）のメタネー
ション実証実験を通じて、製造コストの低減と設備の大規
模化等の実用化に向けた技術開発を行う。
　また、高効率な革新的メタネーション技術であるSOEC
の実用サイズセルの試作に、国内で初めて成功。合成メタ
ンだけでなく、水素や液体燃料などの高効率製造にも活用
可能性があり、2030年頃の技術確立を目指している。

取り組みの具体例②：東京ガスによる水素製造コスト
低減の技術開発など
　合成メタンのコストへの影響が大きい水素製造コストの
低減に向け、株式会社SCREENホールディングスと「水電
解用セルスタック」および「水電解用セルスタックの製造装
置」を共同開発している。また、住友商事と連携し、メガワッ
ト級固体高分子型水電解装置を使用した水素利活用の共
同実証実験を2022年より実施予定である。
　メタネーションについては、既存技術である「サバティ
エ」の実証を2021年度より実施することに加えて、より
一層の高効率化を目指す「ハイブリッドサバティエ」、設
備コスト低減が見込める「PEMCO2還元技術」や「バイ
オリアクター」等の革新的技術開発を実施する。

【Action３：水素直接供給への挑戦】
　沿岸部を中心とした適地に、新たに水素導管を敷設し、
ローカル水素ネットワークでの水素の直接供給を目指す。
　水素については、国の水素・燃料電池戦略協議会の中
間取りまとめ等の動向も踏まえつつ、製造・輸入・供給・利
用等の面での課題について、多彩なアライアンスパート
ナーとの協業を視野に入れた検討を行っていく。

取り組みの具体例①：東京ガスによるHARUMI 
FLAG※への水素供給
　東京ガスはHARUMI FLAGに水素パイプラインを整
備し、各街区に設置する純水素型燃料電池への水素供給
を行う予定。

取り組みの具体例②：東邦ガスによる都市ガス・水素
混焼コージェネ実証
　東邦ガスは2021年8月、三菱重工エンジン＆ターボ
チャージャと共同で、コージェネレーションシステム用のガス
エンジン商品機を用いた都市ガス・水素混焼実証に取り組
み、定格発電出力、水素混焼率35％（体積比）での試験運
転に国内で初めて成功した。

    おわりに

　2050年のCNと、2030年NDC達成に向け、足元から
実現可能かつCNにつながる取り組みを推進していく必要
がある。これらの取り組みを進めるにあたっては、経済性や
供給安定性の視点が欠かせない。
　都市ガス業界は、燃料転換や分散型エネルギーシステ
ムの普及拡大などの需要側と、CNLの供給や合成メタン・
水素直接供給技術開発などの供給側の双方の取り組み
を進めることで、ユーザーの熱のCN化への貢献を目指し
ている。また、その取り組みにおいては既存設備を最大限
活用し、国民負担を抑えたCN化の実現に貢献すると共
に、強靭な都市ガス供給網を生かしたレジリエンス面での
貢献も目指している。
　昨年6月に策定された政府の成長戦略実行計画におい
て、「次世代熱エネルギー産業」は成長が期待される14の
重点分野の一つに位置付けられた。都市ガス業界は、お客
さまの暮らしやビジネスを支える存在として努力を重ね、次
世代熱エネルギー産業として成長していきながら、おいし
さの原点である「ガスの炎」を絶やすことなく、これからも
業務用ガス厨房ならびに食文化の発展に邁進することで、
引き続き社会に貢献してまいります。

一般社団法人日本ガス協会
普及部 普及推進グループ

山本 寛之
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    はじめに

　2020年10月の菅首相の2050年カーボンニュートラ
ル（CN）宣言に端を発し、CN実現に向けた動きは一気
に加速してきた。翌年6月には2030年GHG排出46%減
の目標が決定される等、CNに係る国の各種政策も次々
と公表されている。
　都市ガス業界は、2020年11月に業界としてのCNへ
のチャレンジをエネルギー業界団体で最も早く宣言し、
2021年6月に「カーボンニュートラルチャレンジ2050ア
クションプラン」1)を公表。業界各社も足元では天然ガス
シフト、高度利用によるCO2削減に貢献すると共に、
2050年のCN実現に向けた技術開発や実証プラント建
設など、多くの具体的な取り組みを矢継ぎ早に進めてい
る。本稿では、「カーボンニュートラルチャレンジ2050アク
ションプラン」の内容を中心に、都市ガス業界のCN化へ
の取り組みと、ユーザーへの貢献について紹介したい。

2050年カーボンニュートラルのカギとなる
「熱の脱炭素化」と「既存設備活用」

2050年CN実現に向けては、再エネや原発などの電
力供給側の取り組みに注目が集まることも多いが、実際
にCNを目指す上でカギになるのは、民生・産業部門のエ
ネルギー消費量の約6割を占め、高温の産業用加熱から
低温の民生用の給湯・空調まで多岐に渡る、「熱の脱炭
素化」2)であると考えている。
　第6次エネルギー基本計画では、CNの実現に向けて、
産業・民生・運輸部門の需要サイドにおいて徹底した省
エネを進めると共に、脱炭素化された電力による電化、水
素化、メタネーション、合成燃料等によるエネルギー転換を
進めることが重要であるとされている。また、これらの取り
組みを進める上で、国民負担を抑制するために既存設備
の最大限の活用などの必要性が指摘されている3）。メタ
ネーションによる合成メタンやバイオメタンは、まさに既存
の都市ガスインフラを活用できる大きなメリットを有した手
段となる（図1）。

　CNに向けた既存設備活用の重要性は、日本と同じくエ
ネルギー需要構成における産業向けの割合が大きい、ドイ
ツでも指摘されている。ドイツエネルギー機構（dena）は、
CN社会実現のシナリオとして、電化シナリオと複合技術シ
ナリオの両者を検討し、電化一辺倒ではなく再エネ水素や
合成メタン、バイオガスなどを活用した複合技術シナリオの
方が、インフラや需要機器などの既存設備を活用すること
によって設備投資が抑えられ、脱炭素化実現に必要な追
加コストが5,000～6,000億ユーロ小さくなるという研究成
果を発表している4）。
日本においても、2050年にエネルギー起源CO2を80%
減らすために必要な社会コストは、電化一辺倒のシナリオ
よりも、メタネーションを活用したシナリオの方が抑えられる
ことを三菱総合研究所が発表している5）。研究の中で、合
成メタンは既存設備を活用できるため、水素キャリアとして
熱の脱炭素化を安価に実現するだけでなく、大規模な熱
需要や稼働頻度の低い熱需要を電化しないことにより、希
頻度稼働の火力発電所や蓄電池の必要容量を抑え、電
力システムの合理化にもつながることが示唆されている
（図2）。
　以上の通り、2050年CNの実現に向けてカギとなる「熱
の脱炭素化」に向けた省エネ・エネルギー転換に取り組む
上で、水素や合成メタンを活用し、既存設備を最大限利用
するアプローチは、社会コストを抑えたCN実現に向けた有
力な手段である。

    カーボンニュートラルチャレンジ2050
アクションプラン

　日本ガス協会は、都市ガス業界として「2050年CN、脱
炭素社会の実現に積極的に対応していく」ことを2020年
11月に公表6）。都市ガス業界が日本のエネルギー供給の
一翼を担う産業として、安定供給、レジリエンスを大前提
に、ガスのCN化に挑戦し、2050年のCN社会の実現に積
極的に貢献していく姿を示した。
　具体的には、都市ガス業界は以下に示す通り、メタネー
ションや水素の直接利用等、脱炭素化に向けた複数の手
段を活用し、次世代の熱エネルギーを供給する産業とし
て、ガスのCN化の実現を目指すというものである（図3）。
①需要側の取り組みである「徹底した天然ガスシフト・天
然ガス高度利用」による着実なCO2削減。
②並行して、メタネーションや水素利用等、供給側のイノベ
ーションによる「ガス自体の脱炭素化」。
③併せて、優れた国内技術の海外展開等の「海外貢献」
による世界のCO2削減への貢献や「CCUSに関する技術
開発やその活用等」。

　さらに2021年6月、日本ガス協会は「カーボンニュートラ
ルチャレンジ2050アクションプラン」を公表。都市ガス業界
の脱炭素化に向けた三つのアクションと、アクションごとの
具体的な取り組みやロードマップを策定した。以下に概要
を紹介する（図4）。

【Action1：2030年NDC達成への貢献】
　脱炭素技術の実用化までのトランジション期において、
足元から天然ガスの普及拡大、高度利用、エネルギーシス
テムの分散化とデジタル化を進めることで、社会全体の
CO2排出量を削減していくことが重要である。

取り組みの具体例①：他の化石燃料から天然ガスへ
の燃料転換
　宿泊施設や飲食店等の業務用分野や産業用分野にお
ける、他の化石燃料から天然ガスへの燃料転換・高度利用
は、足元から確実に取り組むことができ、大規模なCO2削
減が見込める。第6次エネルギー基本計画3）の中でも、将
来メタネーション等の技術の確立によりガス自体の脱炭素

化の実現を見込まれる天然ガスへの燃料転換は、足元の
環境負荷低減に貢献し、かつ、需要側の円滑な脱炭素化
のために有用であると示されている。

取り組みの具体例②：分散型エネルギーシステム
　コージェネレーション・燃料電池などの分散型エネル
ギーシステムの普及拡大や、デジタル技術を活用し、大幅
な省エネとレジリエンス強化に貢献する。例えば、近年、普
及の重要性が高まっているZEBにおいて、コージェネレー
ションやガス空調を採用したZEBが増えている。ガスシス
テムの活用によりエネルギーの多重化が図れ、レジリエン
ス性を有したZEBが実現できる。また、コージェネレーショ
ンの電熱を、複数の建築物で活用し大幅な省エネを実現
した事例も増えている。過去の省エネ大賞受賞案件で、AI
を活用した遠隔自動制御である「ヘリオネットアドバンス」
（2019年）、省エネ・再エネの最大活用による街区形成を
実施した「田町駅東口北地区スマートエネルギーネット
ワーク」（2016年）などが、具体的な取り組み例として挙げ
られる（図5）。

取り組みの具体例③：カーボンニュートラルLNG
　カーボンニュートラルLNG（CNL）は、CO2クレジットを

活用し実質排出ゼロとみなせるLNG。2019年6月に、東
京ガスが国内で初めて導入決定を発表した後、北海道ガ
ス、大阪ガス、東邦ガスも導入を発表する等、ガス事業者
による導入が進展。供給件数は2021年12月末時点で少
なくとも107社7）あり、引き続き順調に伸びていることから、
熱のCN化の現実的な選択肢の一つとして取り組まれて
いることが分かる。
　トランジション期では、これらの取り組みにより、累積CO2
を削減した上で、将来的にはガス自体を脱炭素化した合成
メタンに置き換えることで、ガスのCN化を実現していく。
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【Action２：メタネーション実装への挑戦】
　メタネーションにより合成されるメタンは、都市ガス導管
等の既存設備を有効活用できるため、社会コストの抑制が
可能であり、効率的な脱炭素化手段として大きなポテン
シャルを有する。2021年6月にはメタネーション推進官民
協議会が設置され、社会実装に向けた技術的・経済的・制
度的課題や、その解決に向けたタイムラインを官民で共有
し、一体となって取り組みを進めているところである。
技術的には、小規模プラントの実証に成功したサバティ

エ反応式メタネーションのスケールアップと各ガス事業者
が主体となるパイロットプラント実証など、都市ガス導管注
入・商用化への道筋を付ける。加えて、合成メタンコストの
大半を占める水素のコストダウン技術開発や、革新技術
であるSOEC式メタネーション等の研究開発、スケール
アップを進めると共に、業界内・他業界との連携により、将
来的な合成メタンの大幅な価格低減化を図り、商用化を
実現する。

取り組みの具体例①：INPEXと大阪ガスによるメタ
ネーション実証など
　2021年10月、INPEXと大阪ガスは、CO2-メタネーショ
ンシステムの実用化を目指した技術開発に着手。INPEX
がこれまでの実証試験（8Nm3/h）で蓄積した基盤技術
と、大阪ガスがガス製造で培った触媒技術やエンジニアリ
ング力を融合し、世界最大級（約400Nm3/h）のメタネー
ション実証実験を通じて、製造コストの低減と設備の大規
模化等の実用化に向けた技術開発を行う。
　また、高効率な革新的メタネーション技術であるSOEC
の実用サイズセルの試作に、国内で初めて成功。合成メタ
ンだけでなく、水素や液体燃料などの高効率製造にも活用
可能性があり、2030年頃の技術確立を目指している。

取り組みの具体例②：東京ガスによる水素製造コスト
低減の技術開発など
　合成メタンのコストへの影響が大きい水素製造コストの
低減に向け、株式会社SCREENホールディングスと「水電
解用セルスタック」および「水電解用セルスタックの製造装
置」を共同開発している。また、住友商事と連携し、メガワッ
ト級固体高分子型水電解装置を使用した水素利活用の共
同実証実験を2022年より実施予定である。
　メタネーションについては、既存技術である「サバティ
エ」の実証を2021年度より実施することに加えて、より
一層の高効率化を目指す「ハイブリッドサバティエ」、設
備コスト低減が見込める「PEMCO2還元技術」や「バイ
オリアクター」等の革新的技術開発を実施する。

【Action３：水素直接供給への挑戦】
　沿岸部を中心とした適地に、新たに水素導管を敷設し、
ローカル水素ネットワークでの水素の直接供給を目指す。
　水素については、国の水素・燃料電池戦略協議会の中
間取りまとめ等の動向も踏まえつつ、製造・輸入・供給・利
用等の面での課題について、多彩なアライアンスパート
ナーとの協業を視野に入れた検討を行っていく。

取り組みの具体例①：東京ガスによるHARUMI 
FLAG※への水素供給
　東京ガスはHARUMI FLAGに水素パイプラインを整
備し、各街区に設置する純水素型燃料電池への水素供給
を行う予定。

取り組みの具体例②：東邦ガスによる都市ガス・水素
混焼コージェネ実証
　東邦ガスは2021年8月、三菱重工エンジン＆ターボ
チャージャと共同で、コージェネレーションシステム用のガス
エンジン商品機を用いた都市ガス・水素混焼実証に取り組
み、定格発電出力、水素混焼率35％（体積比）での試験運
転に国内で初めて成功した。

    おわりに

　2050年のCNと、2030年NDC達成に向け、足元から
実現可能かつCNにつながる取り組みを推進していく必要
がある。これらの取り組みを進めるにあたっては、経済性や
供給安定性の視点が欠かせない。
　都市ガス業界は、燃料転換や分散型エネルギーシステ
ムの普及拡大などの需要側と、CNLの供給や合成メタン・
水素直接供給技術開発などの供給側の双方の取り組み
を進めることで、ユーザーの熱のCN化への貢献を目指し
ている。また、その取り組みにおいては既存設備を最大限
活用し、国民負担を抑えたCN化の実現に貢献すると共
に、強靭な都市ガス供給網を生かしたレジリエンス面での
貢献も目指している。
　昨年6月に策定された政府の成長戦略実行計画におい
て、「次世代熱エネルギー産業」は成長が期待される14の
重点分野の一つに位置付けられた。都市ガス業界は、お客
さまの暮らしやビジネスを支える存在として努力を重ね、次
世代熱エネルギー産業として成長していきながら、おいし
さの原点である「ガスの炎」を絶やすことなく、これからも
業務用ガス厨房ならびに食文化の発展に邁進することで、
引き続き社会に貢献してまいります。

一般社団法人日本ガス協会
普及部 普及推進グループ

山本 寛之
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ことを三菱総合研究所が発表している5）。研究の中で、合
成メタンは既存設備を活用できるため、水素キャリアとして
熱の脱炭素化を安価に実現するだけでなく、大規模な熱
需要や稼働頻度の低い熱需要を電化しないことにより、希
頻度稼働の火力発電所や蓄電池の必要容量を抑え、電
力システムの合理化にもつながることが示唆されている
（図2）。
　以上の通り、2050年CNの実現に向けてカギとなる「熱
の脱炭素化」に向けた省エネ・エネルギー転換に取り組む
上で、水素や合成メタンを活用し、既存設備を最大限利用
するアプローチは、社会コストを抑えたCN実現に向けた有
力な手段である。

    カーボンニュートラルチャレンジ2050
アクションプラン

　日本ガス協会は、都市ガス業界として「2050年CN、脱
炭素社会の実現に積極的に対応していく」ことを2020年
11月に公表6）。都市ガス業界が日本のエネルギー供給の
一翼を担う産業として、安定供給、レジリエンスを大前提
に、ガスのCN化に挑戦し、2050年のCN社会の実現に積
極的に貢献していく姿を示した。
　具体的には、都市ガス業界は以下に示す通り、メタネー
ションや水素の直接利用等、脱炭素化に向けた複数の手
段を活用し、次世代の熱エネルギーを供給する産業とし
て、ガスのCN化の実現を目指すというものである（図3）。
①需要側の取り組みである「徹底した天然ガスシフト・天
然ガス高度利用」による着実なCO2削減。
②並行して、メタネーションや水素利用等、供給側のイノベ
ーションによる「ガス自体の脱炭素化」。
③併せて、優れた国内技術の海外展開等の「海外貢献」
による世界のCO2削減への貢献や「CCUSに関する技術
開発やその活用等」。

3 　さらに2021年6月、日本ガス協会は「カーボンニュートラ
ルチャレンジ2050アクションプラン」を公表。都市ガス業界
の脱炭素化に向けた三つのアクションと、アクションごとの
具体的な取り組みやロードマップを策定した。以下に概要
を紹介する（図4）。

【Action1：2030年NDC達成への貢献】
　脱炭素技術の実用化までのトランジション期において、
足元から天然ガスの普及拡大、高度利用、エネルギーシス
テムの分散化とデジタル化を進めることで、社会全体の
CO2排出量を削減していくことが重要である。

取り組みの具体例①：他の化石燃料から天然ガスへ
の燃料転換
　宿泊施設や飲食店等の業務用分野や産業用分野にお
ける、他の化石燃料から天然ガスへの燃料転換・高度利用
は、足元から確実に取り組むことができ、大規模なCO2削
減が見込める。第6次エネルギー基本計画3）の中でも、将
来メタネーション等の技術の確立によりガス自体の脱炭素

6) 緊急提言 ～未来を切り拓く「新しい資本主義」とその起動に向けて～，新しい資本主義実現会議，2021年11月

化の実現を見込まれる天然ガスへの燃料転換は、足元の
環境負荷低減に貢献し、かつ、需要側の円滑な脱炭素化
のために有用であると示されている。

取り組みの具体例②：分散型エネルギーシステム
　コージェネレーション・燃料電池などの分散型エネル
ギーシステムの普及拡大や、デジタル技術を活用し、大幅
な省エネとレジリエンス強化に貢献する。例えば、近年、普
及の重要性が高まっているZEBにおいて、コージェネレー
ションやガス空調を採用したZEBが増えている。ガスシス
テムの活用によりエネルギーの多重化が図れ、レジリエン
ス性を有したZEBが実現できる。また、コージェネレーショ
ンの電熱を、複数の建築物で活用し大幅な省エネを実現
した事例も増えている。過去の省エネ大賞受賞案件で、AI
を活用した遠隔自動制御である「ヘリオネットアドバンス」
（2019年）、省エネ・再エネの最大活用による街区形成を
実施した「田町駅東口北地区スマートエネルギーネット
ワーク」（2016年）などが、具体的な取り組み例として挙げ
られる（図5）。

取り組みの具体例③：カーボンニュートラルLNG
　カーボンニュートラルLNG（CNL）は、CO2クレジットを

活用し実質排出ゼロとみなせるLNG。2019年6月に、東
京ガスが国内で初めて導入決定を発表した後、北海道ガ
ス、大阪ガス、東邦ガスも導入を発表する等、ガス事業者
による導入が進展。供給件数は2021年12月末時点で少
なくとも107社7）あり、引き続き順調に伸びていることから、
熱のCN化の現実的な選択肢の一つとして取り組まれて
いることが分かる。
　トランジション期では、これらの取り組みにより、累積CO2
を削減した上で、将来的にはガス自体を脱炭素化した合成
メタンに置き換えることで、ガスのCN化を実現していく。

【Action２：メタネーション実装への挑戦】
　メタネーションにより合成されるメタンは、都市ガス導管
等の既存設備を有効活用できるため、社会コストの抑制が
可能であり、効率的な脱炭素化手段として大きなポテン
シャルを有する。2021年6月にはメタネーション推進官民
協議会が設置され、社会実装に向けた技術的・経済的・制
度的課題や、その解決に向けたタイムラインを官民で共有
し、一体となって取り組みを進めているところである。
　技術的には、小規模プラントの実証に成功したサバティ
エ反応式メタネーションのスケールアップと各ガス事業者
が主体となるパイロットプラント実証など、都市ガス導管注
入・商用化への道筋を付ける。加えて、合成メタンコストの
大半を占める水素のコストダウン技術開発や、革新技術
であるSOEC式メタネーション等の研究開発、スケール
アップを進めると共に、業界内・他業界との連携により、将
来的な合成メタンの大幅な価格低減化を図り、商用化を
実現する。

取り組みの具体例①：INPEXと大阪ガスによるメタ
ネーション実証など
　2021年10月、INPEXと大阪ガスは、CO2-メタネーショ
ンシステムの実用化を目指した技術開発に着手。INPEX
がこれまでの実証試験（8Nm3/h）で蓄積した基盤技術
と、大阪ガスがガス製造で培った触媒技術やエンジニアリ
ング力を融合し、世界最大級（約400Nm3/h）のメタネー
ション実証実験を通じて、製造コストの低減と設備の大規
模化等の実用化に向けた技術開発を行う。
　また、高効率な革新的メタネーション技術であるSOEC
の実用サイズセルの試作に、国内で初めて成功。合成メタ
ンだけでなく、水素や液体燃料などの高効率製造にも活用
可能性があり、2030年頃の技術確立を目指している。

取り組みの具体例②：東京ガスによる水素製造コスト
低減の技術開発など
　合成メタンのコストへの影響が大きい水素製造コストの
低減に向け、株式会社SCREENホールディングスと「水電
解用セルスタック」および「水電解用セルスタックの製造装
置」を共同開発している。また、住友商事と連携し、メガワッ
ト級固体高分子型水電解装置を使用した水素利活用の共
同実証実験を2022年より実施予定である。
　メタネーションについては、既存技術である「サバティ
エ」の実証を2021年度より実施することに加えて、より
一層の高効率化を目指す「ハイブリッドサバティエ」、設
備コスト低減が見込める「PEMCO2還元技術」や「バイ
オリアクター」等の革新的技術開発を実施する。

【Action３：水素直接供給への挑戦】
　沿岸部を中心とした適地に、新たに水素導管を敷設し、
ローカル水素ネットワークでの水素の直接供給を目指す。
　水素については、国の水素・燃料電池戦略協議会の中
間取りまとめ等の動向も踏まえつつ、製造・輸入・供給・利
用等の面での課題について、多彩なアライアンスパート
ナーとの協業を視野に入れた検討を行っていく。

取り組みの具体例①：東京ガスによるHARUMI 
FLAG※への水素供給
　東京ガスはHARUMI FLAGに水素パイプラインを整
備し、各街区に設置する純水素型燃料電池への水素供給
を行う予定。

取り組みの具体例②：東邦ガスによる都市ガス・水素
混焼コージェネ実証
　東邦ガスは2021年8月、三菱重工エンジン＆ターボ
チャージャと共同で、コージェネレーションシステム用のガス
エンジン商品機を用いた都市ガス・水素混焼実証に取り組
み、定格発電出力、水素混焼率35％（体積比）での試験運
転に国内で初めて成功した。

    おわりに

　2050年のCNと、2030年NDC達成に向け、足元から
実現可能かつCNにつながる取り組みを推進していく必要
がある。これらの取り組みを進めるにあたっては、経済性や
供給安定性の視点が欠かせない。
　都市ガス業界は、燃料転換や分散型エネルギーシステ
ムの普及拡大などの需要側と、CNLの供給や合成メタン・
水素直接供給技術開発などの供給側の双方の取り組み
を進めることで、ユーザーの熱のCN化への貢献を目指し
ている。また、その取り組みにおいては既存設備を最大限
活用し、国民負担を抑えたCN化の実現に貢献すると共
に、強靭な都市ガス供給網を生かしたレジリエンス面での
貢献も目指している。
　昨年6月に策定された政府の成長戦略実行計画におい
て、「次世代熱エネルギー産業」は成長が期待される14の
重点分野の一つに位置付けられた。都市ガス業界は、お客
さまの暮らしやビジネスを支える存在として努力を重ね、次
世代熱エネルギー産業として成長していきながら、おいし
さの原点である「ガスの炎」を絶やすことなく、これからも
業務用ガス厨房ならびに食文化の発展に邁進することで、
引き続き社会に貢献してまいります。

図2　2015年比80％削減に要する追加的社会コスト
出典：2050年の未来、（一社）日本ガス協会、2021年10月

図3　ガスのカーボンニュートラル化に向けたシナリオ
出典：「カーボンニュートラルチャレンジ 2050」アクションプラン、（一社）日本ガス協会発行、2021年6月
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    はじめに
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の目標が決定される等、CNに係る国の各種政策も次々
と公表されている。
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2021年6月に「カーボンニュートラルチャレンジ2050ア
クションプラン」1)を公表。業界各社も足元では天然ガス
シフト、高度利用によるCO2削減に貢献すると共に、
2050年のCN実現に向けた技術開発や実証プラント建
設など、多くの具体的な取り組みを矢継ぎ早に進めてい
る。本稿では、「カーボンニュートラルチャレンジ2050アク
ションプラン」の内容を中心に、都市ガス業界のCN化へ
の取り組みと、ユーザーへの貢献について紹介したい。

2050年カーボンニュートラルのカギとなる
「熱の脱炭素化」と「既存設備活用」
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組みを進める上で、国民負担を抑制するために既存設備
の最大限の活用などの必要性が指摘されている3）。メタ
ネーションによる合成メタンやバイオメタンは、まさに既存
の都市ガスインフラを活用できる大きなメリットを有した手
段となる（図1）。
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ツでも指摘されている。ドイツエネルギー機構（dena）は、
CN社会実現のシナリオとして、電化シナリオと複合技術シ
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加コストが5,000～6,000億ユーロ小さくなるという研究成
果を発表している4）。
　日本においても、2050年にエネルギー起源CO2を80%
減らすために必要な社会コストは、電化一辺倒のシナリオ
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頻度稼働の火力発電所や蓄電池の必要容量を抑え、電
力システムの合理化にもつながることが示唆されている
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力な手段である。
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　さらに2021年6月、日本ガス協会は「カーボンニュートラ
ルチャレンジ2050アクションプラン」を公表。都市ガス業界
の脱炭素化に向けた三つのアクションと、アクションごとの
具体的な取り組みやロードマップを策定した。以下に概要
を紹介する（図4）。

【Action1：2030年NDC達成への貢献】
　脱炭素技術の実用化までのトランジション期において、
足元から天然ガスの普及拡大、高度利用、エネルギーシス
テムの分散化とデジタル化を進めることで、社会全体の
CO2排出量を削減していくことが重要である。

取り組みの具体例①：他の化石燃料から天然ガスへ
の燃料転換
　宿泊施設や飲食店等の業務用分野や産業用分野にお
ける、他の化石燃料から天然ガスへの燃料転換・高度利用
は、足元から確実に取り組むことができ、大規模なCO2削
減が見込める。第6次エネルギー基本計画3）の中でも、将
来メタネーション等の技術の確立によりガス自体の脱炭素

化の実現を見込まれる天然ガスへの燃料転換は、足元の
環境負荷低減に貢献し、かつ、需要側の円滑な脱炭素化
のために有用であると示されている。

取り組みの具体例②：分散型エネルギーシステム
　コージェネレーション・燃料電池などの分散型エネル
ギーシステムの普及拡大や、デジタル技術を活用し、大幅
な省エネとレジリエンス強化に貢献する。例えば、近年、普
及の重要性が高まっているZEBにおいて、コージェネレー
ションやガス空調を採用したZEBが増えている。ガスシス
テムの活用によりエネルギーの多重化が図れ、レジリエン
ス性を有したZEBが実現できる。また、コージェネレーショ
ンの電熱を、複数の建築物で活用し大幅な省エネを実現
した事例も増えている。過去の省エネ大賞受賞案件で、AI
を活用した遠隔自動制御である「ヘリオネットアドバンス」
（2019年）、省エネ・再エネの最大活用による街区形成を
実施した「田町駅東口北地区スマートエネルギーネット
ワーク」（2016年）などが、具体的な取り組み例として挙げ
られる（図5）。

取り組みの具体例③：カーボンニュートラルLNG
　カーボンニュートラルLNG（CNL）は、CO2クレジットを

活用し実質排出ゼロとみなせるLNG。2019年6月に、東
京ガスが国内で初めて導入決定を発表した後、北海道ガ
ス、大阪ガス、東邦ガスも導入を発表する等、ガス事業者
による導入が進展。供給件数は2021年12月末時点で少
なくとも107社7）あり、引き続き順調に伸びていることから、
熱のCN化の現実的な選択肢の一つとして取り組まれて
いることが分かる。
　トランジション期では、これらの取り組みにより、累積CO2
を削減した上で、将来的にはガス自体を脱炭素化した合成
メタンに置き換えることで、ガスのCN化を実現していく。

【Action２：メタネーション実装への挑戦】
　メタネーションにより合成されるメタンは、都市ガス導管
等の既存設備を有効活用できるため、社会コストの抑制が
可能であり、効率的な脱炭素化手段として大きなポテン
シャルを有する。2021年6月にはメタネーション推進官民
協議会が設置され、社会実装に向けた技術的・経済的・制
度的課題や、その解決に向けたタイムラインを官民で共有
し、一体となって取り組みを進めているところである。
　技術的には、小規模プラントの実証に成功したサバティ
エ反応式メタネーションのスケールアップと各ガス事業者
が主体となるパイロットプラント実証など、都市ガス導管注
入・商用化への道筋を付ける。加えて、合成メタンコストの
大半を占める水素のコストダウン技術開発や、革新技術
であるSOEC式メタネーション等の研究開発、スケール
アップを進めると共に、業界内・他業界との連携により、将
来的な合成メタンの大幅な価格低減化を図り、商用化を
実現する。

取り組みの具体例①：INPEXと大阪ガスによるメタ
ネーション実証など
　2021年10月、INPEXと大阪ガスは、CO2-メタネーショ
ンシステムの実用化を目指した技術開発に着手。INPEX
がこれまでの実証試験（8Nm3/h）で蓄積した基盤技術
と、大阪ガスがガス製造で培った触媒技術やエンジニアリ
ング力を融合し、世界最大級（約400Nm3/h）のメタネー
ション実証実験を通じて、製造コストの低減と設備の大規
模化等の実用化に向けた技術開発を行う。
　また、高効率な革新的メタネーション技術であるSOEC
の実用サイズセルの試作に、国内で初めて成功。合成メタ
ンだけでなく、水素や液体燃料などの高効率製造にも活用
可能性があり、2030年頃の技術確立を目指している。

取り組みの具体例②：東京ガスによる水素製造コスト
低減の技術開発など
　合成メタンのコストへの影響が大きい水素製造コストの
低減に向け、株式会社SCREENホールディングスと「水電
解用セルスタック」および「水電解用セルスタックの製造装
置」を共同開発している。また、住友商事と連携し、メガワッ
ト級固体高分子型水電解装置を使用した水素利活用の共
同実証実験を2022年より実施予定である。
　メタネーションについては、既存技術である「サバティ
エ」の実証を2021年度より実施することに加えて、より
一層の高効率化を目指す「ハイブリッドサバティエ」、設
備コスト低減が見込める「PEMCO2還元技術」や「バイ
オリアクター」等の革新的技術開発を実施する。

【Action３：水素直接供給への挑戦】
　沿岸部を中心とした適地に、新たに水素導管を敷設し、
ローカル水素ネットワークでの水素の直接供給を目指す。
　水素については、国の水素・燃料電池戦略協議会の中
間取りまとめ等の動向も踏まえつつ、製造・輸入・供給・利
用等の面での課題について、多彩なアライアンスパート
ナーとの協業を視野に入れた検討を行っていく。

取り組みの具体例①：東京ガスによるHARUMI 
FLAG※への水素供給
　東京ガスはHARUMI FLAGに水素パイプラインを整
備し、各街区に設置する純水素型燃料電池への水素供給
を行う予定。

取り組みの具体例②：東邦ガスによる都市ガス・水素
混焼コージェネ実証
　東邦ガスは2021年8月、三菱重工エンジン＆ターボ
チャージャと共同で、コージェネレーションシステム用のガス
エンジン商品機を用いた都市ガス・水素混焼実証に取り組
み、定格発電出力、水素混焼率35％（体積比）での試験運
転に国内で初めて成功した。

    おわりに

　2050年のCNと、2030年NDC達成に向け、足元から
実現可能かつCNにつながる取り組みを推進していく必要
がある。これらの取り組みを進めるにあたっては、経済性や
供給安定性の視点が欠かせない。
　都市ガス業界は、燃料転換や分散型エネルギーシステ
ムの普及拡大などの需要側と、CNLの供給や合成メタン・
水素直接供給技術開発などの供給側の双方の取り組み
を進めることで、ユーザーの熱のCN化への貢献を目指し
ている。また、その取り組みにおいては既存設備を最大限
活用し、国民負担を抑えたCN化の実現に貢献すると共
に、強靭な都市ガス供給網を生かしたレジリエンス面での
貢献も目指している。
　昨年6月に策定された政府の成長戦略実行計画におい
て、「次世代熱エネルギー産業」は成長が期待される14の
重点分野の一つに位置付けられた。都市ガス業界は、お客
さまの暮らしやビジネスを支える存在として努力を重ね、次
世代熱エネルギー産業として成長していきながら、おいし
さの原点である「ガスの炎」を絶やすことなく、これからも
業務用ガス厨房ならびに食文化の発展に邁進することで、
引き続き社会に貢献してまいります。

図5　レジリエンス強化型ZEBイメージ図
出典：G-Solution2030、（一社）日本ガス協会、2021年12月

7）都市ガス大手3社からの提供情報を基に算出

図4　カーボンニュートラルのアクションプラン
出典：「カーボンニュートラルチャレンジ 2050」アクションプラン＜（一社）
日本ガス協会発行＜2021年6月
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    はじめに

　2020年10月の菅首相の2050年カーボンニュートラ
ル（CN）宣言に端を発し、CN実現に向けた動きは一気
に加速してきた。翌年6月には2030年GHG排出46%減
の目標が決定される等、CNに係る国の各種政策も次々
と公表されている。
　都市ガス業界は、2020年11月に業界としてのCNへ
のチャレンジをエネルギー業界団体で最も早く宣言し、
2021年6月に「カーボンニュートラルチャレンジ2050ア
クションプラン」1)を公表。業界各社も足元では天然ガス
シフト、高度利用によるCO2削減に貢献すると共に、
2050年のCN実現に向けた技術開発や実証プラント建
設など、多くの具体的な取り組みを矢継ぎ早に進めてい
る。本稿では、「カーボンニュートラルチャレンジ2050アク
ションプラン」の内容を中心に、都市ガス業界のCN化へ
の取り組みと、ユーザーへの貢献について紹介したい。

2050年カーボンニュートラルのカギとなる
「熱の脱炭素化」と「既存設備活用」

　2050年CN実現に向けては、再エネや原発などの電
力供給側の取り組みに注目が集まることも多いが、実際
にCNを目指す上でカギになるのは、民生・産業部門のエ
ネルギー消費量の約6割を占め、高温の産業用加熱から
低温の民生用の給湯・空調まで多岐に渡る、「熱の脱炭
素化」2)であると考えている。
　第6次エネルギー基本計画では、CNの実現に向けて、
産業・民生・運輸部門の需要サイドにおいて徹底した省
エネを進めると共に、脱炭素化された電力による電化、水
素化、メタネーション、合成燃料等によるエネルギー転換を
進めることが重要であるとされている。また、これらの取り
組みを進める上で、国民負担を抑制するために既存設備
の最大限の活用などの必要性が指摘されている3）。メタ
ネーションによる合成メタンやバイオメタンは、まさに既存
の都市ガスインフラを活用できる大きなメリットを有した手
段となる（図1）。

　CNに向けた既存設備活用の重要性は、日本と同じくエ
ネルギー需要構成における産業向けの割合が大きい、ドイ
ツでも指摘されている。ドイツエネルギー機構（dena）は、
CN社会実現のシナリオとして、電化シナリオと複合技術シ
ナリオの両者を検討し、電化一辺倒ではなく再エネ水素や
合成メタン、バイオガスなどを活用した複合技術シナリオの
方が、インフラや需要機器などの既存設備を活用すること
によって設備投資が抑えられ、脱炭素化実現に必要な追
加コストが5,000～6,000億ユーロ小さくなるという研究成
果を発表している4）。
　日本においても、2050年にエネルギー起源CO2を80%
減らすために必要な社会コストは、電化一辺倒のシナリオ
よりも、メタネーションを活用したシナリオの方が抑えられる
ことを三菱総合研究所が発表している5）。研究の中で、合
成メタンは既存設備を活用できるため、水素キャリアとして
熱の脱炭素化を安価に実現するだけでなく、大規模な熱
需要や稼働頻度の低い熱需要を電化しないことにより、希
頻度稼働の火力発電所や蓄電池の必要容量を抑え、電
力システムの合理化にもつながることが示唆されている
（図2）。
　以上の通り、2050年CNの実現に向けてカギとなる「熱
の脱炭素化」に向けた省エネ・エネルギー転換に取り組む
上で、水素や合成メタンを活用し、既存設備を最大限利用
するアプローチは、社会コストを抑えたCN実現に向けた有
力な手段である。

    カーボンニュートラルチャレンジ2050
アクションプラン

　日本ガス協会は、都市ガス業界として「2050年CN、脱
炭素社会の実現に積極的に対応していく」ことを2020年
11月に公表6）。都市ガス業界が日本のエネルギー供給の
一翼を担う産業として、安定供給、レジリエンスを大前提
に、ガスのCN化に挑戦し、2050年のCN社会の実現に積
極的に貢献していく姿を示した。
　具体的には、都市ガス業界は以下に示す通り、メタネー
ションや水素の直接利用等、脱炭素化に向けた複数の手
段を活用し、次世代の熱エネルギーを供給する産業とし
て、ガスのCN化の実現を目指すというものである（図3）。
①需要側の取り組みである「徹底した天然ガスシフト・天
然ガス高度利用」による着実なCO2削減。
②並行して、メタネーションや水素利用等、供給側のイノベ
ーションによる「ガス自体の脱炭素化」。
③併せて、優れた国内技術の海外展開等の「海外貢献」
による世界のCO2削減への貢献や「CCUSに関する技術
開発やその活用等」。

　さらに2021年6月、日本ガス協会は「カーボンニュートラ
ルチャレンジ2050アクションプラン」を公表。都市ガス業界
の脱炭素化に向けた三つのアクションと、アクションごとの
具体的な取り組みやロードマップを策定した。以下に概要
を紹介する（図4）。

【Action1：2030年NDC達成への貢献】
　脱炭素技術の実用化までのトランジション期において、
足元から天然ガスの普及拡大、高度利用、エネルギーシス
テムの分散化とデジタル化を進めることで、社会全体の
CO2排出量を削減していくことが重要である。

取り組みの具体例①：他の化石燃料から天然ガスへ
の燃料転換
　宿泊施設や飲食店等の業務用分野や産業用分野にお
ける、他の化石燃料から天然ガスへの燃料転換・高度利用
は、足元から確実に取り組むことができ、大規模なCO2削
減が見込める。第6次エネルギー基本計画3）の中でも、将
来メタネーション等の技術の確立によりガス自体の脱炭素

化の実現を見込まれる天然ガスへの燃料転換は、足元の
環境負荷低減に貢献し、かつ、需要側の円滑な脱炭素化
のために有用であると示されている。

取り組みの具体例②：分散型エネルギーシステム
　コージェネレーション・燃料電池などの分散型エネル
ギーシステムの普及拡大や、デジタル技術を活用し、大幅
な省エネとレジリエンス強化に貢献する。例えば、近年、普
及の重要性が高まっているZEBにおいて、コージェネレー
ションやガス空調を採用したZEBが増えている。ガスシス
テムの活用によりエネルギーの多重化が図れ、レジリエン
ス性を有したZEBが実現できる。また、コージェネレーショ
ンの電熱を、複数の建築物で活用し大幅な省エネを実現
した事例も増えている。過去の省エネ大賞受賞案件で、AI
を活用した遠隔自動制御である「ヘリオネットアドバンス」
（2019年）、省エネ・再エネの最大活用による街区形成を
実施した「田町駅東口北地区スマートエネルギーネット
ワーク」（2016年）などが、具体的な取り組み例として挙げ
られる（図5）。

取り組みの具体例③：カーボンニュートラルLNG
　カーボンニュートラルLNG（CNL）は、CO2クレジットを

活用し実質排出ゼロとみなせるLNG。2019年6月に、東
京ガスが国内で初めて導入決定を発表した後、北海道ガ
ス、大阪ガス、東邦ガスも導入を発表する等、ガス事業者
による導入が進展。供給件数は2021年12月末時点で少
なくとも107社7）あり、引き続き順調に伸びていることから、
熱のCN化の現実的な選択肢の一つとして取り組まれて
いることが分かる。
　トランジション期では、これらの取り組みにより、累積CO2
を削減した上で、将来的にはガス自体を脱炭素化した合成
メタンに置き換えることで、ガスのCN化を実現していく。

【Action２：メタネーション実装への挑戦】
　メタネーションにより合成されるメタンは、都市ガス導管
等の既存設備を有効活用できるため、社会コストの抑制が
可能であり、効率的な脱炭素化手段として大きなポテン
シャルを有する。2021年6月にはメタネーション推進官民
協議会が設置され、社会実装に向けた技術的・経済的・制
度的課題や、その解決に向けたタイムラインを官民で共有
し、一体となって取り組みを進めているところである。
　技術的には、小規模プラントの実証に成功したサバティ
エ反応式メタネーションのスケールアップと各ガス事業者
が主体となるパイロットプラント実証など、都市ガス導管注
入・商用化への道筋を付ける。加えて、合成メタンコストの
大半を占める水素のコストダウン技術開発や、革新技術
であるSOEC式メタネーション等の研究開発、スケール
アップを進めると共に、業界内・他業界との連携により、将
来的な合成メタンの大幅な価格低減化を図り、商用化を
実現する。

取り組みの具体例①：INPEXと大阪ガスによるメタ
ネーション実証など
　2021年10月、INPEXと大阪ガスは、CO2-メタネーショ
ンシステムの実用化を目指した技術開発に着手。INPEX
がこれまでの実証試験（8Nm3/h）で蓄積した基盤技術
と、大阪ガスがガス製造で培った触媒技術やエンジニアリ
ング力を融合し、世界最大級（約400Nm3/h）のメタネー
ション実証実験を通じて、製造コストの低減と設備の大規
模化等の実用化に向けた技術開発を行う。
　また、高効率な革新的メタネーション技術であるSOEC
の実用サイズセルの試作に、国内で初めて成功。合成メタ
ンだけでなく、水素や液体燃料などの高効率製造にも活用
可能性があり、2030年頃の技術確立を目指している。

取り組みの具体例②：東京ガスによる水素製造コスト
低減の技術開発など
　合成メタンのコストへの影響が大きい水素製造コストの
低減に向け、株式会社SCREENホールディングスと「水電
解用セルスタック」および「水電解用セルスタックの製造装
置」を共同開発している。また、住友商事と連携し、メガワッ
ト級固体高分子型水電解装置を使用した水素利活用の共
同実証実験を2022年より実施予定である。
　メタネーションについては、既存技術である「サバティ
エ」の実証を2021年度より実施することに加えて、より
一層の高効率化を目指す「ハイブリッドサバティエ」、設
備コスト低減が見込める「PEMCO2還元技術」や「バイ
オリアクター」等の革新的技術開発を実施する。

【Action３：水素直接供給への挑戦】
　沿岸部を中心とした適地に、新たに水素導管を敷設し、
ローカル水素ネットワークでの水素の直接供給を目指す。
　水素については、国の水素・燃料電池戦略協議会の中
間取りまとめ等の動向も踏まえつつ、製造・輸入・供給・利
用等の面での課題について、多彩なアライアンスパート
ナーとの協業を視野に入れた検討を行っていく。

取り組みの具体例①：東京ガスによるHARUMI 
FLAG※への水素供給
　東京ガスはHARUMI FLAGに水素パイプラインを整
備し、各街区に設置する純水素型燃料電池への水素供給
を行う予定。

取り組みの具体例②：東邦ガスによる都市ガス・水素
混焼コージェネ実証
　東邦ガスは2021年8月、三菱重工エンジン＆ターボ
チャージャと共同で、コージェネレーションシステム用のガス
エンジン商品機を用いた都市ガス・水素混焼実証に取り組
み、定格発電出力、水素混焼率35％（体積比）での試験運
転に国内で初めて成功した。

    おわりに

　2050年のCNと、2030年NDC達成に向け、足元から
実現可能かつCNにつながる取り組みを推進していく必要
がある。これらの取り組みを進めるにあたっては、経済性や
供給安定性の視点が欠かせない。
　都市ガス業界は、燃料転換や分散型エネルギーシステ
ムの普及拡大などの需要側と、CNLの供給や合成メタン・
水素直接供給技術開発などの供給側の双方の取り組み
を進めることで、ユーザーの熱のCN化への貢献を目指し
ている。また、その取り組みにおいては既存設備を最大限
活用し、国民負担を抑えたCN化の実現に貢献すると共
に、強靭な都市ガス供給網を生かしたレジリエンス面での
貢献も目指している。
　昨年6月に策定された政府の成長戦略実行計画におい
て、「次世代熱エネルギー産業」は成長が期待される14の
重点分野の一つに位置付けられた。都市ガス業界は、お客
さまの暮らしやビジネスを支える存在として努力を重ね、次
世代熱エネルギー産業として成長していきながら、おいし
さの原点である「ガスの炎」を絶やすことなく、これからも
業務用ガス厨房ならびに食文化の発展に邁進することで、
引き続き社会に貢献してまいります。

図5　レジリエンス強化型ZEBイメージ図
出典：G-Solution2030、（一社）日本ガス協会、2021年12月

7）都市ガス大手3社からの提供情報を基に算出

図4　カーボンニュートラルのアクションプラン
出典：「カーボンニュートラルチャレンジ 2050」アクションプラン＜（一社）
日本ガス協会発行＜2021年6月

    はじめに

　2020年10月の菅首相の2050年カーボンニュートラ
ル（CN）宣言に端を発し、CN実現に向けた動きは一気
に加速してきた。翌年6月には2030年GHG排出46%減
の目標が決定される等、CNに係る国の各種政策も次々
と公表されている。
　都市ガス業界は、2020年11月に業界としてのCNへ
のチャレンジをエネルギー業界団体で最も早く宣言し、
2021年6月に「カーボンニュートラルチャレンジ2050ア
クションプラン」1)を公表。業界各社も足元では天然ガス
シフト、高度利用によるCO2削減に貢献すると共に、
2050年のCN実現に向けた技術開発や実証プラント建
設など、多くの具体的な取り組みを矢継ぎ早に進めてい
る。本稿では、「カーボンニュートラルチャレンジ2050アク
ションプラン」の内容を中心に、都市ガス業界のCN化へ
の取り組みと、ユーザーへの貢献について紹介したい。

2050年カーボンニュートラルのカギとなる
「熱の脱炭素化」と「既存設備活用」

　2050年CN実現に向けては、再エネや原発などの電
力供給側の取り組みに注目が集まることも多いが、実際
にCNを目指す上でカギになるのは、民生・産業部門のエ
ネルギー消費量の約6割を占め、高温の産業用加熱から
低温の民生用の給湯・空調まで多岐に渡る、「熱の脱炭
素化」2)であると考えている。
　第6次エネルギー基本計画では、CNの実現に向けて、
産業・民生・運輸部門の需要サイドにおいて徹底した省
エネを進めると共に、脱炭素化された電力による電化、水
素化、メタネーション、合成燃料等によるエネルギー転換を
進めることが重要であるとされている。また、これらの取り
組みを進める上で、国民負担を抑制するために既存設備
の最大限の活用などの必要性が指摘されている3）。メタ
ネーションによる合成メタンやバイオメタンは、まさに既存
の都市ガスインフラを活用できる大きなメリットを有した手
段となる（図1）。

　CNに向けた既存設備活用の重要性は、日本と同じくエ
ネルギー需要構成における産業向けの割合が大きい、ドイ
ツでも指摘されている。ドイツエネルギー機構（dena）は、
CN社会実現のシナリオとして、電化シナリオと複合技術シ
ナリオの両者を検討し、電化一辺倒ではなく再エネ水素や
合成メタン、バイオガスなどを活用した複合技術シナリオの
方が、インフラや需要機器などの既存設備を活用すること
によって設備投資が抑えられ、脱炭素化実現に必要な追
加コストが5,000～6,000億ユーロ小さくなるという研究成
果を発表している4）。
　日本においても、2050年にエネルギー起源CO2を80%
減らすために必要な社会コストは、電化一辺倒のシナリオ
よりも、メタネーションを活用したシナリオの方が抑えられる
ことを三菱総合研究所が発表している5）。研究の中で、合
成メタンは既存設備を活用できるため、水素キャリアとして
熱の脱炭素化を安価に実現するだけでなく、大規模な熱
需要や稼働頻度の低い熱需要を電化しないことにより、希
頻度稼働の火力発電所や蓄電池の必要容量を抑え、電
力システムの合理化にもつながることが示唆されている
（図2）。
　以上の通り、2050年CNの実現に向けてカギとなる「熱
の脱炭素化」に向けた省エネ・エネルギー転換に取り組む
上で、水素や合成メタンを活用し、既存設備を最大限利用
するアプローチは、社会コストを抑えたCN実現に向けた有
力な手段である。

    カーボンニュートラルチャレンジ2050
アクションプラン

　日本ガス協会は、都市ガス業界として「2050年CN、脱
炭素社会の実現に積極的に対応していく」ことを2020年
11月に公表6）。都市ガス業界が日本のエネルギー供給の
一翼を担う産業として、安定供給、レジリエンスを大前提
に、ガスのCN化に挑戦し、2050年のCN社会の実現に積
極的に貢献していく姿を示した。
　具体的には、都市ガス業界は以下に示す通り、メタネー
ションや水素の直接利用等、脱炭素化に向けた複数の手
段を活用し、次世代の熱エネルギーを供給する産業とし
て、ガスのCN化の実現を目指すというものである（図3）。
①需要側の取り組みである「徹底した天然ガスシフト・天
然ガス高度利用」による着実なCO2削減。
②並行して、メタネーションや水素利用等、供給側のイノベ
ーションによる「ガス自体の脱炭素化」。
③併せて、優れた国内技術の海外展開等の「海外貢献」
による世界のCO2削減への貢献や「CCUSに関する技術
開発やその活用等」。

　さらに2021年6月、日本ガス協会は「カーボンニュートラ
ルチャレンジ2050アクションプラン」を公表。都市ガス業界
の脱炭素化に向けた三つのアクションと、アクションごとの
具体的な取り組みやロードマップを策定した。以下に概要
を紹介する（図4）。

【Action1：2030年NDC達成への貢献】
　脱炭素技術の実用化までのトランジション期において、
足元から天然ガスの普及拡大、高度利用、エネルギーシス
テムの分散化とデジタル化を進めることで、社会全体の
CO2排出量を削減していくことが重要である。

取り組みの具体例①：他の化石燃料から天然ガスへ
の燃料転換
　宿泊施設や飲食店等の業務用分野や産業用分野にお
ける、他の化石燃料から天然ガスへの燃料転換・高度利用
は、足元から確実に取り組むことができ、大規模なCO2削
減が見込める。第6次エネルギー基本計画3）の中でも、将
来メタネーション等の技術の確立によりガス自体の脱炭素

化の実現を見込まれる天然ガスへの燃料転換は、足元の
環境負荷低減に貢献し、かつ、需要側の円滑な脱炭素化
のために有用であると示されている。

取り組みの具体例②：分散型エネルギーシステム
　コージェネレーション・燃料電池などの分散型エネル
ギーシステムの普及拡大や、デジタル技術を活用し、大幅
な省エネとレジリエンス強化に貢献する。例えば、近年、普
及の重要性が高まっているZEBにおいて、コージェネレー
ションやガス空調を採用したZEBが増えている。ガスシス
テムの活用によりエネルギーの多重化が図れ、レジリエン
ス性を有したZEBが実現できる。また、コージェネレーショ
ンの電熱を、複数の建築物で活用し大幅な省エネを実現
した事例も増えている。過去の省エネ大賞受賞案件で、AI
を活用した遠隔自動制御である「ヘリオネットアドバンス」
（2019年）、省エネ・再エネの最大活用による街区形成を
実施した「田町駅東口北地区スマートエネルギーネット
ワーク」（2016年）などが、具体的な取り組み例として挙げ
られる（図5）。

取り組みの具体例③：カーボンニュートラルLNG
　カーボンニュートラルLNG（CNL）は、CO2クレジットを

活用し実質排出ゼロとみなせるLNG。2019年6月に、東
京ガスが国内で初めて導入決定を発表した後、北海道ガ
ス、大阪ガス、東邦ガスも導入を発表する等、ガス事業者
による導入が進展。供給件数は2021年12月末時点で少
なくとも107社7）あり、引き続き順調に伸びていることから、
熱のCN化の現実的な選択肢の一つとして取り組まれて
いることが分かる。
　トランジション期では、これらの取り組みにより、累積CO2
を削減した上で、将来的にはガス自体を脱炭素化した合成
メタンに置き換えることで、ガスのCN化を実現していく。

【Action２：メタネーション実装への挑戦】
　メタネーションにより合成されるメタンは、都市ガス導管
等の既存設備を有効活用できるため、社会コストの抑制が
可能であり、効率的な脱炭素化手段として大きなポテン
シャルを有する。2021年6月にはメタネーション推進官民
協議会が設置され、社会実装に向けた技術的・経済的・制
度的課題や、その解決に向けたタイムラインを官民で共有
し、一体となって取り組みを進めているところである。
　技術的には、小規模プラントの実証に成功したサバティ
エ反応式メタネーションのスケールアップと各ガス事業者
が主体となるパイロットプラント実証など、都市ガス導管注
入・商用化への道筋を付ける。加えて、合成メタンコストの
大半を占める水素のコストダウン技術開発や、革新技術
であるSOEC式メタネーション等の研究開発、スケール
アップを進めると共に、業界内・他業界との連携により、将
来的な合成メタンの大幅な価格低減化を図り、商用化を
実現する。

取り組みの具体例①：INPEXと大阪ガスによるメタ
ネーション実証など
　2021年10月、INPEXと大阪ガスは、CO2-メタネーショ
ンシステムの実用化を目指した技術開発に着手。INPEX
がこれまでの実証試験（8Nm3/h）で蓄積した基盤技術
と、大阪ガスがガス製造で培った触媒技術やエンジニアリ
ング力を融合し、世界最大級（約400Nm3/h）のメタネー
ション実証実験を通じて、製造コストの低減と設備の大規
模化等の実用化に向けた技術開発を行う。
　また、高効率な革新的メタネーション技術であるSOEC
の実用サイズセルの試作に、国内で初めて成功。合成メタ
ンだけでなく、水素や液体燃料などの高効率製造にも活用
可能性があり、2030年頃の技術確立を目指している。

取り組みの具体例②：東京ガスによる水素製造コスト
低減の技術開発など
　合成メタンのコストへの影響が大きい水素製造コストの
低減に向け、株式会社SCREENホールディングスと「水電
解用セルスタック」および「水電解用セルスタックの製造装
置」を共同開発している。また、住友商事と連携し、メガワッ
ト級固体高分子型水電解装置を使用した水素利活用の共
同実証実験を2022年より実施予定である。
　メタネーションについては、既存技術である「サバティ
エ」の実証を2021年度より実施することに加えて、より
一層の高効率化を目指す「ハイブリッドサバティエ」、設
備コスト低減が見込める「PEMCO2還元技術」や「バイ
オリアクター」等の革新的技術開発を実施する。

【Action３：水素直接供給への挑戦】
　沿岸部を中心とした適地に、新たに水素導管を敷設し、
ローカル水素ネットワークでの水素の直接供給を目指す。
　水素については、国の水素・燃料電池戦略協議会の中
間取りまとめ等の動向も踏まえつつ、製造・輸入・供給・利
用等の面での課題について、多彩なアライアンスパート
ナーとの協業を視野に入れた検討を行っていく。

取り組みの具体例①：東京ガスによるHARUMI 
FLAG※への水素供給
　東京ガスはHARUMI FLAGに水素パイプラインを整
備し、各街区に設置する純水素型燃料電池への水素供給
を行う予定。

取り組みの具体例②：東邦ガスによる都市ガス・水素
混焼コージェネ実証
　東邦ガスは2021年8月、三菱重工エンジン＆ターボ
チャージャと共同で、コージェネレーションシステム用のガス
エンジン商品機を用いた都市ガス・水素混焼実証に取り組
み、定格発電出力、水素混焼率35％（体積比）での試験運
転に国内で初めて成功した。

    おわりに

　2050年のCNと、2030年NDC達成に向け、足元から
実現可能かつCNにつながる取り組みを推進していく必要
がある。これらの取り組みを進めるにあたっては、経済性や
供給安定性の視点が欠かせない。
　都市ガス業界は、燃料転換や分散型エネルギーシステ
ムの普及拡大などの需要側と、CNLの供給や合成メタン・
水素直接供給技術開発などの供給側の双方の取り組み
を進めることで、ユーザーの熱のCN化への貢献を目指し
ている。また、その取り組みにおいては既存設備を最大限
活用し、国民負担を抑えたCN化の実現に貢献すると共
に、強靭な都市ガス供給網を生かしたレジリエンス面での
貢献も目指している。
　昨年6月に策定された政府の成長戦略実行計画におい
て、「次世代熱エネルギー産業」は成長が期待される14の
重点分野の一つに位置付けられた。都市ガス業界は、お客
さまの暮らしやビジネスを支える存在として努力を重ね、次
世代熱エネルギー産業として成長していきながら、おいし
さの原点である「ガスの炎」を絶やすことなく、これからも
業務用ガス厨房ならびに食文化の発展に邁進することで、
引き続き社会に貢献してまいります。

※東京2020オリンピック・パラリンピック選手村活用後、新築住宅として完成予定。
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　2021年の一般外食の1月～11月の支出動向を見
ると、前年同期より6.7％減少と減少率が縮小している
ように見えるが、新型コロナウイルスの影響がなかった
2019年と比べると31.6％減少と、大きな減少率となっ
ている。
　では、喫茶（対前年同期増減率11.2％増加）、ハン
バーガー（同10.3％増加）、すし（同4.7％増加）、その他
の麺類（同4.5％増加）、そば・うどん(同1.6％増加)、中
華そば（同0.4％増加）で前年同期実績を上回っている
が、2019年と比べると、ハンバーガーを除いてすべての
品目で2桁の減少率となっており、新型コロナウイルスの
影響が続いている状況にある。

 ３．中食（調理食品）支出額の増減率の推移

　外食支出と同様に調理食品支出額を世帯人員数で
除して、世帯一人当たり1月～11月の調理食品支出額
の増減率を見ると、主食的調理食品とその他の調理
食品の合計である調理食品支出額は、外食と異なり、
2021年1月から11月まですべての月で全実績を上回っ
ている。
　主食的調理食品では各品目に前年実績を下回る月も
散見されるが、概ね好調となっている。
　これを2019年と比較しても、おにぎり他（対2019年
増減率1.7％減少）が減少した以外は、ほぼ2桁の増加
率となっている。
　副食・副菜関係に当たる他の調理食品では、1月から
11月まで前年同月を上回って推移している。品目別に
見ると、ぎょうざ、しゅうまいで前年同月実績を下回って
いる月が見受けられるが、1月～11月で比較すると、ぎょ
うざ（対前年同期増減率0.3％減少）以外は、すべての
品目で前年同期を上回っている。
　これを2019年と比較すると、ほぼすべての品目で
2019年1月～11月合計より上回っている。特にうなぎ
の蒲焼き（対2019年増減率50.1％増加）、冷凍調理食
品（同22.6％増加）、ハンバーグ（同20.6％増加）では
20％以上の増加率となっている。

 1.はじめに

　2020年に始まった新型コロナウイルスのパンデミック
は、2020年中、何度か感染者数がピークを迎え、その
都度、飲食店が規制を受ける形となり、外食産業界を含
めた食産業界は大きな打撃を受けた。
　この流れは2021年に入ってからも続き、緊急事態
宣言は、2020年は1回であったが、2021年には3回発
令されており、2020年よりも2021年の方が、飲食店に
とっては経営環境が厳しかったとも思える。
　2020年の外食産業市場規模は、前年に比べて
30.7％の過去に例がない減少率で、すべての業種で前
年実績を下回っており、客観的な数字からも外食産業
への影響が大きかったことを物語っている。
　また、内食、中食、外食の合計を食全体のマーケットと
して考えた場合、2020年の食全体のマーケットは前年
より9.4％減少し70兆193億円と、9年ぶりに前年実績
を下回っている。
　詳細を見ると、内食が2.2％増加の44兆7,260億円、
中食が1.8％減少の7兆928億円、外食は前述した通り

である。
　今回は、2021年の消費者の外食、中食支出動向を
家計調査で見ることにする。

 ２．外食支出額の増減率の推移

総務省統計局の家計調査で、外食支出額、世帯人員
数で除した世帯一人当たり外食支出額の増減率を見る
と、2021年年初に第2回の緊急事態宣言が発令され、4
月下旬には第3回目、7月から9月にかけて第4回の宣言
が出ていることを頭に入れながら外食支出額の動向を
見ていくと、2021年1月、2月は、ハンバーガーの支出額

（対前年同月増減率、1月23.6％増加、2月7.2％増加）
を除いて、すべての品目で前年実績を下回った。また、前
年の2020年1月、2月は新型コロナウイルスの影響がな
いことから、各品目とも大きな減少率となっている。
　しかし3月から7月にかけては、飲酒を除く大部分の品
目で、前年実績を上回って推移している。これは、前年が
新型コロナウイルスの影響で大幅に減少したことによる
反動増であり、実態を反映しているとは言いがたい。

No.3 2021年、外食・中食産業の動向

消費支出 食料 外食 一般外食 そば・うどん 中華そば 他の麺類 すし 和食 中華食 洋食 焼き肉 ハンバーガー 他の 喫茶 飲酒
主食外食

2021年  1月
　　　　 2月
　　　　 3月
　　　　 4月
　　　　 5月
　　　　 6月
　　　　 7月
　　　　 8月
　　　　 9月
　　　　10月
　　　　11月

▲ 6.1
▲ 6.5
6.7
13.5
12.7
▲ 4.3
1.0

▲ 2.5
▲ 1.0
▲ 0.2
▲ 0.3

▲ 1.7
▲ 3.5
0.5
3.4
2.3

▲ 0.8
2.0

▲ 3.6
▲ 1.9
▲ 0.1
▲ 1.3

▲ 42.5
▲ 30.9
4.4
88.2
48.3
▲ 0.4
5.2

▲ 12.4
▲ 19.1
▲ 3.1
▲ 1.8

▲ 44.0
▲ 32.7
2.7
90.3
41.3
▲ 5.4
5.7

▲ 13.8
▲ 20.7
▲ 3.6
▲ 2.3

▲ 41.2
▲ 28.0
▲ 3.6
140.0
95.2
3.5
16.1
▲ 5.4
▲ 13.0
8.6

▲ 3.4

▲ 29.6
▲ 27.9
4.8

161.9
75.9
22.1
13.0

▲ 20.0
▲ 9.4
12.8
1.4

▲ 19.0
▲ 2.2
24.6
103.6
47.0
3.6
17.5
▲ 1.8
▲ 19.3
▲ 4.8
▲ 16.8

▲ 36.4
▲ 20.6
12.4
105.7
40.4
▲ 2.7
7.6

▲ 13.2
▲ 6.2
▲ 8.1
▲ 6.6

▲ 40.9
▲ 11.3
10.1
63.1
29.8

▲ 13.9
17.0

▲ 15.0
▲ 26.8
▲ 3.6
▲ 1.4

▲ 44.6
▲ 33.7
17.3
161.8
42.7
3.4
5.9

▲ 18.7
▲ 23.5
▲ 14.1
▲ 14.7

▲ 44.7
▲ 38.3
38.3
263.4
45.9

▲ 28.5
24.9

▲ 20.6
▲ 45.6
27.4
▲ 8.4

23.6
7.2
5.8

▲ 1.1
1.6
18.2
23.5
10.4
16.5
12.3
0.1

▲ 42.6
▲ 33.1
▲ 2.8
62.6
37.4
▲ 6.8
2.0

▲ 14.8
▲ 12.7
▲ 1.2
2.8

▲ 42.8
▲ 25.2
11.1
167.9
106.1
32.5
40.0
0.9

▲ 1.0
8.5
15.5

▲ 90.7
▲ 83.7
▲ 49.6
100.3
▲ 5.3
▲ 62.0
▲ 52.4
▲ 65.3
▲ 82.5
▲ 32.7
1.8

2020年1-11月
2021年1-11月
増減率（％）
2019年1-11月
19年対比

1,022,504
1,033,535

1.1
1,078,162

▲ 4.1

292,329
290,964
▲ 0.5

291,685
▲ 0.2

40,082
38,025
▲ 5.1
54,120
▲ 29.7

37,388
34,884
▲ 6.7
51,026
▲ 31.6

1,501
1,525
1.6

2,014
▲ 24.3

▲ 35.1
▲ 25.7
▲ 0.5
107.8
55.9
2.1
5.6

▲ 8.8
▲ 13.6
▲ 6.7
16.5
1,730
1,736
0.4

2,235
▲ 22.3

546
571
4.5
812

▲ 29.8

3,863
4,046
4.7

4,565
▲ 11.4

5,507
5,434
▲ 1.3
7,066
▲ 23.1

1,214
1,148
▲ 5.4
1,486
▲ 22.7

2,714
2,528
▲ 6.9
3,771
▲ 33.0

1,794
1,737
▲ 3.2
2,124
▲ 18.2

1,568
1,730
10.3
1,406
23.1

12,114
11,298
▲ 6.7
17,337
▲ 34.8

1,717
1,909
11.2
2,418
▲ 21.0

3,017
1,219
▲ 59.6
5,793
▲ 79.0

　　単位：円、％ 

世帯一人当たり調理食品支出額の増減率 　　単位：円、％ 
調理食品 主食的 弁当 すし おにぎり他 調理パン 他の主食 他の調理 うなぎの サラダ コロッケ カツレツ 天ぷら しゅうまい ぎょうざ やきとり ハンバーグ 冷凍調理 その他

調理食品 的調理食品 食品 蒲焼き フライ
2021年  1月
　　　　 2月
　　　　 3月
　　　　 4月
　　　　 5月
　　　　 6月
　　　　 7月
　　　　 8月
　　　　 9月
　　　　10月
　　　　11月

6.7
4.5
7.1
10.2
7.0
6.3
9.3
5.1
9.3
5.4
5.2

4.4
5.5
8.5
11.3
5.2
8.3
16.9
9.4
9.1
6.9
5.5

10.0
8.6
20.9
12.5
▲ 1.5
7.1
20.8
9.1
15.0
6.1
3.9

▲ 0.2
10.0
5.9
9.5
6.3
6.7
12.5
7.6
5.7
6.4
4.8

▲ 13.4
▲ 8.7
5.7
24.5
15.7
11.1
17.1
1.4
0.2
4.4
4.1

▲ 0.7
1.4
14.0
29.6
18.7
11.1
18.7
11.0
11.7
6.8
7.8

10.9
3.2

▲ 1.8
2.5
4.3
9.3
15.5
13.8
7.7
9.1
7.3

8.5
3.7
5.9
9.4
8.5
4.9
4.4
1.8
9.5
4.3
5.0

56.3
90.0
64.2
32.0
6.1
10.3
2.2
51.9
11.2
32.1
▲ 9.3

1.4
1.9
10.9
16.9
18.6
15.1
10.7
0.9
7.7
10.7
▲ 1.3

3.4
▲ 5.6
0.7
0.4
9.4
0.0

▲ 6.9
4.7
4.5
7.0
8.1

17.2
▲ 1.6
2.9
2.8

▲ 1.3
▲ 9.8
3.1
6.1
6.1
5.1
9.3

9.5
2.0
3.2
6.1
9.0
9.5
5.7
5.0
5.7
3.2
1.6

▲ 1.8
▲ 8.3
0.7
5.5
2.2
6.7

▲ 2.7
1.8
2.9

▲ 11.4
9.5

8.5
1.8

▲ 7.9
▲ 3.9
▲ 2.2
▲ 2.7
▲ 3.3
3.0
0.7
7.1

▲ 3.8

4.8
3.0
5.4
10.6
▲ 1.7
5.1
9.5

▲ 0.1
2.7

▲ 2.4
7.0

13.2
9.8
10.2
13.7
19.7
6.4

▲ 0.1
12.0
9.6
5.1
7.8

23.7
15.0
8.4
11.3
16.0
2.1
3.5
10.0
9.8
10.5
2.9

4.9
2.0
4.1
90.8
8.6
1.3
4.6
2.9
9.7
0.2
6.9

2020年1-11月 3,473 456
2021年1-11月 3,663 499
増減率（％） 5.5 9.6
2019年1-11月 3,414 414
19年対比

39,751
42,497
6.9

38,465
10.5

16,948
18,344
8.2

16,459
11.5

4,885
5,375
10.0
4,739
13.4

4,220
4,506
6.8

4,083
10.4

1,408
1,480
5.1

1,505
▲ 1.7

1,685
1,883
11.8
1,727
9.0

4,749
5,100
7.4

4,406
15.8

22,804
24,153
5.9

22,006
9.8

856
1,028
20.2
685
50.1

1,624
1,759
8.3

1,628
8.0

593
607
2.3
599
1.4

633
654
3.4
619
5.6 7.3

331
332
0.4
316
4.8

661
658
▲ 0.3
637
3.4

732
760
3.8
752
1.1 20.6

2,679
2,945
9.9

2,402
22.6

9,433
10,266
8.8

9,595
7.0

図 1　2021年、消費者の外食・中食支出額の動向・世帯一人当たり外食支出額の増減率 図 2　世帯一人当たり調理食品支出額の増減率
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　2021年の一般外食の1月～11月の支出動向を見
ると、前年同期より6.7％減少と減少率が縮小している
ように見えるが、新型コロナウイルスの影響がなかった
2019年と比べると31.6％減少と、大きな減少率となっ
ている。
　では、喫茶（対前年同期増減率11.2％増加）、ハン
バーガー（同10.3％増加）、すし（同4.7％増加）、その他
の麺類（同4.5％増加）、そば・うどん(同1.6％増加)、中
華そば（同0.4％増加）で前年同期実績を上回っている
が、2019年と比べると、ハンバーガーを除いてすべての
品目で2桁の減少率となっており、新型コロナウイルスの
影響が続いている状況にある。

 ３．中食（調理食品）支出額の増減率の推移

　外食支出と同様に調理食品支出額を世帯人員数で
除して、世帯一人当たり1月～11月の調理食品支出額
の増減率を見ると、主食的調理食品とその他の調理
食品の合計である調理食品支出額は、外食と異なり、
2021年1月から11月まですべての月で全実績を上回っ
ている。
　主食的調理食品では各品目に前年実績を下回る月も
散見されるが、概ね好調となっている。
　これを2019年と比較しても、おにぎり他（対2019年
増減率1.7％減少）が減少した以外は、ほぼ2桁の増加
率となっている。
　副食・副菜関係に当たる他の調理食品では、1月から
11月まで前年同月を上回って推移している。品目別に
見ると、ぎょうざ、しゅうまいで前年同月実績を下回って
いる月が見受けられるが、1月～11月で比較すると、ぎょ
うざ（対前年同期増減率0.3％減少）以外は、すべての
品目で前年同期を上回っている。
　これを2019年と比較すると、ほぼすべての品目で
2019年1月～11月合計より上回っている。特にうなぎ
の蒲焼き（対2019年増減率50.1％増加）、冷凍調理食
品（同22.6％増加）、ハンバーグ（同20.6％増加）では
20％以上の増加率となっている。

 1.はじめに

　2020年に始まった新型コロナウイルスのパンデミック
は、2020年中、何度か感染者数がピークを迎え、その
都度、飲食店が規制を受ける形となり、外食産業界を含
めた食産業界は大きな打撃を受けた。
　この流れは2021年に入ってからも続き、緊急事態
宣言は、2020年は1回であったが、2021年には3回発
令されており、2020年よりも2021年の方が、飲食店に
とっては経営環境が厳しかったとも思える。
　2020年の外食産業市場規模は、前年に比べて
30.7％の過去に例がない減少率で、すべての業種で前
年実績を下回っており、客観的な数字からも外食産業
への影響が大きかったことを物語っている。
　また、内食、中食、外食の合計を食全体のマーケットと
して考えた場合、2020年の食全体のマーケットは前年
より9.4％減少し70兆193億円と、9年ぶりに前年実績
を下回っている。
　詳細を見ると、内食が2.2％増加の44兆7,260億円、
中食が1.8％減少の7兆928億円、外食は前述した通り

である。
　今回は、2021年の消費者の外食、中食支出動向を
家計調査で見ることにする。

 ２．外食支出額の増減率の推移

総務省統計局の家計調査で、外食支出額、世帯人員
数で除した世帯一人当たり外食支出額の増減率を見る
と、2021年年初に第2回の緊急事態宣言が発令され、4
月下旬には第3回目、7月から9月にかけて第4回の宣言
が出ていることを頭に入れながら外食支出額の動向を
見ていくと、2021年1月、2月は、ハンバーガーの支出額

（対前年同月増減率、1月23.6％増加、2月7.2％増加）
を除いて、すべての品目で前年実績を下回った。また、前
年の2020年1月、2月は新型コロナウイルスの影響がな
いことから、各品目とも大きな減少率となっている。
　しかし3月から7月にかけては、飲酒を除く大部分の品
目で、前年実績を上回って推移している。これは、前年が
新型コロナウイルスの影響で大幅に減少したことによる
反動増であり、実態を反映しているとは言いがたい。

No.3 2021年、外食・中食産業の動向

消費支出 食料 外食 一般外食 そば・うどん 中華そば 他の麺類 すし 和食 中華食 洋食 焼き肉 ハンバーガー 他の 喫茶 飲酒
主食外食

2021年  1月
　　　　 2月
　　　　 3月
　　　　 4月
　　　　 5月
　　　　 6月
　　　　 7月
　　　　 8月
　　　　 9月
　　　　10月
　　　　11月

▲ 6.1
▲ 6.5
6.7
13.5
12.7
▲ 4.3
1.0

▲ 2.5
▲ 1.0
▲ 0.2
▲ 0.3

▲ 1.7
▲ 3.5
0.5
3.4
2.3

▲ 0.8
2.0

▲ 3.6
▲ 1.9
▲ 0.1
▲ 1.3

▲ 42.5
▲ 30.9
4.4
88.2
48.3
▲ 0.4
5.2

▲ 12.4
▲ 19.1
▲ 3.1
▲ 1.8

▲ 44.0
▲ 32.7
2.7
90.3
41.3
▲ 5.4
5.7

▲ 13.8
▲ 20.7
▲ 3.6
▲ 2.3

▲ 41.2
▲ 28.0
▲ 3.6
140.0
95.2
3.5
16.1
▲ 5.4
▲ 13.0
8.6

▲ 3.4

▲ 29.6
▲ 27.9
4.8

161.9
75.9
22.1
13.0

▲ 20.0
▲ 9.4
12.8
1.4

▲ 19.0
▲ 2.2
24.6
103.6
47.0
3.6
17.5
▲ 1.8
▲ 19.3
▲ 4.8
▲ 16.8

▲ 36.4
▲ 20.6
12.4
105.7
40.4
▲ 2.7
7.6

▲ 13.2
▲ 6.2
▲ 8.1
▲ 6.6

▲ 40.9
▲ 11.3
10.1
63.1
29.8

▲ 13.9
17.0

▲ 15.0
▲ 26.8
▲ 3.6
▲ 1.4

▲ 44.6
▲ 33.7
17.3
161.8
42.7
3.4
5.9

▲ 18.7
▲ 23.5
▲ 14.1
▲ 14.7

▲ 44.7
▲ 38.3
38.3
263.4
45.9

▲ 28.5
24.9

▲ 20.6
▲ 45.6
27.4
▲ 8.4

23.6
7.2
5.8

▲ 1.1
1.6
18.2
23.5
10.4
16.5
12.3
0.1

▲ 42.6
▲ 33.1
▲ 2.8
62.6
37.4
▲ 6.8
2.0

▲ 14.8
▲ 12.7
▲ 1.2
2.8

▲ 42.8
▲ 25.2
11.1
167.9
106.1
32.5
40.0
0.9

▲ 1.0
8.5
15.5

▲ 90.7
▲ 83.7
▲ 49.6
100.3
▲ 5.3
▲ 62.0
▲ 52.4
▲ 65.3
▲ 82.5
▲ 32.7
1.8

2020年1-11月
2021年1-11月
増減率（％）
2019年1-11月
19年対比

1,022,504
1,033,535

1.1
1,078,162

▲ 4.1

292,329
290,964
▲ 0.5

291,685
▲ 0.2

40,082
38,025
▲ 5.1
54,120
▲ 29.7

37,388
34,884
▲ 6.7
51,026
▲ 31.6

1,501
1,525
1.6

2,014
▲ 24.3

▲ 35.1
▲ 25.7
▲ 0.5
107.8
55.9
2.1
5.6

▲ 8.8
▲ 13.6
▲ 6.7
16.5
1,730
1,736
0.4

2,235
▲ 22.3

546
571
4.5
812

▲ 29.8

3,863
4,046
4.7

4,565
▲ 11.4

5,507
5,434
▲ 1.3
7,066
▲ 23.1

1,214
1,148
▲ 5.4
1,486
▲ 22.7

2,714
2,528
▲ 6.9
3,771
▲ 33.0

1,794
1,737
▲ 3.2
2,124
▲ 18.2

1,568
1,730
10.3
1,406
23.1

12,114
11,298
▲ 6.7
17,337
▲ 34.8

1,717
1,909
11.2
2,418
▲ 21.0

3,017
1,219
▲ 59.6
5,793
▲ 79.0

　　単位：円、％ 

世帯一人当たり調理食品支出額の増減率 　　単位：円、％ 
調理食品 主食的 弁当 すし おにぎり他 調理パン 他の主食 他の調理 うなぎの サラダ コロッケ カツレツ 天ぷら しゅうまい ぎょうざ やきとり ハンバーグ 冷凍調理 その他

調理食品 的調理食品 食品 蒲焼き フライ
2021年  1月
　　　　 2月
　　　　 3月
　　　　 4月
　　　　 5月
　　　　 6月
　　　　 7月
　　　　 8月
　　　　 9月
　　　　10月
　　　　11月

6.7
4.5
7.1
10.2
7.0
6.3
9.3
5.1
9.3
5.4
5.2

4.4
5.5
8.5
11.3
5.2
8.3
16.9
9.4
9.1
6.9
5.5

10.0
8.6
20.9
12.5
▲ 1.5
7.1
20.8
9.1
15.0
6.1
3.9

▲ 0.2
10.0
5.9
9.5
6.3
6.7
12.5
7.6
5.7
6.4
4.8

▲ 13.4
▲ 8.7
5.7
24.5
15.7
11.1
17.1
1.4
0.2
4.4
4.1

▲ 0.7
1.4
14.0
29.6
18.7
11.1
18.7
11.0
11.7
6.8
7.8

10.9
3.2

▲ 1.8
2.5
4.3
9.3
15.5
13.8
7.7
9.1
7.3

8.5
3.7
5.9
9.4
8.5
4.9
4.4
1.8
9.5
4.3
5.0

56.3
90.0
64.2
32.0
6.1
10.3
2.2
51.9
11.2
32.1
▲ 9.3

1.4
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図 1　2021年、消費者の外食・中食支出額の動向・世帯一人当たり外食支出額の増減率 図 2　世帯一人当たり調理食品支出額の増減率

最新

宮城大学食産業学群
堀田 宗徳

K K

3 校 2022 年 2月25日

020710-01_ 月刊厨房 2022 年 3月号 _外食トレンド 

　2021年の一般外食の1月～11月の支出動向を見
ると、前年同期より6.7％減少と減少率が縮小している
ように見えるが、新型コロナウイルスの影響がなかった
2019年と比べると31.6％減少と、大きな減少率となっ
ている。
　では、喫茶（対前年同期増減率11.2％増加）、ハン
バーガー（同10.3％増加）、すし（同4.7％増加）、その他
の麺類（同4.5％増加）、そば・うどん(同1.6％増加)、中
華そば（同0.4％増加）で前年同期実績を上回っている
が、2019年と比べると、ハンバーガーを除いてすべての
品目で2桁の減少率となっており、新型コロナウイルスの
影響が続いている状況にある。

 ３．中食（調理食品）支出額の増減率の推移

　外食支出と同様に調理食品支出額を世帯人員数で
除して、世帯一人当たり1月～11月の調理食品支出額
の増減率を見ると、主食的調理食品とその他の調理
食品の合計である調理食品支出額は、外食と異なり、
2021年1月から11月まですべての月で全実績を上回っ
ている。
　主食的調理食品では各品目に前年実績を下回る月も
散見されるが、概ね好調となっている。
　これを2019年と比較しても、おにぎり他（対2019年
増減率1.7％減少）が減少した以外は、ほぼ2桁の増加
率となっている。
　副食・副菜関係に当たる他の調理食品では、1月から
11月まで前年同月を上回って推移している。品目別に
見ると、ぎょうざ、しゅうまいで前年同月実績を下回って
いる月が見受けられるが、1月～11月で比較すると、ぎょ
うざ（対前年同期増減率0.3％減少）以外は、すべての
品目で前年同期を上回っている。
　これを2019年と比較すると、ほぼすべての品目で
2019年1月～11月合計より上回っている。特にうなぎ
の蒲焼き（対2019年増減率50.1％増加）、冷凍調理食
品（同22.6％増加）、ハンバーグ（同20.6％増加）では
20％以上の増加率となっている。

 4．まとめ

　総務省統計局の家計調査で2021年の外食および
中食（調理食品）の消費者の支出額の推移を見てきた。
外食支出額では前年同月実績を上回っている品目も出
てきているが、2019年と比較すると、まだ外食への支
出が大幅に減少している。
　現在、2022年年初から感染力の強いオミクロン株の
猛威で、第6波を迎えている。
　感染者は今までとは異なり、多くの人が感染している
状況でも。今までの規制とは異なっている。飲食店規制
の緩和の方向となっているように思われる。
　ただ、飲食店にとっては先行き不透明感があり、いつ
終息するのかが分からないぶん、経営環境は改善しな
いと思われる。
　一方で食料支出額が8月（対前年同月増減率3.6％
減少）、11月（同1.3％減少）まで前年実績を下回ってい
る。1月～11月合計を見ても0.5％減少しており、2019
年の同期と比べると0.2％減少と、ほぼ横ばい状態と
なっている。
　調理食品の支出額を見ると、主食調理食品、他の調
理食品とも好調に推移しており、2019年の同期と比べ
ても10％程度増加しているなど、中食商品への支出額
は好調な動きとなっている。
　中食は、東日本大震災のような自然災害や今回の新
型コロナ危機など、非常事態での食に対しては、その状
況に影響されることなく購入される。
　2022年に入ってから、前述したように年初からオミク
ロン株の新型コロナウイルスが急速に蔓延している。
　各自治体は、まん延防止等重点措置を申請し、感染
拡大に歯止めをかける方策を考えている。飲食店への
対策も変化が出てきているが、消費者が外出しなくなれ
ば、売上高が減少することは間違いない。
　先が見通せない状況が、業界全体を不安に陥れて
いる。
　一刻も早い終息を願うのみである。

である。
　今回は、2021年の消費者の外食、中食支出動向を
家計調査で見ることにする。

 ２．外食支出額の増減率の推移

総務省統計局の家計調査で、外食支出額、世帯人員
数で除した世帯一人当たり外食支出額の増減率を見る
と、2021年年初に第2回の緊急事態宣言が発令され、4
月下旬には第3回目、7月から9月にかけて第4回の宣言
が出ていることを頭に入れながら外食支出額の動向を
見ていくと、2021年1月、2月は、ハンバーガーの支出額

（対前年同月増減率、1月23.6％増加、2月7.2％増加）
を除いて、すべての品目で前年実績を下回った。また、前
年の2020年1月、2月は新型コロナウイルスの影響がな
いことから、各品目とも大きな減少率となっている。
　しかし3月から7月にかけては、飲酒を除く大部分の品
目で、前年実績を上回って推移している。これは、前年が
新型コロナウイルスの影響で大幅に減少したことによる
反動増であり、実態を反映しているとは言いがたい。
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図 1　2021年、消費者の外食・中食支出額の動向・世帯一人当たり外食支出額の増減率 図 2　世帯一人当たり調理食品支出額の増減率
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【１】 相談受付の概要
（１）受付件数

　受付件数は２３件で前年同月の２１件に対して１０９．５％。

（２）特　　徴
◇事故クレームは０件。
◇品質クレームは、約１３年使用した石油小形給湯機の基板が誤作動し、電源を切っていたにも
かかわらずバーナーが燃え続け、異常過熱で溶けたプラスチック製配管が水圧で破裂し室内
が水浸しになった。このような危険のある故障について広く周知すべきだし、何らかの対策が
必要ではないかの１件。
◇一般相談は、高齢の父親が、数年使用していたガスバランス風呂釜で追い炊きをしながら入
浴中、湯温が高温になったが湯舟から出ることができず、全身重度の熱傷を負い死亡した。取
扱説明書には追い炊き中の入浴を禁止する表示はなかった。機器設計や危険表示の欠陥で
はないかの１件。
◇問い合わせは、１４年前に購入した石油ストーブを使用中異臭がしたため火を消した。その後
本体を動かしてみると、機器底板の縁に沿ってフローリングの床に、それまでなかった黒いシミ
ができていることに気づいた。こすっても落ちないため、どうしてこうなったのか原因を知りたい
等２１件。 
     

【２】 受付実績合計
2－１）２０２２年１月度

【３】 主な関係行事
今月は０件。

【４】 事故クレーム
今月は０件。

【５】 未解決の案件処理状況（インフォメーションで掲載した事故案件）
１月度の未解決案件処理件数は０件。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
2022
1月 ガス石油機器ＰＬセンター

相談者/内容
消費者
事業者
司法・行政
その他
計  (構成比) 

事故クレーム
0
0
０
０
0(0.0)

品質クレーム
1
０
０
０
1(4.3)

一般相談
1
０
0
０
1(4.3)

問合せ
15
2
4
0

21(91.4)

計 （構成比）
17
2
4
０
23

(73.9)
(8.7)
(17.4)
(0.0)

（100.0）
　　　　　　注） 前年同月の受付件数は21件、事故クレーム件数は0件
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◇品質クレームは、約１３年使用した石油小形給湯機の基板が誤作動し、電源を切っていたにも
かかわらずバーナーが燃え続け、異常過熱で溶けたプラスチック製配管が水圧で破裂し室内
が水浸しになった。このような危険のある故障について広く周知すべきだし、何らかの対策が
必要ではないかの１件。
◇一般相談は、高齢の父親が、数年使用していたガスバランス風呂釜で追い炊きをしながら入
浴中、湯温が高温になったが湯舟から出ることができず、全身重度の熱傷を負い死亡した。取
扱説明書には追い炊き中の入浴を禁止する表示はなかった。機器設計や危険表示の欠陥で
はないかの１件。
◇問い合わせは、１４年前に購入した石油ストーブを使用中異臭がしたため火を消した。その後
本体を動かしてみると、機器底板の縁に沿ってフローリングの床に、それまでなかった黒いシミ
ができていることに気づいた。こすっても落ちないため、どうしてこうなったのか原因を知りたい
等２１件。 
     

【２】 受付実績合計
2－１）２０２２年１月度

【３】 主な関係行事
今月は０件。

【４】 事故クレーム
今月は０件。

【５】 未解決の案件処理状況（インフォメーションで掲載した事故案件）
１月度の未解決案件処理件数は０件。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ
2022
1月 ガス石油機器ＰＬセンター

相談者/内容
消費者
事業者
司法・行政
その他
計  (構成比) 

事故クレーム
0
0
０
０
0(0.0)

品質クレーム
1
０
０
０
1(4.3)

一般相談
1
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1(4.3)
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　　　　　　注） 前年同月の受付件数は21件、事故クレーム件数は0件

■送付先（記入モレの無いようお願い致します。） 　  送金予定日：　　　　月　　　　日頃予定

会社名： 　　　　　　　　　　　　　　　所属部署： 　　　　　　　　　氏名：
送付先：〒 (ご自宅へ送付の場合は、日中のご連絡先(会社等)のお電話もご記入下さい。)

(自宅・会社)

購入目的：□ 厨房設備士資格認定試験受験　　　□ 技能検定（厨房設備施工）受検　　　□ その他

電話 (会社) ：　　　　　　　　　　　 (自宅・携帯) ： 　　　　　　　　　　　FAX：

Mail-Address： 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厨房設備士登録番号：

■お支払方法（振込手数料はお客様にてご負担ください。お振込名義とお申込者名が異なる場合は、お知らせください。）
銀行口座 みずほ銀行 芝支店 ( 0 5 4 )  普通口座NO.２３１９２１６(最寄の金融機関にて直接お振込み下さい)
郵便振替 ００１８０－８－１７５２８０(郵便局備え付けの青い用紙をお使い下さい)
いずれも口座の名義は一般社団法人日本厨房工業会です。
 〒106-0044 東京都港区東麻布1-27-8 一般社団法人日本厨房工業会 TEL 03-3585-7251

■以下の事項をご理解の上、お申し込みください。
＊発送は入金確認後になります。
＊請求書は、発行しておりません。銀行振込、郵便振替のお振込控えを領収書に換えさせて頂いております。
＊お申し込み後、３ヶ月経過しても入金が確認できない場合は、申込書を処分させて頂きます。
＊定期購読の場合、途中解約による返金は行っておりません。また、他の図書を同封して発送することはできません。
＊ご記入いただいた情報は、書籍の発送、お支払いの確認、当会からの各種ご案内（図書案内、アンケート等）以外の目的には
使用いたしません。

■送料について
＊月刊厨房を除いた図書を２冊までご購入される方は、全国一律５００円を頂戴いたします。３冊以上ご購入される場合は実費
を頂戴いたしますので別途ご連絡ください。
＊送付先が複数ある場合は、各々送料を頂戴いたします。
＊海外への送料は別途ご連絡ください。

図書申込書

＊会員企業名は、ホームページでご覧頂けます。
　　URL：http://www.jfea.or.jp

（ＦＡＸにてお申し込みください）

一般社団法人日本厨房工業会 行

FAX０３－３５８５－０１７０
図書名 税込価格 送   料 申込数 料   金

業務用厨房関係法令集2021年版

 〃 （会員企業価格）

厨房設備工学入門第8版

 〃 （会員企業価格）

会員名簿

業務用厨房機器に関する実態調査

 〃 （会員企業価格）

月刊厨房 （半 年）

 〃 （年 間）

 〃 （厨房設備士・年 間）

5,500円

4,400円

8,800円

6,600円

2,500円

5,500円

3,300円

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

※注)送料
合　計

円

円

円

円

円

円

円

円

円

2,640円

5,280円

3,300円

不　要

不　要

不　要

冊

冊

冊

円

円

円

2冊まで500円。
(海外を除く)
3冊以上のご注
文は別途ご連絡
下さい。
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　JFEA業務用厨房設備機器基準は、食品設備機器の材料、構造、強度、性能、取り扱いお
よび表示に関する最小限の要求事項を定めることにより、食品衛生、使用者の安全および環
境保全に寄与することを目的とし、制定しました。技術基準は、業務用厨房設備機器共通基
準とそれを補う６つの個別基準（業務用厨房板金製品基準、業務用厨房熱機器基準、業務用
冷蔵庫・冷凍庫基準、業務用厨房食品加工機器基準、業務用厨房サービス機器基準、業務用
食器洗浄機基準）により構成されています。
　前記の技術基準に製品が適合しているか否かを自主検査員により確認し、適合した機器を一般社団法人日本厨
房工業会に登録する制度です。
※JFEA業務用厨房設備機器基準は日本厨房工業会HPにて公開されています。

JFEA業務用厨房設備機器基準登録制度・登録一覧

業務用厨房設備機器
基準適合

会　社　名 分　　　　類 親型式(シリーズ)

㈱コメットカトウ

レンジ DX2-1575FJ

テーブルレンジ
CI-157-□□□T
DX2-1575T
CIH-157-□□□T

ローレンジ CI-157-□□□L
CIH-157-□□□L

立体炊飯器 CRA2-150NJ
CRA2-150NJ

フライヤ
CF2-GA18
CF2-GA23W
CF2-GD27

タニコー㈱

レンジ THI-3NN
TSGR-1532A-J

テーブルレンジ
TIH-S555N
TSGT-1532-SP
TSGT-1843A

煮炊釜 TE-100TP
炊飯器 TGRC-2CDT

フライヤ D-TGFL-C130W-J
TIFL-105WN-J

麺ゆで器 TU-90AWN-J
ドアタイプ洗浄機 TDWＤ-6G(R,L)

台

D-MT-180B-J
TTS-WCT-180ANB-J
TTS-WCT-180DNB-J
TTS-WT-180ADNB-J
TTS-WT-180ANB-J
TX-MT-120-J
TX-WCT-180ADNB-J
TX-WCT-180ANB-J
TX-WT-180ADNB-J
TX-WT-180ANB-J

シンク
D2-3S-300BW-J
TTS-1S-150ANB-J
TX-1S-150ANB-J

水切り台 TTS-CL-90A-J
TX-CL-90A-J

戸棚 TX-CB-180A-J
吊戸棚 TX-HCB-180-J
パイプ棚 TX-P-180L-J
平棚 TX-H-180L-J
上棚 TX-W-180-J

パンラック N-TES-19-6118S
TX-PR-180A-J

会　社　名 分　　　　類 親型式(シリーズ)
㈱中西製作所 生産本部 コンベアタイプ洗浄機 EODC-M13EA-RTA

ニチワ電機㈱

テーブルレンジ MIR-1055SA-N-J
MIR-5TA-N-J

スチームコンベクションオーブン SCOS-201RY-R-J
SCOS-610RY-R-J

立体炊飯器 ERC-27NE-J
フライヤ SEFD-18K-J
蒸し器 NES-650N-9-J
麺ゆで器 ENBN-C46S

日本調理機㈱ 立体炊飯器 ARCX-2GT
回転釜 DGK-60JSH-D

㈱ネオシス テーブルレンジ NGTNS1575
フライヤ NGFR18NB

㈱フジマック

レンジ FIC304525

テーブルレンジ FIC906006TF
FGTNS157532

フライヤ FGF2723R
FGF25NB

㈱マルゼン

レンジ
MIHX-ＪS05C
MIR-127X
MIR-127XB

テーブルレンジ

MIT-127
MITX-S55C
RGT-S127
SMT-097
MIT-127B
MITX-S55D

ローレンジ MHIL-10S

スチームコンベクションオーブン SSCX-06HNU
SSCX-P20NU

立体炊飯器 MRC-X2C
MERC-X2

フライヤ

MXF-046FB
MGF-CE16
MXF-046C
MXF-046FC
MIF-18D

蒸し器 MUS-066D
MUSE-066B1

麺ゆで器 MREK-44
MRLN-03C

ドアタイプ洗浄機 MDDTB7E
MDDTB8E

台

BH-157
BWD-157
DBW-159W
MH-157X
MWD-157X

シンク
BSM2-156R
DBS2-159W
MM2-156RX

水切り台 BSW-126
MSW-127X

戸棚 BDS-157
吊戸棚 BCS9-1835S

親型式：99機種、子型式：2,603 機種

K

初校 初校2022年 2月15日
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　JFEA業務用厨房設備機器基準は、食品設備機器の材料、構造、強度、性能、取り扱いお
よび表示に関する最小限の要求事項を定めることにより、食品衛生、使用者の安全および環
境保全に寄与することを目的とし、制定しました。技術基準は、業務用厨房設備機器共通基
準とそれを補う６つの個別基準（業務用厨房板金製品基準、業務用厨房熱機器基準、業務用
冷蔵庫・冷凍庫基準、業務用厨房食品加工機器基準、業務用厨房サービス機器基準、業務用
食器洗浄機基準）により構成されています。
　前記の技術基準に製品が適合しているか否かを自主検査員により確認し、適合した機器を一般社団法人日本厨
房工業会に登録する制度です。
※JFEA業務用厨房設備機器基準は日本厨房工業会HPにて公開されています。

JFEA業務用厨房設備機器基準登録制度・登録一覧

業務用厨房設備機器
基準適合

会　社　名 分　　　　類 親型式(シリーズ)

㈱コメットカトウ

レンジ DX2-1575FJ

テーブルレンジ
CI-157-□□□T
DX2-1575T
CIH-157-□□□T

ローレンジ CI-157-□□□L
CIH-157-□□□L

立体炊飯器 CRA2-150NJ
CRA2-150NJ

フライヤ
CF2-GA18
CF2-GA23W
CF2-GD27

タニコー㈱

レンジ THI-3NN
TSGR-1532A-J

テーブルレンジ
TIH-S555N
TSGT-1532-SP
TSGT-1843A

煮炊釜 TE-100TP
炊飯器 TGRC-2CDT

フライヤ D-TGFL-C130W-J
TIFL-105WN-J

麺ゆで器 TU-90AWN-J
ドアタイプ洗浄機 TDWＤ-6G(R,L)

台

D-MT-180B-J
TTS-WCT-180ANB-J
TTS-WCT-180DNB-J
TTS-WT-180ADNB-J
TTS-WT-180ANB-J
TX-MT-120-J
TX-WCT-180ADNB-J
TX-WCT-180ANB-J
TX-WT-180ADNB-J
TX-WT-180ANB-J

シンク
D2-3S-300BW-J
TTS-1S-150ANB-J
TX-1S-150ANB-J

水切り台 TTS-CL-90A-J
TX-CL-90A-J

戸棚 TX-CB-180A-J
吊戸棚 TX-HCB-180-J
パイプ棚 TX-P-180L-J
平棚 TX-H-180L-J
上棚 TX-W-180-J

パンラック N-TES-19-6118S
TX-PR-180A-J

会　社　名 分　　　　類 親型式(シリーズ)
㈱中西製作所 生産本部 コンベアタイプ洗浄機 EODC-M13EA-RTA

ニチワ電機㈱

テーブルレンジ MIR-1055SA-N-J
MIR-5TA-N-J

スチームコンベクションオーブン SCOS-201RY-R-J
SCOS-610RY-R-J

立体炊飯器 ERC-27NE-J
フライヤ SEFD-18K-J
蒸し器 NES-650N-9-J
麺ゆで器 ENBN-C46S

日本調理機㈱ 立体炊飯器 ARCX-2GT
回転釜 DGK-60JSH-D

㈱ネオシス テーブルレンジ NGTNS1575
フライヤ NGFR18NB

㈱フジマック

レンジ FIC304525

テーブルレンジ FIC906006TF
FGTNS157532

フライヤ FGF2723R
FGF25NB

㈱マルゼン

レンジ
MIHX-ＪS05C
MIR-127X
MIR-127XB

テーブルレンジ

MIT-127
MITX-S55C
RGT-S127
SMT-097
MIT-127B
MITX-S55D

ローレンジ MHIL-10S

スチームコンベクションオーブン SSCX-06HNU
SSCX-P20NU

立体炊飯器 MRC-X2C
MERC-X2

フライヤ

MXF-046FB
MGF-CE16
MXF-046C
MXF-046FC
MIF-18D

蒸し器 MUS-066D
MUSE-066B1

麺ゆで器 MREK-44
MRLN-03C

ドアタイプ洗浄機 MDDTB7E
MDDTB8E

台

BH-157
BWD-157
DBW-159W
MH-157X
MWD-157X

シンク
BSM2-156R
DBS2-159W
MM2-156RX

水切り台 BSW-126
MSW-127X

戸棚 BDS-157
吊戸棚 BCS9-1835S

親型式：99機種、子型式：2,603 機種

K

初校 初校2022年 2月15日

020710-01_ 月刊厨房 2022 年 3月号 _登録機器基準

　JFEA業務用厨房設備機器基準は、食品設備機器の材料、構造、強度、性能、取り扱いお
よび表示に関する最小限の要求事項を定めることにより、食品衛生、使用者の安全および環
境保全に寄与することを目的とし、制定しました。技術基準は、業務用厨房設備機器共通基
準とそれを補う６つの個別基準（業務用厨房板金製品基準、業務用厨房熱機器基準、業務用
冷蔵庫・冷凍庫基準、業務用厨房食品加工機器基準、業務用厨房サービス機器基準、業務用
食器洗浄機基準）により構成されています。
　前記の技術基準に製品が適合しているか否かを自主検査員により確認し、適合した機器を一般社団法人日本厨
房工業会に登録する制度です。
※JFEA業務用厨房設備機器基準は日本厨房工業会HPにて公開されています。

JFEA業務用厨房設備機器基準登録制度・登録一覧

業務用厨房設備機器
基準適合

会　社　名 分　　　　類 親型式(シリーズ)

㈱コメットカトウ

レンジ DX2-1575FJ

テーブルレンジ
CI-157-□□□T
DX2-1575T
CIH-157-□□□T

ローレンジ CI-157-□□□L
CIH-157-□□□L

立体炊飯器 CRA2-150NJ
CRA2-150NJ

フライヤ
CF2-GA18
CF2-GA23W
CF2-GD27

タニコー㈱

レンジ THI-3NN
TSGR-1532A-J

テーブルレンジ
TIH-S555N
TSGT-1532-SP
TSGT-1843A

煮炊釜 TE-100TP
炊飯器 TGRC-2CDT

フライヤ D-TGFL-C130W-J
TIFL-105WN-J

麺ゆで器 TU-90AWN-J
ドアタイプ洗浄機 TDWＤ-6G(R,L)

台

D-MT-180B-J
TTS-WCT-180ANB-J
TTS-WCT-180DNB-J
TTS-WT-180ADNB-J
TTS-WT-180ANB-J
TX-MT-120-J
TX-WCT-180ADNB-J
TX-WCT-180ANB-J
TX-WT-180ADNB-J
TX-WT-180ANB-J

シンク
D2-3S-300BW-J
TTS-1S-150ANB-J
TX-1S-150ANB-J

水切り台 TTS-CL-90A-J
TX-CL-90A-J

戸棚 TX-CB-180A-J
吊戸棚 TX-HCB-180-J
パイプ棚 TX-P-180L-J
平棚 TX-H-180L-J
上棚 TX-W-180-J

パンラック N-TES-19-6118S
TX-PR-180A-J

会　社　名 分　　　　類 親型式(シリーズ)
㈱中西製作所 生産本部 コンベアタイプ洗浄機 EODC-M13EA-RTA

ニチワ電機㈱

テーブルレンジ MIR-1055SA-N-J
MIR-5TA-N-J

スチームコンベクションオーブン SCOS-201RY-R-J
SCOS-610RY-R-J

立体炊飯器 ERC-27NE-J
フライヤ SEFD-18K-J
蒸し器 NES-650N-9-J
麺ゆで器 ENBN-C46S

日本調理機㈱ 立体炊飯器 ARCX-2GT
回転釜 DGK-60JSH-D

㈱ネオシス テーブルレンジ NGTNS1575
フライヤ NGFR18NB

㈱フジマック

レンジ FIC304525

テーブルレンジ FIC906006TF
FGTNS157532

フライヤ FGF2723R
FGF25NB

㈱マルゼン

レンジ
MIHX-ＪS05C
MIR-127X
MIR-127XB

テーブルレンジ

MIT-127
MITX-S55C
RGT-S127
SMT-097
MIT-127B
MITX-S55D

ローレンジ MHIL-10S

スチームコンベクションオーブン SSCX-06HNU
SSCX-P20NU

立体炊飯器 MRC-X2C
MERC-X2

フライヤ

MXF-046FB
MGF-CE16
MXF-046C
MXF-046FC
MIF-18D

蒸し器 MUS-066D
MUSE-066B1

麺ゆで器 MREK-44
MRLN-03C

ドアタイプ洗浄機 MDDTB7E
MDDTB8E

台

BH-157
BWD-157
DBW-159W
MH-157X
MWD-157X

シンク
BSM2-156R
DBS2-159W
MM2-156RX

水切り台 BSW-126
MSW-127X

戸棚 BDS-157
吊戸棚 BCS9-1835S

親型式：99機種、子型式：2,603 機種

K K
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工業会認定グリスフィルター、エクストラクター、
セパレーターに基準適合ラベルを貼付
工業会では、業務用厨房設備に付属するグリス除去装置（グリスフィルター、エ
クストラクター、セパレーター）については、「業務用厨房設備に付属するグリス
除去装置の技術基準」（日本厨房工業会の自主基準）に基づく試験を実施しており
ます。基準適合品には工業会認定のラベルを貼付し、市町村条例等で定められるグ
リス除去装置に関する規程等に適合したものとして取り扱われております。 ラベル見本

99-002-9999

●グリスフィルター技術基準適合品
認定日 技術基準適合品 認定製品コード 会社名 電話番号

17. 8. 29 ダ ブ ル チ ェ ッ ク 17-002-0201

㈱ ク ラ コ

06-6222-6711
20. 8. 4 ダ ブ ル チ ェ ッ ク Ｌ Ｌ 20-002-0202 06-6222-6711
20. 8. 4 ダ ブ ル チ ェ ッ ク Ｍ 型 20-002-0203 06-6222-6711
19. 8. 28 グ リ ー ス ダ ン パ ー 19-002-0204 06-6222-6711
21. 8. 24 バ ッ フ レ ッ シ ュ Ⅱ 21-002-1302 ㈱ ア ク シ ー 06-6682-2251
21. 2. 1 ファ イ ヤ ー グ リ ス フィル タ ー 21-002-1404 ㈱ 深 川 製 作 所 048-223-3111
21. 2. 1 フ ァ イ ヤ ー プ ル ー フ Ⅲ 型 21-002-1502 新 成 工 業 ㈱ 03-3403-4511
17. 6. 29 フ ァ イ ヤ ー プ ル ー フ Ⅳ 型 17-002-1504 03-3403-4511
19. 8. 28 グ リ ー サ ー 19-002-1701 ホ ー コ ス ㈱ 084-922-2855
19. 8. 28 Ｖ フ ィ ル タ ー 19-002-1704 084-922-2855
21. 2. 1 Ｊ Ｇ Ｚ グ リ ス フ ィ ル タ ー 21-002-2004 日 本 設 備 企 画 ㈱ 06-6266-2895
19. 2. 13 エ ー ス フ ィ ル タ ー 19-002-2601

エ ー ス 工 機 ㈱

03-3843-4851
19. 2. 13 ニ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-2604 03-3843-4851
18. 6. 26 チ ャ コ フ ィ ル タ ー 18-002-2605 03-3843-4851
17. 11. 20 ト ッ プ フ ィ ル タ ー ０ １ 17-002-2606 03-3843-4851
20. 8. 4 A F B フ ィ ル タ ー 20-002-2607 03-3843-4851
20. 8. 4 A B フ ィ ル タ ー 20-002-2608 03-3843-4851
19. 8. 28 ク リ ー ン テ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-2701 ク リ ー ン テ ッ ク ㈱ 042-939-1635
18. 6. 26 ニ ュ ー オ ン リ ー ワ ン 18-002-2803 ㈱ 安 達 工 業 0766-28-8100
21. 12. 6 ニ ュ ー オ ン リ ー ワ ン ( 薄 型 ) 21-002-2804 0766-28-8100
21. 8. 24 Ｅ Ｘ グ リ ス フ ィ ル タ ー 21-002-2902 ㈱ エ ル ク 03-5379-1522
21. 8. 24 ＥＸグリス フィル タ ーＰタ イプ 21-002-2903 03-5379-1522
19. 10. 28 ラ ン ズ テ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-3002 ㈱ ラ ン ズ 03-5845-5817
19. 10. 28 エ イ エ ル フ ィ ル タ ー 19-002-3501 ㈱ エ イ エ ル 工 業 044-555-1185
21. 10. 19 ス ー パ ークリーンフィルターⅡ 21-002-3902 津 守 興 業 ㈱ 048-222-6187
21. 10. 19 ス ー パ ークリーンフィルターⅢ 21-002-3903 048-222-6187
21. 5. 11 カルミックグリスフィルターＧＦ－Ｆ 21-002-4001 日 本 カ ル ミ ッ ク ㈱ 03-4586-5588
21. 5. 11 カルミックグリスフィルターＧＦ－Ｌ 21-002-4005 03-4586-5588
21. 8. 24 グ リ ス フ ィ ル タ ー Ｌ ８ 型 21-002-4201

㈱ ダ ス キ ン
06-6821-5186

21. 8. 24 グ リ ス フ ィル タ ー Ｌ３－ Ⅲ 型 21-002-4204 06-6821-5186
19. 4. 3 グ リ ス フ ィ ル タ ー H 型 19-002-4205 06-6821-5186
17. 8. 29 コ ー ワ ・ ク リ ー ン ポ ー ト 17-002-4801 ㈱ ア ク ア エ ア ー 045-410-6208
17. 8. 29 ソ ー レ Ⅱ 型 17-002-4904 日 之 出 ㈱ 0532-31-2237
22. 2. 7 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー Ｌ 型 22-002-5001

㈱ セ ル テ ッ ク

047-491-6654
18. 4. 25 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー B 型 18-002-5002 047-491-6654
18. 12. 4 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー Ｍ 型 18-002-5004 047-491-6654
20. 3. 2 セ ル テック フィル タ ー Ｍ Ｋ 型 20-002-5005 047-491-6654
17. 12. 15 Ｓ Ｋ グ リ ス フ ィ ル タ ー Ⅱ 17-002-5103 ㈱ サ ニ ク リ ー ン 03-3276-7274
18. 6. 26 ユ ニ フ ィ ル タ ー 18-002-5301 ㈱ ユ ニ マ ッ ト ラ イ フ 03-5770-2050
22. 2. 7 Ｊ フ ィ ル タ ー 22-002-5401 シ ー バ イ エ ス ㈱ 045-640-2348
18. 4. 25 Ｊ フ ィ ル タ ー Ｂ 型 18-002-5402 045-640-2348
19. 8. 28 Ｆ Ｃ ’ ０ ９ 19-002-5501 ㈱ H A L T O N 03-5533-8840

認定日 技術基準適合品 認定製品コード 会社名 電話番号
17. 6. 29 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー 17-002-5801

山 岡 金 属 工 業 ㈱
06-6996-2351

21. 2. 1 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー Ⅲ 21-002-5803 06-6996-2351
20. 8. 4 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー Ⅳ 20-002-5804 06-6996-2351
22. 2. 7 Ｅ Ｃ Ｏ ウ ェ ー ブ 22-002-5901 オ ピ ニ オ ン ㈱ 03-5545-1691
21. 2. 1 Ｅ Ｃ Ｏ ウ ェ ー ブ α 21-002-5902 03-5545-1691
21. 8. 24 プ ラ ス ワ ン 21-002-4401

㈱ 日 工 テ ク ノ
0480-36-1431

17. 10. 24 プ ラ ス ワ ン ・ ス ー パ ー 17-002-6001 0480-36-1431
２０. 3. 2 プ ラ ス ワ ン ・ ス ー パ ー ・ ネ オ 20-002-6002 0480-36-1431
17. 8. 29 Ｄ Ｆ フ ィ ル タ ー 17-002-6201 ㈱ ダ イ フ ィ ル 06-6746-3773
19. 8. 28 Ｄ Ｖ Ｓ フ ィ ル タ ー 19-002-6203 06-6746-3773
20. 10. 12 ア ル フ ァ フ ィ ル タ ー Ⅱ 20-002-6502 セ コ ム ア ル フ ァ ㈱ 03-3351-5338
17. 8. 29 Ｃ Ｅ Ｒ 　 Ｓ Ｕ Ｐ Ｅ Ｒ 17-002-6901 ㈱ シ ー・イ ー・ア ー ル 0466-83-4411
21. 12. 6 Ｈ １ フ ィ ル タ ー 21-002-7101 ㈱ ア ル テ ッ ク 九 州 0944-85-5011
21. 8. 24 Ｃ Ｄ フ ィ ル タ ー 21-002-7102 0944-85-5011
17. 3. 8 グ リ ス カ ッ ト 17-002-7201 ㈱ ク リ エ 053-401-5881
19. 8. 28 Ｘ Ｇ Ｓ グ リ ス フ ィ ル タ ー 19-002-7401 ㈱ 村 幸 03-5777-0011
20. 8. 4 ウ ォ シ ュ フ ィ ル タ ー 20-002-7501 サ ン タ ㈱ 076-268-2941
18. 2. 28 オ リ オ フ ィ ル タ ー 18-002-7601 協 立 エ ア テ ッ ク ㈱ 092-948-5065
18. 6. 26 グ リ ス フ ィ ル タ ー ７ ５ 18-002-7602 092-948-5065

●グリスエクストラクター技術基準適合品
18. 4. 25 ゲイロードベンチレーターＣＧ３-ＢＤＬ 18-001-0102 ㈱ 村 幸 03-5777-0011
19. 8. 28 エ ア ロ ギ ミ ッ ク 19-001-0501 ㈱ ク ラ コ 06-6222-6711

●グリスセパレーター技術基準適合品
17. 8. 29 エ ア ロ ・ ウ ェ イ 17-003-0201 ㈱ ク ラ コ 06-6222-6711
19. 8. 28 Ｓ Ｏ ＩＬ  Ｓ Ｃ Ｒ Ｕ Ｂ Ｂ Ｅ Ｒ 19-003-0801 ㈱ 加 藤 厨 房 設 備 03-3745-3141
21. 10. 19 ア ク ア ク リ ー ン シ ス テ ム 21-003-0901 日 本 エ ス シ ー ㈱ 03-3221-7911
21. 5. 11 ぶ く ぶ く ジ ェ ッ ト 21-003-1004 ト ー シ ョ ー 機 材 ㈱ 03-3615-6011
21. 8. 24 バ ブ ル フ ィ ル タ ー 21-003-1604 ホ ー コ ス ㈱ 084-922-2855
21. 5. 11 ミ ス ト ロ ン 21-003-1801 サ ン タ ㈱ 076-268-2941
17. 3. 22 ミ ス ト ロ ン m i n i 17-003-1802 076-268-2941
21. 5. 11 Ｎ Ｄ Ｃ ぶ く ぶ く ジ ェ ッ ト 21-003-1901 日 本 ド ラ イ ケ ミカ ル ㈱ 03-3599-9500
19. 12. 19 バブルクリーンフード KC5-75FU型 19-003-2001 ㈱ ク リ エ 053-401-5881
2020 年度　交付ラベル　131,800 枚
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工業会認定グリスフィルター、エクストラクター、
セパレーターに基準適合ラベルを貼付
工業会では、業務用厨房設備に付属するグリス除去装置（グリスフィルター、エ
クストラクター、セパレーター）については、「業務用厨房設備に付属するグリス
除去装置の技術基準」（日本厨房工業会の自主基準）に基づく試験を実施しており
ます。基準適合品には工業会認定のラベルを貼付し、市町村条例等で定められるグ
リス除去装置に関する規程等に適合したものとして取り扱われております。 ラベル見本

99-002-9999

●グリスフィルター技術基準適合品
認定日 技術基準適合品 認定製品コード 会社名 電話番号

17. 8. 29 ダ ブ ル チ ェ ッ ク 17-002-0201

㈱ ク ラ コ

06-6222-6711
20. 8. 4 ダ ブ ル チ ェ ッ ク Ｌ Ｌ 20-002-0202 06-6222-6711
20. 8. 4 ダ ブ ル チ ェ ッ ク Ｍ 型 20-002-0203 06-6222-6711
19. 8. 28 グ リ ー ス ダ ン パ ー 19-002-0204 06-6222-6711
21. 8. 24 バ ッ フ レ ッ シ ュ Ⅱ 21-002-1302 ㈱ ア ク シ ー 06-6682-2251
21. 2. 1 ファ イ ヤ ー グ リ ス フィル タ ー 21-002-1404 ㈱ 深 川 製 作 所 048-223-3111
21. 2. 1 フ ァ イ ヤ ー プ ル ー フ Ⅲ 型 21-002-1502 新 成 工 業 ㈱ 03-3403-4511
17. 6. 29 フ ァ イ ヤ ー プ ル ー フ Ⅳ 型 17-002-1504 03-3403-4511
19. 8. 28 グ リ ー サ ー 19-002-1701 ホ ー コ ス ㈱ 084-922-2855
19. 8. 28 Ｖ フ ィ ル タ ー 19-002-1704 084-922-2855
21. 2. 1 Ｊ Ｇ Ｚ グ リ ス フ ィ ル タ ー 21-002-2004 日 本 設 備 企 画 ㈱ 06-6266-2895
19. 2. 13 エ ー ス フ ィ ル タ ー 19-002-2601

エ ー ス 工 機 ㈱

03-3843-4851
19. 2. 13 ニ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-2604 03-3843-4851
18. 6. 26 チ ャ コ フ ィ ル タ ー 18-002-2605 03-3843-4851
17. 11. 20 ト ッ プ フ ィ ル タ ー ０ １ 17-002-2606 03-3843-4851
20. 8. 4 A F B フ ィ ル タ ー 20-002-2607 03-3843-4851
20. 8. 4 A B フ ィ ル タ ー 20-002-2608 03-3843-4851
19. 8. 28 ク リ ー ン テ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-2701 ク リ ー ン テ ッ ク ㈱ 042-939-1635
18. 6. 26 ニ ュ ー オ ン リ ー ワ ン 18-002-2803 ㈱ 安 達 工 業 0766-28-8100
21. 12. 6 ニ ュ ー オ ン リ ー ワ ン ( 薄 型 ) 21-002-2804 0766-28-8100
21. 8. 24 Ｅ Ｘ グ リ ス フ ィ ル タ ー 21-002-2902 ㈱ エ ル ク 03-5379-1522
21. 8. 24 ＥＸグリス フィル タ ーＰタ イプ 21-002-2903 03-5379-1522
19. 10. 28 ラ ン ズ テ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-3002 ㈱ ラ ン ズ 03-5845-5817
19. 10. 28 エ イ エ ル フ ィ ル タ ー 19-002-3501 ㈱ エ イ エ ル 工 業 044-555-1185
21. 10. 19 ス ー パ ークリーンフィルターⅡ 21-002-3902 津 守 興 業 ㈱ 048-222-6187
21. 10. 19 ス ー パ ークリーンフィルターⅢ 21-002-3903 048-222-6187
21. 5. 11 カルミックグリスフィルターＧＦ－Ｆ 21-002-4001 日 本 カ ル ミ ッ ク ㈱ 03-4586-5588
21. 5. 11 カルミックグリスフィルターＧＦ－Ｌ 21-002-4005 03-4586-5588
21. 8. 24 グ リ ス フ ィ ル タ ー Ｌ ８ 型 21-002-4201

㈱ ダ ス キ ン
06-6821-5186

21. 8. 24 グ リ ス フ ィル タ ー Ｌ３－ Ⅲ 型 21-002-4204 06-6821-5186
19. 4. 3 グ リ ス フ ィ ル タ ー H 型 19-002-4205 06-6821-5186
17. 8. 29 コ ー ワ ・ ク リ ー ン ポ ー ト 17-002-4801 ㈱ ア ク ア エ ア ー 045-410-6208
17. 8. 29 ソ ー レ Ⅱ 型 17-002-4904 日 之 出 ㈱ 0532-31-2237
22. 2. 7 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー Ｌ 型 22-002-5001

㈱ セ ル テ ッ ク

047-491-6654
18. 4. 25 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー B 型 18-002-5002 047-491-6654
18. 12. 4 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー Ｍ 型 18-002-5004 047-491-6654
20. 3. 2 セ ル テック フィル タ ー Ｍ Ｋ 型 20-002-5005 047-491-6654
17. 12. 15 Ｓ Ｋ グ リ ス フ ィ ル タ ー Ⅱ 17-002-5103 ㈱ サ ニ ク リ ー ン 03-3276-7274
18. 6. 26 ユ ニ フ ィ ル タ ー 18-002-5301 ㈱ ユ ニ マ ッ ト ラ イ フ 03-5770-2050
22. 2. 7 Ｊ フ ィ ル タ ー 22-002-5401 シ ー バ イ エ ス ㈱ 045-640-2348
18. 4. 25 Ｊ フ ィ ル タ ー Ｂ 型 18-002-5402 045-640-2348
19. 8. 28 Ｆ Ｃ ’ ０ ９ 19-002-5501 ㈱ H A L T O N 03-5533-8840

認定日 技術基準適合品 認定製品コード 会社名 電話番号
17. 6. 29 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー 17-002-5801

山 岡 金 属 工 業 ㈱
06-6996-2351

21. 2. 1 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー Ⅲ 21-002-5803 06-6996-2351
20. 8. 4 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー Ⅳ 20-002-5804 06-6996-2351
22. 2. 7 Ｅ Ｃ Ｏ ウ ェ ー ブ 22-002-5901 オ ピ ニ オ ン ㈱ 03-5545-1691
21. 2. 1 Ｅ Ｃ Ｏ ウ ェ ー ブ α 21-002-5902 03-5545-1691
21. 8. 24 プ ラ ス ワ ン 21-002-4401

㈱ 日 工 テ ク ノ
0480-36-1431

17. 10. 24 プ ラ ス ワ ン ・ ス ー パ ー 17-002-6001 0480-36-1431
２０. 3. 2 プ ラ ス ワ ン ・ ス ー パ ー ・ ネ オ 20-002-6002 0480-36-1431
17. 8. 29 Ｄ Ｆ フ ィ ル タ ー 17-002-6201 ㈱ ダ イ フ ィ ル 06-6746-3773
19. 8. 28 Ｄ Ｖ Ｓ フ ィ ル タ ー 19-002-6203 06-6746-3773
20. 10. 12 ア ル フ ァ フ ィ ル タ ー Ⅱ 20-002-6502 セ コ ム ア ル フ ァ ㈱ 03-3351-5338
17. 8. 29 Ｃ Ｅ Ｒ 　 Ｓ Ｕ Ｐ Ｅ Ｒ 17-002-6901 ㈱ シ ー・イ ー・ア ー ル 0466-83-4411
21. 12. 6 Ｈ １ フ ィ ル タ ー 21-002-7101 ㈱ ア ル テ ッ ク 九 州 0944-85-5011
21. 8. 24 Ｃ Ｄ フ ィ ル タ ー 21-002-7102 0944-85-5011
17. 3. 8 グ リ ス カ ッ ト 17-002-7201 ㈱ ク リ エ 053-401-5881
19. 8. 28 Ｘ Ｇ Ｓ グ リ ス フ ィ ル タ ー 19-002-7401 ㈱ 村 幸 03-5777-0011
20. 8. 4 ウ ォ シ ュ フ ィ ル タ ー 20-002-7501 サ ン タ ㈱ 076-268-2941
18. 2. 28 オ リ オ フ ィ ル タ ー 18-002-7601 協 立 エ ア テ ッ ク ㈱ 092-948-5065
18. 6. 26 グ リ ス フ ィ ル タ ー ７ ５ 18-002-7602 092-948-5065

●グリスエクストラクター技術基準適合品
18. 4. 25 ゲイロードベンチレーターＣＧ３-ＢＤＬ 18-001-0102 ㈱ 村 幸 03-5777-0011
19. 8. 28 エ ア ロ ギ ミ ッ ク 19-001-0501 ㈱ ク ラ コ 06-6222-6711

●グリスセパレーター技術基準適合品
17. 8. 29 エ ア ロ ・ ウ ェ イ 17-003-0201 ㈱ ク ラ コ 06-6222-6711
19. 8. 28 Ｓ Ｏ ＩＬ  Ｓ Ｃ Ｒ Ｕ Ｂ Ｂ Ｅ Ｒ 19-003-0801 ㈱ 加 藤 厨 房 設 備 03-3745-3141
21. 10. 19 ア ク ア ク リ ー ン シ ス テ ム 21-003-0901 日 本 エ ス シ ー ㈱ 03-3221-7911
21. 5. 11 ぶ く ぶ く ジ ェ ッ ト 21-003-1004 ト ー シ ョ ー 機 材 ㈱ 03-3615-6011
21. 8. 24 バ ブ ル フ ィ ル タ ー 21-003-1604 ホ ー コ ス ㈱ 084-922-2855
21. 5. 11 ミ ス ト ロ ン 21-003-1801 サ ン タ ㈱ 076-268-2941
17. 3. 22 ミ ス ト ロ ン m i n i 17-003-1802 076-268-2941
21. 5. 11 Ｎ Ｄ Ｃ ぶ く ぶ く ジ ェ ッ ト 21-003-1901 日 本 ド ラ イ ケ ミカ ル ㈱ 03-3599-9500
19. 12. 19 バブルクリーンフード KC5-75FU型 19-003-2001 ㈱ ク リ エ 053-401-5881
2020 年度　交付ラベル　131,800 枚
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工業会認定グリスフィルター、エクストラクター、
セパレーターに基準適合ラベルを貼付
工業会では、業務用厨房設備に付属するグリス除去装置（グリスフィルター、エ
クストラクター、セパレーター）については、「業務用厨房設備に付属するグリス
除去装置の技術基準」（日本厨房工業会の自主基準）に基づく試験を実施しており
ます。基準適合品には工業会認定のラベルを貼付し、市町村条例等で定められるグ
リス除去装置に関する規程等に適合したものとして取り扱われております。 ラベル見本

99-002-9999

●グリスフィルター技術基準適合品
認定日 技術基準適合品 認定製品コード 会社名 電話番号

17. 8. 29 ダ ブ ル チ ェ ッ ク 17-002-0201

㈱ ク ラ コ

06-6222-6711
20. 8. 4 ダ ブ ル チ ェ ッ ク Ｌ Ｌ 20-002-0202 06-6222-6711
20. 8. 4 ダ ブ ル チ ェ ッ ク Ｍ 型 20-002-0203 06-6222-6711
19. 8. 28 グ リ ー ス ダ ン パ ー 19-002-0204 06-6222-6711
21. 8. 24 バ ッ フ レ ッ シ ュ Ⅱ 21-002-1302 ㈱ ア ク シ ー 06-6682-2251
21. 2. 1 ファ イ ヤ ー グ リ ス フィル タ ー 21-002-1404 ㈱ 深 川 製 作 所 048-223-3111
21. 2. 1 フ ァ イ ヤ ー プ ル ー フ Ⅲ 型 21-002-1502 新 成 工 業 ㈱ 03-3403-4511
17. 6. 29 フ ァ イ ヤ ー プ ル ー フ Ⅳ 型 17-002-1504 03-3403-4511
19. 8. 28 グ リ ー サ ー 19-002-1701 ホ ー コ ス ㈱ 084-922-2855
19. 8. 28 Ｖ フ ィ ル タ ー 19-002-1704 084-922-2855
21. 2. 1 Ｊ Ｇ Ｚ グ リ ス フ ィ ル タ ー 21-002-2004 日 本 設 備 企 画 ㈱ 06-6266-2895
19. 2. 13 エ ー ス フ ィ ル タ ー 19-002-2601

エ ー ス 工 機 ㈱

03-3843-4851
19. 2. 13 ニ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-2604 03-3843-4851
18. 6. 26 チ ャ コ フ ィ ル タ ー 18-002-2605 03-3843-4851
17. 11. 20 ト ッ プ フ ィ ル タ ー ０ １ 17-002-2606 03-3843-4851
20. 8. 4 A F B フ ィ ル タ ー 20-002-2607 03-3843-4851
20. 8. 4 A B フ ィ ル タ ー 20-002-2608 03-3843-4851
19. 8. 28 ク リ ー ン テ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-2701 ク リ ー ン テ ッ ク ㈱ 042-939-1635
18. 6. 26 ニ ュ ー オ ン リ ー ワ ン 18-002-2803 ㈱ 安 達 工 業 0766-28-8100
21. 12. 6 ニ ュ ー オ ン リ ー ワ ン ( 薄 型 ) 21-002-2804 0766-28-8100
21. 8. 24 Ｅ Ｘ グ リ ス フ ィ ル タ ー 21-002-2902 ㈱ エ ル ク 03-5379-1522
21. 8. 24 ＥＸグリス フィル タ ーＰタ イプ 21-002-2903 03-5379-1522
19. 10. 28 ラ ン ズ テ ッ ク フ ィ ル タ ー 19-002-3002 ㈱ ラ ン ズ 03-5845-5817
19. 10. 28 エ イ エ ル フ ィ ル タ ー 19-002-3501 ㈱ エ イ エ ル 工 業 044-555-1185
21. 10. 19 ス ー パ ークリーンフィルターⅡ 21-002-3902 津 守 興 業 ㈱ 048-222-6187
21. 10. 19 ス ー パ ークリーンフィルターⅢ 21-002-3903 048-222-6187
21. 5. 11 カルミックグリスフィルターＧＦ－Ｆ 21-002-4001 日 本 カ ル ミ ッ ク ㈱ 03-4586-5588
21. 5. 11 カルミックグリスフィルターＧＦ－Ｌ 21-002-4005 03-4586-5588
21. 8. 24 グ リ ス フ ィ ル タ ー Ｌ ８ 型 21-002-4201

㈱ ダ ス キ ン
06-6821-5186

21. 8. 24 グ リ ス フ ィル タ ー Ｌ３－ Ⅲ 型 21-002-4204 06-6821-5186
19. 4. 3 グ リ ス フ ィ ル タ ー H 型 19-002-4205 06-6821-5186
17. 8. 29 コ ー ワ ・ ク リ ー ン ポ ー ト 17-002-4801 ㈱ ア ク ア エ ア ー 045-410-6208
17. 8. 29 ソ ー レ Ⅱ 型 17-002-4904 日 之 出 ㈱ 0532-31-2237
22. 2. 7 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー Ｌ 型 22-002-5001

㈱ セ ル テ ッ ク

047-491-6654
18. 4. 25 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー B 型 18-002-5002 047-491-6654
18. 12. 4 セ ル テ ッ ク フ ィ ル タ ー Ｍ 型 18-002-5004 047-491-6654
20. 3. 2 セ ル テック フィル タ ー Ｍ Ｋ 型 20-002-5005 047-491-6654
17. 12. 15 Ｓ Ｋ グ リ ス フ ィ ル タ ー Ⅱ 17-002-5103 ㈱ サ ニ ク リ ー ン 03-3276-7274
18. 6. 26 ユ ニ フ ィ ル タ ー 18-002-5301 ㈱ ユ ニ マ ッ ト ラ イ フ 03-5770-2050
22. 2. 7 Ｊ フ ィ ル タ ー 22-002-5401 シ ー バ イ エ ス ㈱ 045-640-2348
18. 4. 25 Ｊ フ ィ ル タ ー Ｂ 型 18-002-5402 045-640-2348
19. 8. 28 Ｆ Ｃ ’ ０ ９ 19-002-5501 ㈱ H A L T O N 03-5533-8840

認定日 技術基準適合品 認定製品コード 会社名 電話番号
17. 6. 29 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー 17-002-5801

山 岡 金 属 工 業 ㈱
06-6996-2351

21. 2. 1 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー Ⅲ 21-002-5803 06-6996-2351
20. 8. 4 チ ャ ン ト ル フ ィ ル タ ー Ⅳ 20-002-5804 06-6996-2351
22. 2. 7 Ｅ Ｃ Ｏ ウ ェ ー ブ 22-002-5901 オ ピ ニ オ ン ㈱ 03-5545-1691
21. 2. 1 Ｅ Ｃ Ｏ ウ ェ ー ブ α 21-002-5902 03-5545-1691
21. 8. 24 プ ラ ス ワ ン 21-002-4401

㈱ 日 工 テ ク ノ
0480-36-1431

17. 10. 24 プ ラ ス ワ ン ・ ス ー パ ー 17-002-6001 0480-36-1431
２０. 3. 2 プ ラ ス ワ ン ・ ス ー パ ー ・ ネ オ 20-002-6002 0480-36-1431
17. 8. 29 Ｄ Ｆ フ ィ ル タ ー 17-002-6201 ㈱ ダ イ フ ィ ル 06-6746-3773
19. 8. 28 Ｄ Ｖ Ｓ フ ィ ル タ ー 19-002-6203 06-6746-3773
20. 10. 12 ア ル フ ァ フ ィ ル タ ー Ⅱ 20-002-6502 セ コ ム ア ル フ ァ ㈱ 03-3351-5338
17. 8. 29 Ｃ Ｅ Ｒ 　 Ｓ Ｕ Ｐ Ｅ Ｒ 17-002-6901 ㈱ シ ー・イ ー・ア ー ル 0466-83-4411
21. 12. 6 Ｈ １ フ ィ ル タ ー 21-002-7101 ㈱ ア ル テ ッ ク 九 州 0944-85-5011
21. 8. 24 Ｃ Ｄ フ ィ ル タ ー 21-002-7102 0944-85-5011
17. 3. 8 グ リ ス カ ッ ト 17-002-7201 ㈱ ク リ エ 053-401-5881
19. 8. 28 Ｘ Ｇ Ｓ グ リ ス フ ィ ル タ ー 19-002-7401 ㈱ 村 幸 03-5777-0011
20. 8. 4 ウ ォ シ ュ フ ィ ル タ ー 20-002-7501 サ ン タ ㈱ 076-268-2941
18. 2. 28 オ リ オ フ ィ ル タ ー 18-002-7601 協 立 エ ア テ ッ ク ㈱ 092-948-5065
18. 6. 26 グ リ ス フ ィ ル タ ー ７ ５ 18-002-7602 092-948-5065

●グリスエクストラクター技術基準適合品
18. 4. 25 ゲイロードベンチレーターＣＧ３-ＢＤＬ 18-001-0102 ㈱ 村 幸 03-5777-0011
19. 8. 28 エ ア ロ ギ ミ ッ ク 19-001-0501 ㈱ ク ラ コ 06-6222-6711

●グリスセパレーター技術基準適合品
17. 8. 29 エ ア ロ ・ ウ ェ イ 17-003-0201 ㈱ ク ラ コ 06-6222-6711
19. 8. 28 Ｓ Ｏ ＩＬ  Ｓ Ｃ Ｒ Ｕ Ｂ Ｂ Ｅ Ｒ 19-003-0801 ㈱ 加 藤 厨 房 設 備 03-3745-3141
21. 10. 19 ア ク ア ク リ ー ン シ ス テ ム 21-003-0901 日 本 エ ス シ ー ㈱ 03-3221-7911
21. 5. 11 ぶ く ぶ く ジ ェ ッ ト 21-003-1004 ト ー シ ョ ー 機 材 ㈱ 03-3615-6011
21. 8. 24 バ ブ ル フ ィ ル タ ー 21-003-1604 ホ ー コ ス ㈱ 084-922-2855
21. 5. 11 ミ ス ト ロ ン 21-003-1801 サ ン タ ㈱ 076-268-2941
17. 3. 22 ミ ス ト ロ ン m i n i 17-003-1802 076-268-2941
21. 5. 11 Ｎ Ｄ Ｃ ぶ く ぶ く ジ ェ ッ ト 21-003-1901 日 本 ド ラ イ ケ ミカ ル ㈱ 03-3599-9500
19. 12. 19 バブルクリーンフード KC5-75FU型 19-003-2001 ㈱ ク リ エ 053-401-5881
2020 年度　交付ラベル　131,800 枚

１日（火）ビキニ・デー、労働法施行記念日、豚の日
３日（木）雛祭、耳の日、金魚の日
４日（金）円の日、雑誌の日
５日（土）サンゴの日
６日（日）弟の日
７日（月）消防記念日
８日（火）ミツバチの日、みやげの日、国際女性デー
９日（水）ありがとうの日、漁業法記念日、記念切手

記念日、レコード針の日
10日（木）砂糖の日、佐渡の日、水戸の日、ミントの日
12日（土）サイフの日
13日（日）サンドイッチデー
14日（月）ホワイトデー、キャンデーの日、マシュマロデー

15日（火）靴の記念日、オリーブの日
16日（水）十六団子
18日（金）彼岸入り
20日（日）電卓の日
21日（月）春分の日、ランドセルの日
24日（木）彼岸明け、ホスピタリティ・デー
25日（金）電気記念日
27日（日）さくらの日
28日（月）三つ葉の日
29日（火）マリモの日、

八百屋お七の日

■ 3月（弥生） ■

K K
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020710-01_ 月刊厨房 2022 年 3月号 _会員一覧

トーショー機材㈱
㈱TOSEI
トランスゲイト㈱
㈱中西製作所 東京支店
ニチワ電機㈱ 東京支店
日産設備工業㈱
㈱ニット技研
日本エスシー㈱
日本給食設備㈱
日本洗浄機㈱
日本調理機㈱
㈱ハッピージャパン
パナソニック産機システムズ㈱
パナソニック産機システムズ㈱コールドチェーン事業本部
㈱HALTON
ヒゴグリラー㈱ 東京営業所
フクシマガリレイ㈱ 東日本支社
㈱富士工業所
㈱フジマック
㈲藤村製作所
㈱ブロス
ホシザキ東京㈱
細山熱器㈱
ホバート・ジャパン㈱
MEIKO Clean Solutions Japan（株）
㈱マグナ
マッハ機器㈱
㈱マルキキッチンテクノ
㈱マルゼン
三浦工業㈱
㈲美濃製作所
㈱村幸
㈱ラショナル・ジャパン
㈱ラックランド
ワシオ厨理工業㈱
㈱和田製作所

◆ 神奈川県
㈱エイエル工業
エイシン電機㈱
クールフライヤー㈱
㈱三栄コーポレーションリミテッド
㈱ゼロカラ
タイジ㈱
㈲大洋
タマ設備工業㈱
富士工業㈱
㈱両津工業

◆ 新潟県
サカタ調理機㈱
スギコ産業㈱
㈱ハイサーブウエノ
㈱ハシモト

◆ 山梨県
石川調理機㈱

◆ 長野県
㈱伊東電機工作所
テクノ・フードシステム㈱

●東海北陸支部
◆ 富山県
㈱安達工業
㈱富士厨機
ヤマヤ物産㈲

◆ 石川県
アサヒ装設㈱
サンタ㈱
ホシザキ北信越㈱

㈱ウエテック研究所
ウチダステンレス工業㈱
㈱エム・アイ・ケー
桐山工業㈱
クリーンテック㈱
㈲敬和
㈱河野製作所
㈱伸和商会
仲産業㈱
㈱中西製作所 北関東支店
㈱深川製作所
㈱扶洋 関東支店
㈱モリチュウ
ライステクノプロダクト㈱

◆ 千葉県
㈱関東三貴
㈱セルテック
㈱千葉工業所
㈱野田ハッピー

◆ 東京都
㈱AIHO 東京支店
秋元ステンレス工業㈱
アサヒ装設㈱ 東京営業所
東産業㈱
㈱泉設備
㈱ISEKIトータルライフサービス
イトヤ㈱
㈱上野製作所
エース工機㈱
㈱エフ・エム・アイ 東京本社
エレクター㈱
エレクトロラックス・プロフェッショナル・ジャパン㈱
㈱エレミック
㈱オーディオテクニカ
凰商事㈱
㈱大穂製作所 東京営業所
オピニオン㈱
オルガノ㈱
㈱カジワラキッチンサプライ
㈱加藤厨房設備
㈱キシ・トレーディング
北沢産業㈱
キッチンテクノ㈱
㈱キャニオン
国立厨房サービス㈱
クマノ厨房工業㈱
クリタック㈱
クリナップ㈱
コネクテッドロボティクス㈱
㈱コメットカトウ 東京支店
三幸㈱
㈱サンテックコーポレーション
サンデン・リテールシステム㈱
㈱シー・エス・シー
JFE商事鉄鋼建材㈱
㈱正和
新成工業㈱
新日本厨機㈱
シンプロメンテ㈱
セコムアルファ㈱
大成工業㈱
タニコー㈱
㈱椿厨房具製作所
㈱照姫
㈱戸井田製作所
東英商事㈱
東京超音波技研㈱
東京板金工業㈱
東都ビル整備工業㈱
トーエイ工業㈱

●北海道支部
エレクター㈱ 札幌オフィス
㈱AIHO 札幌支店
北沢産業㈱ 札幌支店
㈲北見厨房
㈱コメットカトウ 札幌営業所
サンスチール工業㈱
㈱白石製作所
タニコー㈱ 北海道事業部
厨房サービス㈱
㈱中西製作所 北海道支店
ニチワ電機㈱ 札幌営業所
日本調理機㈱ 北海道支店
パナソニック産機システムズ㈱ 北海道支店
フクシマガリレイ㈱ 北海道支店
㈱フジマック 札幌営業所
㈱ホワイトスチール工業
㈱マルゼン 札幌支店
㈱リポートサービス北海道

●東北支部
◆ 岩手県
㈱AIHO 盛岡営業所
三機商事㈱

◆ 宮城県
㈱エフ・エム・アイ 仙台営業所
エレクター㈱ 仙台オフィス
㈱大穂製作所 仙台営業所
北沢産業㈱ 仙台支店
㈱コメットカトウ 仙台営業所
タニコー㈱ 東北事業部
東北アイホー調理機㈱
㈱TOSEI 東京支社 東北営業所
㈱中西製作所 東北支店
ニチワ電機㈱ 仙台営業所
日本洗浄機㈱ 仙台営業所
日本調理機㈱ 東北支店
パナソニック産機システムズ㈱ 東北支店
フクシマガリレイ㈱ 南東北支店
㈱フジマック 東北事業部
㈱北拓機工
ホシザキ東北㈱
㈱マルゼン 仙台営業所
三浦工業㈱ 食機仙台営業課

◆ 秋田県
㈲ケーエムイー
新日産業㈱

◆ 山形県
エスキー工機㈱
㈱三陽製作所
せんじん商事㈱

◆ 福島県
㈲浅川製作所

●関東支部
◆ 茨城県
三英物産㈱
東邦厨房㈱

◆ 群馬県
伊東電機関東販売㈱
㈱大道産業
パナソニック㈱アプライアンス社
㈲坂東厨房

◆ 埼玉県
㈲イー・ジャパン・フード・サービス
㈱ウィンターハルター・ジャパン

パナソニック産機システムズ㈱ 九州支店
フクシマガリレイ㈱ 西日本支社
㈱フジマック 九州事業部
㈱フジマックネオ
ホシザキ北九㈱
細山熱器㈱ 福岡営業所
㈲丸枝
㈱マルゼン 福岡支店

◆ 佐賀県
㈱中島製作所

◆ 長崎県
㈱長崎日調

◆ 大分県
㈱中栄工業

◆ 宮崎県
㈲丸一厨房

◆ 鹿児島県
ホシザキ南九㈱
メイワ冷熱工業㈱

◆ 沖縄県
ホシザキ沖縄㈱

賛助
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
S・TEC㈱
岡山ガス㈱
（株）オリエンタルランド
関西電力㈱
キッチン・バス工業会
九州電力㈱
西部ガス㈱
シーバイエス㈱
四国電力㈱
商工サービス㈱
仙台市ガス局
Daigasエナジー㈱
中央職業能力開発協会
中国電力㈱
中部電力ミライズ㈱
東京ガス㈱
東京サラヤ㈱
東京電力エナジーパートナー㈱
東邦ガス㈱
東北電力㈱
一般社団法人日本エレクトロヒートセンター
一般財団法人日本ガス機器検査協会
一般社団法人日本ガス協会
公益社団法人日本給食サービス協会
一般社団法人日本能率協会
一般社団法人日本フードサービス協会
公益社団法人日本メディカル給食協会
一般社団法人日本弁当サービス協会
広島ガス㈱
北海道ガス㈱

◆ 岡山県
㈱AIHO 岡山営業所
㈲オリエンタル物産
㈱食品環境研究所
㈱創研厨房
綜合厨器㈱
タカラ産業㈱
㈱中西製作所 岡山営業所
㈱BSS
ビナン厨器㈱
㈱福井廚房
フクシマガリレイ㈱ 岡山支店
㈱マルゼン 岡山営業所
山県化学㈱

◆ 広島県
エレクター㈱ 広島オフィス
北沢産業㈱ 広島支店
㈱ケーツーエス
タニコー㈱ 中国四国事業部
㈱TOSEI 関西支店 広島営業所
㈱中西製作所 中四国支店
ニチワ電機㈱ 広島営業所
日本調理機㈱ 中四国支店
パナソニック産機システムズ㈱ 中四国支店
広島アイホー調理機㈱
フクシマガリレイ㈱ 広島支店
㈱フジマック 中四国事業部
㈱フロムシステムダイレクト
ホーコス㈱
ホシザキ中国㈱
㈱丸八

◆ 徳島県
㈲東四国厨房設備

◆ 香川県
㈱サムソン
四国厨房器製造㈱
㈱中西製作所 高松営業所
ニチワ電機㈱ 高松営業所
フクシマガリレイ㈱ 四国支店松山営業所
ホシザキ四国㈱

◆ 愛媛県
北沢産業㈱ 松山支店
㈲厨房のウエマツ
㈱マクロキッチンキグ フジ

◆ 高知県
㈱丸三

●九州支部
◆ 福岡県
㈱AIHO 九州支店
アサヒ装設㈱ 福岡営業所
伊藤産業㈱
エムケー厨設㈱
エレクター㈱ 福岡オフィス
王子テック㈱
㈱大穂製作所
押切電機㈱ 福岡営業所
北沢産業㈱ 福岡支店
協立エアテック㈱
㈱コメットカトウ 九州営業所
タニコー㈱ 九州事業部
㈱TOSEI 九州支店
㈱中西製作所 九州支店
西日本ステンレス工業㈱
ニチワ電機㈱ 福岡営業所
㈱日本エコテクノ
日本洗浄機㈱ 福岡営業所
日本調理機㈱ 九州支店

㈱八木厨房機器製作所

◆ 大阪府
HKI Japan㈱
エレクター㈱ 大阪支店
㈱AIHO 大阪支店
アサヒ装設㈱ 大阪営業所
ACE厨設㈱
㈱エフ・エム・アイ 大阪本社
エレクトロラックス・プロフェッショナル・ジャパン㈱ 大阪支店
王子テック㈱ 大阪支店
㈱大穂製作所 大阪営業所
押切電機㈱ 大阪営業所
㈱尾高厨房器製作所
関西スチールネット㈱
北沢産業㈱ 大阪支店
㈱クラコ
㈱晃成技研
晃洋厨機㈱
㈱コメットカトウ 大阪営業所
㈱サミー
㈱サンアクティス
三宝ステンレス工業㈱
三和厨房㈱
㈱シルクインダストリー
㈱千田
㈱ぞう屋
タイジ㈱西日本営業所
㈱ダイフィル
大和冷機工業㈱
タニコー㈱ 関西事業部
㈱土谷金属
㈱TOSEI 関西支店
常盤ステンレス工業㈱
直本工業㈱
㈱中西製作所
ニチワ電機㈱ 大阪支店
日本洗浄機㈱ 大阪営業所
日本調理機㈱ 関西支店
パナソニック産機システムズ㈱ 近畿支店
ヒゴグリラー㈱
㈱ヒロ・インターキッチン
フクシマガリレイ㈱
㈱フジマック 近畿事業部
㈱扶洋
㈱逢光エンジニアリング
細田工業㈱
細山熱器㈱ 大阪営業所
ホバート・ジャパン㈱ 大阪支店
MASUI総合設備機器㈱
丸一㈱
㈱マルゼン 大阪支社
㈱明和製作所
山岡金属工業㈱
㈱ワーク

◆ 兵庫県
㈱浅井工業
後藤ステンレス産業
㈱ショウワ
ニチワ電機㈱
㈱明城製作所

◆ 奈良県
シンコー㈱

●中四国支部
◆ 鳥取県
㈲エフエスエーシステムズ

◆ 島根県
ホクサン厨機㈱

◆ 福井県
畑中厨房㈱
㈱ラボー

◆ 岐阜県
共栄産業㈱
㈱シンコー製作所
㈱セイコー

◆ 静岡県
泉工業㈱
㈱クリエ
三和厨理工業㈱
㈱TOSEI 静岡事業所
東洋厨機工業㈱
㈱中松
㈱早川製作所
㈱原川商店
マルゼン厨機㈱
山田冷機工業㈱

◆ 愛知県
㈲愛知厨房製作所
㈱AIHO
イシダ厨機㈱
㈱エムラ販売
エレクター㈱ 名古屋オフィス
押切電機㈱
兼八産業㈱
北沢産業㈱ 名古屋支店
㈱コメットカトウ
㈱CEK
シーケークリーンアド㈱
シンポ㈱
タニコー㈱ 東海事業部
中日厨房設備㈱
㈱厨林堂
㈱豊田エイタツ
㈱中西製作所 名古屋支店
ニチワ電機㈱ 名古屋支店
日本洗浄機㈱ 名古屋営業所
㈱日本厨房工業
日本調理機㈱ 中部支店
服部工業㈱
パナソニック産機システムズ㈱ 中部支店
㈱パロマ
フクシマガリレイ㈱ 中部支社
㈱フジマック 名古屋事業部
ホシザキ㈱
ホシザキ東海㈱
細山熱器㈱ 名古屋出張所
㈱マルゼン 名古屋支社
㈱メイトー
㈱ライチ
リンナイ㈱
㈱渡辺事務所

◆ 三重県
㈲アイジィエー
㈱ウサミ
スズカン㈱
㈱タチバナ製作所
㈱中部コーポレーション
㈱三重特機

●関西支部
◆ 滋賀県
大洋厨房㈱
髙橋金属

◆ 京都府
FKK㈱
シェルパ㈱

一般社団法人日本厨房工業会会員一覧
北海道から九州まで、
全国をフォローする
会員ネットワーク！

最新厨房設備機器の
納入から、飲食店・給
食施設の設備設計・
施工まで、業務用厨
房に関することは、
JFEA会員にお任せ
ください。

全405社
（2022年2月28日現在）

40　厨  房　2022.3



2022 年 2月15日初校

020710-01_ 月刊厨房 2022 年 3月号 _会員一覧

トーショー機材㈱
㈱TOSEI
トランスゲイト㈱
㈱中西製作所 東京支店
ニチワ電機㈱ 東京支店
日産設備工業㈱
㈱ニット技研
日本エスシー㈱
日本給食設備㈱
日本洗浄機㈱
日本調理機㈱
㈱ハッピージャパン
パナソニック産機システムズ㈱
パナソニック産機システムズ㈱コールドチェーン事業本部
㈱HALTON
ヒゴグリラー㈱ 東京営業所
フクシマガリレイ㈱ 東日本支社
㈱富士工業所
㈱フジマック
㈲藤村製作所
㈱ブロス
ホシザキ東京㈱
細山熱器㈱
ホバート・ジャパン㈱
MEIKO Clean Solutions Japan（株）
㈱マグナ
マッハ機器㈱
㈱マルキキッチンテクノ
㈱マルゼン
三浦工業㈱
㈲美濃製作所
㈱村幸
㈱ラショナル・ジャパン
㈱ラックランド
ワシオ厨理工業㈱
㈱和田製作所

◆ 神奈川県
㈱エイエル工業
エイシン電機㈱
クールフライヤー㈱
㈱三栄コーポレーションリミテッド
㈱ゼロカラ
タイジ㈱
㈲大洋
タマ設備工業㈱
富士工業㈱
㈱両津工業

◆ 新潟県
サカタ調理機㈱
スギコ産業㈱
㈱ハイサーブウエノ
㈱ハシモト

◆ 山梨県
石川調理機㈱

◆ 長野県
㈱伊東電機工作所
テクノ・フードシステム㈱

●東海北陸支部
◆ 富山県
㈱安達工業
㈱富士厨機
ヤマヤ物産㈲

◆ 石川県
アサヒ装設㈱
サンタ㈱
ホシザキ北信越㈱

㈱ウエテック研究所
ウチダステンレス工業㈱
㈱エム・アイ・ケー
桐山工業㈱
クリーンテック㈱
㈲敬和
㈱河野製作所
㈱伸和商会
仲産業㈱
㈱中西製作所 北関東支店
㈱深川製作所
㈱扶洋 関東支店
㈱モリチュウ
ライステクノプロダクト㈱

◆ 千葉県
㈱関東三貴
㈱セルテック
㈱千葉工業所
㈱野田ハッピー

◆ 東京都
㈱AIHO 東京支店
秋元ステンレス工業㈱
アサヒ装設㈱ 東京営業所
東産業㈱
㈱泉設備
㈱ISEKIトータルライフサービス
イトヤ㈱
㈱上野製作所
エース工機㈱
㈱エフ・エム・アイ 東京本社
エレクター㈱
エレクトロラックス・プロフェッショナル・ジャパン㈱
㈱エレミック
㈱オーディオテクニカ
凰商事㈱
㈱大穂製作所 東京営業所
オピニオン㈱
オルガノ㈱
㈱カジワラキッチンサプライ
㈱加藤厨房設備
㈱キシ・トレーディング
北沢産業㈱
キッチンテクノ㈱
㈱キャニオン
国立厨房サービス㈱
クマノ厨房工業㈱
クリタック㈱
クリナップ㈱
コネクテッドロボティクス㈱
㈱コメットカトウ 東京支店
三幸㈱
㈱サンテックコーポレーション
サンデン・リテールシステム㈱
㈱シー・エス・シー
JFE商事鉄鋼建材㈱
㈱正和
新成工業㈱
新日本厨機㈱
シンプロメンテ㈱
セコムアルファ㈱
大成工業㈱
タニコー㈱
㈱椿厨房具製作所
㈱照姫
㈱戸井田製作所
東英商事㈱
東京超音波技研㈱
東京板金工業㈱
東都ビル整備工業㈱
トーエイ工業㈱

●北海道支部
エレクター㈱ 札幌オフィス
㈱AIHO 札幌支店
北沢産業㈱ 札幌支店
㈲北見厨房
㈱コメットカトウ 札幌営業所
サンスチール工業㈱
㈱白石製作所
タニコー㈱ 北海道事業部
厨房サービス㈱
㈱中西製作所 北海道支店
ニチワ電機㈱ 札幌営業所
日本調理機㈱ 北海道支店
パナソニック産機システムズ㈱ 北海道支店
フクシマガリレイ㈱ 北海道支店
㈱フジマック 札幌営業所
㈱ホワイトスチール工業
㈱マルゼン 札幌支店
㈱リポートサービス北海道

●東北支部
◆ 岩手県
㈱AIHO 盛岡営業所
三機商事㈱

◆ 宮城県
㈱エフ・エム・アイ 仙台営業所
エレクター㈱ 仙台オフィス
㈱大穂製作所 仙台営業所
北沢産業㈱ 仙台支店
㈱コメットカトウ 仙台営業所
タニコー㈱ 東北事業部
東北アイホー調理機㈱
㈱TOSEI 東京支社 東北営業所
㈱中西製作所 東北支店
ニチワ電機㈱ 仙台営業所
日本洗浄機㈱ 仙台営業所
日本調理機㈱ 東北支店
パナソニック産機システムズ㈱ 東北支店
フクシマガリレイ㈱ 南東北支店
㈱フジマック 東北事業部
㈱北拓機工
ホシザキ東北㈱
㈱マルゼン 仙台営業所
三浦工業㈱ 食機仙台営業課

◆ 秋田県
㈲ケーエムイー
新日産業㈱

◆ 山形県
エスキー工機㈱
㈱三陽製作所
せんじん商事㈱

◆ 福島県
㈲浅川製作所

●関東支部
◆ 茨城県
三英物産㈱
東邦厨房㈱

◆ 群馬県
伊東電機関東販売㈱
㈱大道産業
パナソニック㈱アプライアンス社
㈲坂東厨房

◆ 埼玉県
㈲イー・ジャパン・フード・サービス
㈱ウィンターハルター・ジャパン

パナソニック産機システムズ㈱ 九州支店
フクシマガリレイ㈱ 西日本支社
㈱フジマック 九州事業部
㈱フジマックネオ
ホシザキ北九㈱
細山熱器㈱ 福岡営業所
㈲丸枝
㈱マルゼン 福岡支店

◆ 佐賀県
㈱中島製作所

◆ 長崎県
㈱長崎日調

◆ 大分県
㈱中栄工業

◆ 宮崎県
㈲丸一厨房

◆ 鹿児島県
ホシザキ南九㈱
メイワ冷熱工業㈱

◆ 沖縄県
ホシザキ沖縄㈱

賛助
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
S・TEC㈱
岡山ガス㈱
（株）オリエンタルランド
関西電力㈱
キッチン・バス工業会
九州電力㈱
西部ガス㈱
シーバイエス㈱
四国電力㈱
商工サービス㈱
仙台市ガス局
Daigasエナジー㈱
中央職業能力開発協会
中国電力㈱
中部電力ミライズ㈱
東京ガス㈱
東京サラヤ㈱
東京電力エナジーパートナー㈱
東邦ガス㈱
東北電力㈱
一般社団法人日本エレクトロヒートセンター
一般財団法人日本ガス機器検査協会
一般社団法人日本ガス協会
公益社団法人日本給食サービス協会
一般社団法人日本能率協会
一般社団法人日本フードサービス協会
公益社団法人日本メディカル給食協会
一般社団法人日本弁当サービス協会
広島ガス㈱
北海道ガス㈱

◆ 岡山県
㈱AIHO 岡山営業所
㈲オリエンタル物産
㈱食品環境研究所
㈱創研厨房
綜合厨器㈱
タカラ産業㈱
㈱中西製作所 岡山営業所
㈱BSS
ビナン厨器㈱
㈱福井廚房
フクシマガリレイ㈱ 岡山支店
㈱マルゼン 岡山営業所
山県化学㈱

◆ 広島県
エレクター㈱ 広島オフィス
北沢産業㈱ 広島支店
㈱ケーツーエス
タニコー㈱ 中国四国事業部
㈱TOSEI 関西支店 広島営業所
㈱中西製作所 中四国支店
ニチワ電機㈱ 広島営業所
日本調理機㈱ 中四国支店
パナソニック産機システムズ㈱ 中四国支店
広島アイホー調理機㈱
フクシマガリレイ㈱ 広島支店
㈱フジマック 中四国事業部
㈱フロムシステムダイレクト
ホーコス㈱
ホシザキ中国㈱
㈱丸八

◆ 徳島県
㈲東四国厨房設備

◆ 香川県
㈱サムソン
四国厨房器製造㈱
㈱中西製作所 高松営業所
ニチワ電機㈱ 高松営業所
フクシマガリレイ㈱ 四国支店松山営業所
ホシザキ四国㈱

◆ 愛媛県
北沢産業㈱ 松山支店
㈲厨房のウエマツ
㈱マクロキッチンキグ フジ

◆ 高知県
㈱丸三

●九州支部
◆ 福岡県
㈱AIHO 九州支店
アサヒ装設㈱ 福岡営業所
伊藤産業㈱
エムケー厨設㈱
エレクター㈱ 福岡オフィス
王子テック㈱
㈱大穂製作所
押切電機㈱ 福岡営業所
北沢産業㈱ 福岡支店
協立エアテック㈱
㈱コメットカトウ 九州営業所
タニコー㈱ 九州事業部
㈱TOSEI 九州支店
㈱中西製作所 九州支店
西日本ステンレス工業㈱
ニチワ電機㈱ 福岡営業所
㈱日本エコテクノ
日本洗浄機㈱ 福岡営業所
日本調理機㈱ 九州支店

㈱八木厨房機器製作所

◆ 大阪府
HKI Japan㈱
エレクター㈱ 大阪支店
㈱AIHO 大阪支店
アサヒ装設㈱ 大阪営業所
ACE厨設㈱
㈱エフ・エム・アイ 大阪本社
エレクトロラックス・プロフェッショナル・ジャパン㈱ 大阪支店
王子テック㈱ 大阪支店
㈱大穂製作所 大阪営業所
押切電機㈱ 大阪営業所
㈱尾高厨房器製作所
関西スチールネット㈱
北沢産業㈱ 大阪支店
㈱クラコ
㈱晃成技研
晃洋厨機㈱
㈱コメットカトウ 大阪営業所
㈱サミー
㈱サンアクティス
三宝ステンレス工業㈱
三和厨房㈱
㈱シルクインダストリー
㈱千田
㈱ぞう屋
タイジ㈱西日本営業所
㈱ダイフィル
大和冷機工業㈱
タニコー㈱ 関西事業部
㈱土谷金属
㈱TOSEI 関西支店
常盤ステンレス工業㈱
直本工業㈱
㈱中西製作所
ニチワ電機㈱ 大阪支店
日本洗浄機㈱ 大阪営業所
日本調理機㈱ 関西支店
パナソニック産機システムズ㈱ 近畿支店
ヒゴグリラー㈱
㈱ヒロ・インターキッチン
フクシマガリレイ㈱
㈱フジマック 近畿事業部
㈱扶洋
㈱逢光エンジニアリング
細田工業㈱
細山熱器㈱ 大阪営業所
ホバート・ジャパン㈱ 大阪支店
MASUI総合設備機器㈱
丸一㈱
㈱マルゼン 大阪支社
㈱明和製作所
山岡金属工業㈱
㈱ワーク

◆ 兵庫県
㈱浅井工業
後藤ステンレス産業
㈱ショウワ
ニチワ電機㈱
㈱明城製作所

◆ 奈良県
シンコー㈱

●中四国支部
◆ 鳥取県
㈲エフエスエーシステムズ

◆ 島根県
ホクサン厨機㈱

◆ 福井県
畑中厨房㈱
㈱ラボー

◆ 岐阜県
共栄産業㈱
㈱シンコー製作所
㈱セイコー

◆ 静岡県
泉工業㈱
㈱クリエ
三和厨理工業㈱
㈱TOSEI 静岡事業所
東洋厨機工業㈱
㈱中松
㈱早川製作所
㈱原川商店
マルゼン厨機㈱
山田冷機工業㈱

◆ 愛知県
㈲愛知厨房製作所
㈱AIHO
イシダ厨機㈱
㈱エムラ販売
エレクター㈱ 名古屋オフィス
押切電機㈱
兼八産業㈱
北沢産業㈱ 名古屋支店
㈱コメットカトウ
㈱CEK
シーケークリーンアド㈱
シンポ㈱
タニコー㈱ 東海事業部
中日厨房設備㈱
㈱厨林堂
㈱豊田エイタツ
㈱中西製作所 名古屋支店
ニチワ電機㈱ 名古屋支店
日本洗浄機㈱ 名古屋営業所
㈱日本厨房工業
日本調理機㈱ 中部支店
服部工業㈱
パナソニック産機システムズ㈱ 中部支店
㈱パロマ
フクシマガリレイ㈱ 中部支社
㈱フジマック 名古屋事業部
ホシザキ㈱
ホシザキ東海㈱
細山熱器㈱ 名古屋出張所
㈱マルゼン 名古屋支社
㈱メイトー
㈱ライチ
リンナイ㈱
㈱渡辺事務所

◆ 三重県
㈲アイジィエー
㈱ウサミ
スズカン㈱
㈱タチバナ製作所
㈱中部コーポレーション
㈱三重特機

●関西支部
◆ 滋賀県
大洋厨房㈱
髙橋金属

◆ 京都府
FKK㈱
シェルパ㈱

一般社団法人日本厨房工業会会員一覧
北海道から九州まで、
全国をフォローする
会員ネットワーク！

最新厨房設備機器の
納入から、飲食店・給
食施設の設備設計・
施工まで、業務用厨
房に関することは、
JFEA会員にお任せ
ください。

全405社
（2022年2月28日現在）

2022 年 2月15日初校

020710-01_ 月刊厨房 2022 年 3月号 _会員一覧

トーショー機材㈱
㈱TOSEI
トランスゲイト㈱
㈱中西製作所 東京支店
ニチワ電機㈱ 東京支店
日産設備工業㈱
㈱ニット技研
日本エスシー㈱
日本給食設備㈱
日本洗浄機㈱
日本調理機㈱
㈱ハッピージャパン
パナソニック産機システムズ㈱
パナソニック産機システムズ㈱コールドチェーン事業本部
㈱HALTON
ヒゴグリラー㈱ 東京営業所
フクシマガリレイ㈱ 東日本支社
㈱富士工業所
㈱フジマック
㈲藤村製作所
㈱ブロス
ホシザキ東京㈱
細山熱器㈱
ホバート・ジャパン㈱
MEIKO Clean Solutions Japan（株）
㈱マグナ
マッハ機器㈱
㈱マルキキッチンテクノ
㈱マルゼン
三浦工業㈱
㈲美濃製作所
㈱村幸
㈱ラショナル・ジャパン
㈱ラックランド
ワシオ厨理工業㈱
㈱和田製作所

◆ 神奈川県
㈱エイエル工業
エイシン電機㈱
クールフライヤー㈱
㈱三栄コーポレーションリミテッド
㈱ゼロカラ
タイジ㈱
㈲大洋
タマ設備工業㈱
富士工業㈱
㈱両津工業

◆ 新潟県
サカタ調理機㈱
スギコ産業㈱
㈱ハイサーブウエノ
㈱ハシモト

◆ 山梨県
石川調理機㈱

◆ 長野県
㈱伊東電機工作所
テクノ・フードシステム㈱

●東海北陸支部
◆ 富山県
㈱安達工業
㈱富士厨機
ヤマヤ物産㈲

◆ 石川県
アサヒ装設㈱
サンタ㈱
ホシザキ北信越㈱

㈱ウエテック研究所
ウチダステンレス工業㈱
㈱エム・アイ・ケー
桐山工業㈱
クリーンテック㈱
㈲敬和
㈱河野製作所
㈱伸和商会
仲産業㈱
㈱中西製作所 北関東支店
㈱深川製作所
㈱扶洋 関東支店
㈱モリチュウ
ライステクノプロダクト㈱

◆ 千葉県
㈱関東三貴
㈱セルテック
㈱千葉工業所
㈱野田ハッピー

◆ 東京都
㈱AIHO 東京支店
秋元ステンレス工業㈱
アサヒ装設㈱ 東京営業所
東産業㈱
㈱泉設備
㈱ISEKIトータルライフサービス
イトヤ㈱
㈱上野製作所
エース工機㈱
㈱エフ・エム・アイ 東京本社
エレクター㈱
エレクトロラックス・プロフェッショナル・ジャパン㈱
㈱エレミック
㈱オーディオテクニカ
凰商事㈱
㈱大穂製作所 東京営業所
オピニオン㈱
オルガノ㈱
㈱カジワラキッチンサプライ
㈱加藤厨房設備
㈱キシ・トレーディング
北沢産業㈱
キッチンテクノ㈱
㈱キャニオン
国立厨房サービス㈱
クマノ厨房工業㈱
クリタック㈱
クリナップ㈱
コネクテッドロボティクス㈱
㈱コメットカトウ 東京支店
三幸㈱
㈱サンテックコーポレーション
サンデン・リテールシステム㈱
㈱シー・エス・シー
JFE商事鉄鋼建材㈱
㈱正和
新成工業㈱
新日本厨機㈱
シンプロメンテ㈱
セコムアルファ㈱
大成工業㈱
タニコー㈱
㈱椿厨房具製作所
㈱照姫
㈱戸井田製作所
東英商事㈱
東京超音波技研㈱
東京板金工業㈱
東都ビル整備工業㈱
トーエイ工業㈱

●北海道支部
エレクター㈱ 札幌オフィス
㈱AIHO 札幌支店
北沢産業㈱ 札幌支店
㈲北見厨房
㈱コメットカトウ 札幌営業所
サンスチール工業㈱
㈱白石製作所
タニコー㈱ 北海道事業部
厨房サービス㈱
㈱中西製作所 北海道支店
ニチワ電機㈱ 札幌営業所
日本調理機㈱ 北海道支店
パナソニック産機システムズ㈱ 北海道支店
フクシマガリレイ㈱ 北海道支店
㈱フジマック 札幌営業所
㈱ホワイトスチール工業
㈱マルゼン 札幌支店
㈱リポートサービス北海道

●東北支部
◆ 岩手県
㈱AIHO 盛岡営業所
三機商事㈱

◆ 宮城県
㈱エフ・エム・アイ 仙台営業所
エレクター㈱ 仙台オフィス
㈱大穂製作所 仙台営業所
北沢産業㈱ 仙台支店
㈱コメットカトウ 仙台営業所
タニコー㈱ 東北事業部
東北アイホー調理機㈱
㈱TOSEI 東京支社 東北営業所
㈱中西製作所 東北支店
ニチワ電機㈱ 仙台営業所
日本洗浄機㈱ 仙台営業所
日本調理機㈱ 東北支店
パナソニック産機システムズ㈱ 東北支店
フクシマガリレイ㈱ 南東北支店
㈱フジマック 東北事業部
㈱北拓機工
ホシザキ東北㈱
㈱マルゼン 仙台営業所
三浦工業㈱ 食機仙台営業課

◆ 秋田県
㈲ケーエムイー
新日産業㈱

◆ 山形県
エスキー工機㈱
㈱三陽製作所
せんじん商事㈱

◆ 福島県
㈲浅川製作所

●関東支部
◆ 茨城県
三英物産㈱
東邦厨房㈱

◆ 群馬県
伊東電機関東販売㈱
㈱大道産業
パナソニック㈱アプライアンス社
㈲坂東厨房

◆ 埼玉県
㈲イー・ジャパン・フード・サービス
㈱ウィンターハルター・ジャパン

パナソニック産機システムズ㈱ 九州支店
フクシマガリレイ㈱ 西日本支社
㈱フジマック 九州事業部
㈱フジマックネオ
ホシザキ北九㈱
細山熱器㈱ 福岡営業所
㈲丸枝
㈱マルゼン 福岡支店

◆ 佐賀県
㈱中島製作所

◆ 長崎県
㈱長崎日調

◆ 大分県
㈱中栄工業

◆ 宮崎県
㈲丸一厨房

◆ 鹿児島県
ホシザキ南九㈱
メイワ冷熱工業㈱

◆ 沖縄県
ホシザキ沖縄㈱

賛助
あいおいニッセイ同和損害保険㈱
S・TEC㈱
岡山ガス㈱
（株）オリエンタルランド
関西電力㈱
キッチン・バス工業会
九州電力㈱
西部ガス㈱
シーバイエス㈱
四国電力㈱
商工サービス㈱
仙台市ガス局
Daigasエナジー㈱
中央職業能力開発協会
中国電力㈱
中部電力ミライズ㈱
東京ガス㈱
東京サラヤ㈱
東京電力エナジーパートナー㈱
東邦ガス㈱
東北電力㈱
一般社団法人日本エレクトロヒートセンター
一般財団法人日本ガス機器検査協会
一般社団法人日本ガス協会
公益社団法人日本給食サービス協会
一般社団法人日本能率協会
一般社団法人日本フードサービス協会
公益社団法人日本メディカル給食協会
一般社団法人日本弁当サービス協会
広島ガス㈱
北海道ガス㈱

◆ 岡山県
㈱AIHO 岡山営業所
㈲オリエンタル物産
㈱食品環境研究所
㈱創研厨房
綜合厨器㈱
タカラ産業㈱
㈱中西製作所 岡山営業所
㈱BSS
ビナン厨器㈱
㈱福井廚房
フクシマガリレイ㈱ 岡山支店
㈱マルゼン 岡山営業所
山県化学㈱

◆ 広島県
エレクター㈱ 広島オフィス
北沢産業㈱ 広島支店
㈱ケーツーエス
タニコー㈱ 中国四国事業部
㈱TOSEI 関西支店 広島営業所
㈱中西製作所 中四国支店
ニチワ電機㈱ 広島営業所
日本調理機㈱ 中四国支店
パナソニック産機システムズ㈱ 中四国支店
広島アイホー調理機㈱
フクシマガリレイ㈱ 広島支店
㈱フジマック 中四国事業部
㈱フロムシステムダイレクト
ホーコス㈱
ホシザキ中国㈱
㈱丸八

◆ 徳島県
㈲東四国厨房設備

◆ 香川県
㈱サムソン
四国厨房器製造㈱
㈱中西製作所 高松営業所
ニチワ電機㈱ 高松営業所
フクシマガリレイ㈱ 四国支店松山営業所
ホシザキ四国㈱

◆ 愛媛県
北沢産業㈱ 松山支店
㈲厨房のウエマツ
㈱マクロキッチンキグ フジ

◆ 高知県
㈱丸三

●九州支部
◆ 福岡県
㈱AIHO 九州支店
アサヒ装設㈱ 福岡営業所
伊藤産業㈱
エムケー厨設㈱
エレクター㈱ 福岡オフィス
王子テック㈱
㈱大穂製作所
押切電機㈱ 福岡営業所
北沢産業㈱ 福岡支店
協立エアテック㈱
㈱コメットカトウ 九州営業所
タニコー㈱ 九州事業部
㈱TOSEI 九州支店
㈱中西製作所 九州支店
西日本ステンレス工業㈱
ニチワ電機㈱ 福岡営業所
㈱日本エコテクノ
日本洗浄機㈱ 福岡営業所
日本調理機㈱ 九州支店

㈱八木厨房機器製作所

◆ 大阪府
HKI Japan㈱
エレクター㈱ 大阪支店
㈱AIHO 大阪支店
アサヒ装設㈱ 大阪営業所
ACE厨設㈱
㈱エフ・エム・アイ 大阪本社
エレクトロラックス・プロフェッショナル・ジャパン㈱ 大阪支店
王子テック㈱ 大阪支店
㈱大穂製作所 大阪営業所
押切電機㈱ 大阪営業所
㈱尾高厨房器製作所
関西スチールネット㈱
北沢産業㈱ 大阪支店
㈱クラコ
㈱晃成技研
晃洋厨機㈱
㈱コメットカトウ 大阪営業所
㈱サミー
㈱サンアクティス
三宝ステンレス工業㈱
三和厨房㈱
㈱シルクインダストリー
㈱千田
㈱ぞう屋
タイジ㈱西日本営業所
㈱ダイフィル
大和冷機工業㈱
タニコー㈱ 関西事業部
㈱土谷金属
㈱TOSEI 関西支店
常盤ステンレス工業㈱
直本工業㈱
㈱中西製作所
ニチワ電機㈱ 大阪支店
日本洗浄機㈱ 大阪営業所
日本調理機㈱ 関西支店
パナソニック産機システムズ㈱ 近畿支店
ヒゴグリラー㈱
㈱ヒロ・インターキッチン
フクシマガリレイ㈱
㈱フジマック 近畿事業部
㈱扶洋
㈱逢光エンジニアリング
細田工業㈱
細山熱器㈱ 大阪営業所
ホバート・ジャパン㈱ 大阪支店
MASUI総合設備機器㈱
丸一㈱
㈱マルゼン 大阪支社
㈱明和製作所
山岡金属工業㈱
㈱ワーク

◆ 兵庫県
㈱浅井工業
後藤ステンレス産業
㈱ショウワ
ニチワ電機㈱
㈱明城製作所

◆ 奈良県
シンコー㈱

●中四国支部
◆ 鳥取県
㈲エフエスエーシステムズ

◆ 島根県
ホクサン厨機㈱

◆ 福井県
畑中厨房㈱
㈱ラボー

◆ 岐阜県
共栄産業㈱
㈱シンコー製作所
㈱セイコー

◆ 静岡県
泉工業㈱
㈱クリエ
三和厨理工業㈱
㈱TOSEI 静岡事業所
東洋厨機工業㈱
㈱中松
㈱早川製作所
㈱原川商店
マルゼン厨機㈱
山田冷機工業㈱

◆ 愛知県
㈲愛知厨房製作所
㈱AIHO
イシダ厨機㈱
㈱エムラ販売
エレクター㈱ 名古屋オフィス
押切電機㈱
兼八産業㈱
北沢産業㈱ 名古屋支店
㈱コメットカトウ
㈱CEK
シーケークリーンアド㈱
シンポ㈱
タニコー㈱ 東海事業部
中日厨房設備㈱
㈱厨林堂
㈱豊田エイタツ
㈱中西製作所 名古屋支店
ニチワ電機㈱ 名古屋支店
日本洗浄機㈱ 名古屋営業所
㈱日本厨房工業
日本調理機㈱ 中部支店
服部工業㈱
パナソニック産機システムズ㈱ 中部支店
㈱パロマ
フクシマガリレイ㈱ 中部支社
㈱フジマック 名古屋事業部
ホシザキ㈱
ホシザキ東海㈱
細山熱器㈱ 名古屋出張所
㈱マルゼン 名古屋支社
㈱メイトー
㈱ライチ
リンナイ㈱
㈱渡辺事務所

◆ 三重県
㈲アイジィエー
㈱ウサミ
スズカン㈱
㈱タチバナ製作所
㈱中部コーポレーション
㈱三重特機

●関西支部
◆ 滋賀県
大洋厨房㈱
髙橋金属

◆ 京都府
FKK㈱
シェルパ㈱
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●新型コロナの第6波がひどく、東京では1日に2万人を超える新規感染者が出て、一
般市民どころか、皇族やら英国女王・王子夫妻が感染するやら止まるところを知らな
いが、1月に政府から「1日当たりの検査件数を1月第二週における1日当たり平均検
査実績の2倍以内として頂くようお願いします」と各都道府県に事務連絡が送付され
てから、新規陽性者数は高止まり状態になりつつある。●とはいえ新型コロナに感染
し自宅で容体が急変するなどして死亡した人が1月だけで151人となり、感染者数は
2月20日の時点で、日本全国で約450万人（同じ東アジアでは、中国は約11万人・台
湾は約2万人、韓国は206万人）、入院できない自宅療養者は約60万人である。内閣
官房の集計では新型コロナ患者向けの病床使用率が福岡84％、大阪83％を筆頭に
70％を超える府県が出ているという。●PCR検査が不足すれば検査数を増やさずに
みなし陽性と自主療養を勧める、入院できなければ病床を増やさずに入院に必要な
ハードルを上げる、緊急事態宣言陽性基準に到達すれば基準を上方修正する、自宅
療養者に食糧を届けられないなら（届いても1食1,500円の予算で菓子パンとジュー
スだけ、という所もあると報じられている）買い物の外出をOKして、高齢者は外出の自
粛要請、大規模な広域火葬計画の整備を通知するという、この2年どころか、夏の第5
波がまったく教訓になっていないのが凄い。これでは、米国が日本も「レベル4渡航中
止」に引き上げたのも当然である。●ちなみに自分がワクチンの3回目を打てるのは、
7ヵ月目となった。2回打った10代や3回打った高齢者の死亡も報じられて、ワクチン
だけでは解決にならないことも不安材料である。●城南信用金庫と東京新聞の中小
企業（592社）アンケートによれば、飲食業は、客足急減に原材料高（トリガー条項が
放置されてガソリン高騰などのボディブローが効いている）が原因で、74.1％が「か
なり深刻」「深刻」と悪化。公的融資の返済の猶予期間が1～2年ということもあり、資
金繰りの先行きに関して68.9％が悪化するとしている。●飲食業界同様に旅行業界
も苦戦しているが、とうとう『地球の歩き方 ムー』（学研プラス刊）なんて、もう現地で役
立つ本よりも、60年以上前にはやった「行かれない世界の情報を網羅した読み物」が
出るようになったのも凄い話である。バビロンの城壁に関して「ヘロドトスの記述は、
誇張が多く、そのまま信じる訳にはいかない」と書いてあるのがご愛敬である。●銀河
食堂の紀行には参加できたが、オデッサの階段には行かれずじまいである。ウクライ
ナに一日も早い平和と回復を。（H）

発行所　一般社団法人　日本厨房工業会
　　　　〒106-0044　東京都港区東麻布1-27-8
　　　　　　　　　　厨房機器会館内
　　　　TEL（03）3585-7251 FAX（03）3585-0170

印　刷　伊坂美術印刷株式会社
　　　　〒104-0033　東京都中央区新川2-1-5
　　　　　　　　　　THE WALL ISAKA BLDG.

　月刊「厨房」誌の頒布先は、会員企業をはじめ、関係諸官庁、関連団
体並びにユーザー企業となっており、専門誌として強い支持と信頼
を得ております。製品とともに、企業イメージアップにも大きく繋が
るものと確信します。ぜひご検討ください。

■広告掲載のお願い

広告掲載料金（会員企業・税別）

普通１頁 （A4/4 色刷）
普通１頁 （A4/1 色刷）

）刷色4/4A（頁2/1通普
）刷色1/4A（頁2/1通普

毎　月 隔月・3カ月 単　発
 ¥75,000 ¥79,000 　　  ¥82,000 
 ¥56,000 ¥60,000 　　  ¥62,000
 ¥39,000 ¥45,000 　　  ¥50,000
 ¥29,000 ¥34,000 　　  ¥39,000

※非会員企業についてはお問い合わせください。
◆お問い合せ：広報編集　TEL　03-3585-7251

編 集 後 記
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乱丁落丁の本誌はお取替え致します。

定価 440円（本体400円＋税10%）毎月1回5日発行

発行人
編集
広報担当副会長
広報編集委員会委員長
広報編集委員会委員

地方編集委員

谷口一郎
工業会広報編集委員会
中川幹夫
深澤及
棈松弘充／伊藤典弘
大内敏弘／高橋篤志
佐藤大輔／桑山俊之
白井納／荻原靖
吉田義一（北海道）
沼野章久（東北）
服部俊男（東海北陸）
福島隆志（関西）
福井正晃（中四国）
伊藤晴輝（九州）

●新型コロナの第6波がひどく、東京では1日に2万人を超える新規感染者が出て、一
般市民どころか、皇族やら英国女王・王子夫妻が感染するやら止まるところを知らな
いが、1月に政府から「1日当たりの検査件数を1月第二週における1日当たり平均検
査実績の2倍以内として頂くようお願いします」と各都道府県に事務連絡が送付され
てから、新規陽性者数は高止まり状態になりつつある。●とはいえ新型コロナに感染
し自宅で容体が急変するなどして死亡した人が1月だけで151人となり、感染者数は
2月20日の時点で、日本全国で約450万人（同じ東アジアでは、中国は約11万人・台
湾は約2万人、韓国は206万人）、入院できない自宅療養者は約60万人である。内閣
官房の集計では新型コロナ患者向けの病床使用率が福岡84％、大阪83％を筆頭に
70％を超える府県が出ているという。●PCR検査が不足すれば検査数を増やさずに
みなし陽性と自主療養を勧める、入院できなければ病床を増やさずに入院に必要な
ハードルを上げる、緊急事態宣言陽性基準に到達すれば基準を上方修正する、自宅
療養者に食糧を届けられないなら（届いても1食1,500円の予算で菓子パンとジュー
スだけ、という所もあると報じられている）買い物の外出をOKして、高齢者は外出の自
粛要請、大規模な広域火葬計画の整備を通知するという、この2年どころか、夏の第5
波がまったく教訓になっていないのが凄い。これでは、米国が日本も「レベル4渡航中
止」に引き上げたのも当然である。●ちなみに自分がワクチンの3回目を打てるのは、
7ヵ月目となった。2回打った10代や3回打った高齢者の死亡も報じられて、ワクチン
だけでは解決にならないことも不安材料である。●城南信用金庫と東京新聞の中小
企業（592社）アンケートによれば、飲食業は、客足急減に原材料高（トリガー条項が
放置されてガソリン高騰などのボディブローが効いている）が原因で、74.1％が「か
なり深刻」「深刻」と悪化。公的融資の返済の猶予期間が1～2年ということもあり、資
金繰りの先行きに関して68.9％が悪化するとしている。●飲食業界同様に旅行業界
も苦戦しているが、とうとう『地球の歩き方 ムー』（学研プラス刊）なんて、もう現地で役
立つ本よりも、60年以上前にはやった「行かれない世界の情報を網羅した読み物」が
出るようになったのも凄い話である。バビロンの城壁に関して「ヘロドトスの記述は、
誇張が多く、そのまま信じる訳にはいかない」と書いてあるのがご愛敬である。●銀河
食堂の紀行には参加できたが、オデッサの階段には行かれずじまいである。ウクライ
ナに一日も早い平和と回復を。（H）

発行所　一般社団法人　日本厨房工業会
　　　　〒106-0044　東京都港区東麻布1-27-8
　　　　　　　　　　厨房機器会館内
　　　　TEL（03）3585-7251 FAX（03）3585-0170

印　刷　伊坂美術印刷株式会社
　　　　〒104-0033　東京都中央区新川2-1-5
　　　　　　　　　　THE WALL ISAKA BLDG.

　月刊「厨房」誌の頒布先は、会員企業をはじめ、関係諸官庁、関連団
体並びにユーザー企業となっており、専門誌として強い支持と信頼
を得ております。製品とともに、企業イメージアップにも大きく繋が
るものと確信します。ぜひご検討ください。

■広告掲載のお願い

広告掲載料金（会員企業・税別）

普通１頁 （A4/4 色刷）
普通１頁 （A4/1 色刷）

）刷色4/4A（頁2/1通普
）刷色1/4A（頁2/1通普

毎　月 隔月・3カ月 単　発
 ¥75,000 ¥79,000 　　  ¥82,000 
 ¥56,000 ¥60,000 　　  ¥62,000
 ¥39,000 ¥45,000 　　  ¥50,000
 ¥29,000 ¥34,000 　　  ¥39,000

※非会員企業についてはお問い合わせください。
◆お問い合せ：広報編集　TEL　03-3585-7251

編 集 後 記
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東 京 支 店

大 阪 支 店

名古屋支店

札幌営業所

☎03（3537）1951㈹

☎06（6767）3611㈹

☎052（979）2663㈹

☎011（785）9119㈹

仙台営業所

新潟営業所

広島営業所

福岡営業所

☎022（236）6525㈹

☎025（224）2177㈹

☎082（871）0037㈹

☎092（621）2021㈹

本 社 ☎0256（86）3711㈹
http://www.sugico.co.jp/sugico/
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2022 年 1月24日初校

020522-01_ 月刊厨房 2022 年 2月号 _AIHO- 広告



2022 年 2月25日

私たちは厨房環境提案企業から、厨房の未来創造企業へ。

一歩先を行く、現場のニーズをしっかりつかむ創造力で

厨房に関わる人たちの未来を変えていきます。

厨房の未来は
NITCHOの提案力が
担います
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